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ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
第
五
回
調
査
を
中
心
に

田

中

和

子

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

は
じ
め
に

１

第
五
回
調
査
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か

２

新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
三
類
型
と
分
析
方
法

３

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
の
社
会
状
況

Ⅰ

女
性
強
調
表
現
の
動
向

１

女
性
冠
詞
」
を
頻
用
す
る
こ
と
に
よ
る
女
性
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
強
調

２

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
状
況

３

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の

頻
用

４

女
性
で
あ
る
こ
と
が
不
必
要
に
強
調
さ
れ
る
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
表
現

Ⅱ

女
性
隠
し
表
現
の
動
向

５

女
性
を
新
聞
紙
面
の
お
も
て
か
ら
隠
蔽
す
る
表
現

Ⅲ

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
動
向

６

女
性
と
男
性
の
扱
い
が
異
な
る
二
重
規
準
表
現

お
わ
り
に
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は

じ

め

に

１

第
五
回
調
査
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
こ
れ
ま
で
、
新
聞
記
事
に
使
用
さ
れ
て
い
る
両
性
を
非
対
等
に
扱
っ
た
表
現
の
量
的
・
質
的
分

析
や
、
家
庭
面
の
質
的
分
析
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
前
後
の
求
人
広
告
に
つ
い
て
の
量
的
分
析
、
改
正
雇
用
機
会
均
等
法
後
の

求
人
広
告
を
用
い
た
求
人
各
社
の
女
男
に
対
す
る
求
人
実
態
の
電
話
調
査
な
ど
を
行
っ
て
、
そ
の
都
度
研
究
成
果
を
報
告
し
て

１
）

き
た
。

中
で
も
新
聞
記
事
に
お
け
る
意
識
的
・
無
意
識
的
な
固
定
観
念
に
基
づ
い
た
表
現
や
性
差
別
表
現
（
以
下
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
」）

の
調
査
研
究
は
、
一
九
八
五
年
を
皮
切
り
に
、
九
一
年
、
九
六
年
、
二
〇
〇
一
年
と
ほ
ぼ
五
年
お
き
に
継
続
的
に
実
施
し
て
き
て
お

り
、
そ
の
量
的
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
本
研
究
の
貴
重
な
財
産
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
回
の
報
告
は
、
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
調
査
分
析

を
始
め
て
お
よ
そ
二
〇
年
を
経
過
し
た
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
実
施
し
た
、
第
五
回
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
い
る
。

２

新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
三
類
型
と
分
析
方
法

こ
れ
ま
で
、
新
聞
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
い
て
は
、
次
の
①
〜
③
で
示
し
た
「
女
性
強
調
」「
女
性
隠
し
」「
ダ
ブ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
表
現
」
と
い
う
三
つ
の
基
本
的
類
型
を
析
出
し
て
分
析
軸
を
つ
く
り
、「
定
点
観
測
」
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
も
基
本
的
に
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そ
の
方
法
を
踏
襲
す
る
わ
け
だ
が
、
三
つ
の
基
本
類
型
は
、
さ
ら
に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
し
た
具
体
的
表
現
方
法
に
分
類
さ
れ

る
。①

女
性
強
調
」…
…
女
性
と
し
て
の
存
在
や
役
割
を
も
っ
ぱ
ら
強
調
し
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
突
出
さ
せ
て
注
目
さ
せ
る
。

ａ

報
道
さ
れ
る
女
性
の
職
業
や
肩
書
き
の
上
に
、
当
事
者
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
「
女
性
冠
詞
」
を
つ
け
る
。

ｂ

職
業
や
家
族
と
の
関
連
で
、
女
性
の
役
割
を
強
調
す
る
。

ｃ

女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
表
現
に
よ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
女
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

②

女
性
隠
し
」…
…
女
性
の
存
在
を
紙
面
の
背
後
に
退
か
せ
、
女
性
の
姿
を
み
え
な
く
さ
せ
る
。

ａ

世
帯
や
家
族
を
も
っ
ぱ
ら
男
性
が
代
表
す
る
。

ｂ

男
性
に
付
随
な
い
し
は
従
属
さ
せ
ら
れ
た
表
現
に
よ
っ
て
、
女
性
の
存
在
が
隠
さ
れ
て
し
ま
う
。

③

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
」…
…
女
性
を
男
性
と
は
異
な
っ
た
規
準
を
用
い
て
表
現
す
る
。

ａ

女
性
に
つ
い
て
報
道
す
る
際
、
も
っ
ぱ
ら
業
績
や
他
位
で
扱
わ
ず
、
他
の
基
準
を
す
べ
り
込
ま
せ
る
。

ｂ

女
性
と
男
性
と
で
異
な
る
敬
称
を
使
用
す
る
。

ｃ

女
性
は
名
の
み
、
男
性
は
姓
ま
た
は
姓
名
で
表
現
す
る
。

こ
の
分
析
軸
は
八
五
年
の
第
一
回
調
査
か
ら
変
え
て
お
ら
ず
、
毎
回
コ
ー
ダ
ー
が
手
作
業
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
量
的
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
新
聞
の
女
男
に
対
す
る
扱
い
の
全
体
的
傾
向
や
各
紙
に
み
ら
れ
る
違
い
等
を
考
察
し
て
き
た
。
ま
た
、
経
年
変
化
を
追
う
こ
と
に

よ
り
、
新
聞
紙
面
上
の
女
男
に
対
す
る
扱
い
の
違
い
が
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
っ
て
い
る
か
を
観
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
、
日
本

社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
の
指
標
と
も
な
り
う
る
。

こ
の
分
析
軸
に
そ
っ
て
、
全
国
紙
三
紙
朝
夕
刊
の
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
前
半
分
、
す
な
わ
ち
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
の
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一
〇
月
一
日
（
日
曜
日
）
か
ら
一
五
日
（
日
曜
日
）
ま
で
の
朝
刊
お
よ
び
夕
刊
全
紙
面
（
投
書
、
連
載
小
説
、
マ
ン
ガ
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
面
、
広
告
、
社
告
を
除
く
）
の
全
記
事
の
語
や
文
章
に
み
ら
れ
た
当
該
表
現
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
た
だ
し
一
日
、
八
日
、
一
五
日

は
い
ず
れ
も
日
曜
日
の
た
め
夕
刊
が
な
く
、
ま
た
九
日
（
月
）
の
夕
刊
と
一
〇
日
（
火
）
の
朝
刊
は
新
聞
休
刊
日
で
あ
っ
た
た
め
、
最

終
的
に
は
三
紙
各
々
合
計
二
五
の
朝
・
夕
刊
が
分
析
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
論
で
記
事
を
引
用
す
る
場
合
は
、
朝
刊
に
つ
い
て
は

日
付
の
み
を
記
し
、
夕
刊
に
つ
い
て
は
日
付
の
下
に
「
夕
刊
」
と
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。

過
去
四
回
の
量
的
調
査
で
は
、
調
査
対
象
を
、
今
述
べ
た
よ
う
に
投
書
、
連
載
小
説
、
マ
ン
ガ
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
、
広
告
、
社

告
を
除
い
た
全
記
事
と
し
て
い
た
が
、
第
五
回
目
の
今
回
は
、
別
途
、
投
書
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
や
文
を
数

え
上
げ
た
ほ
か
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
広
告
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
た
だ
し
、
本
論
で
用
い
た
数

値
は
、
従
前
の
調
査
結
果
と
の
比
較
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
投
書
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
の
デ
ー
タ
は
除
外
し
て
あ
る
。
投
書
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
関
し
て
は
、
別
途
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
は
、
複
数
の
コ
ー
ダ
ー
が
各
紙
面
上
の
該
当
す
る
語
や
文
に
蛍
光
マ
ー
カ
ー
を
引
き
、
先
の
三
つ
の
軸
を

さ
ら
に
細
分
化
し
た
分
類
に
そ
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
お
い
た
分
類
コ
ー
ド
番
号
を
、
日
付
、
面
名
、
掲
載
ペ
ー
ジ
、
記
事
タ
イ
ト

ル
な
ど
の
属
性
と
と
も
に
、
計
算
ソ
フ
ト
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
に
入
力
し
て
い
く
や
り
方
を
取
っ
た
。
前
回
調
査
か
ら
と
り
入
れ
た
こ
の
手
法

に
よ
り
、
統
計
処
理
が
容
易
に
な
り
、
ま
た
当
該
記
事
の
検
索
機
能
が
増
す
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
情
報
処
理
の
恩
恵
に
浴
す
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。

日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
が
公
査
し
た
、
二
〇
〇
六
年
下
期
（
七
月
〜
一
二
月
）
に
お
け
る
朝
刊
一
号
あ
た
り
の
実
販
売
部
数
平
均
は
、
朝

日
新
聞
八
〇
九
万
部
、
毎
日
新
聞
三
九
七
万
部
、
読
売
新
聞
一
〇
〇
二
万
部
で
あ
っ

２
）

た
が
、
こ
れ
は
、
同
期
の
全
国
の
一
日
あ
た
り
新

聞
総
発
行
部
数
五
二
三
一

３
）

万
部
の
四
二
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。
新
聞
離
れ
が
い
わ
れ
て
い
る
昨
今
で
は
あ
る
が
、
全
国
紙
は
今
で
も
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少
な
く
な
い
読
者
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
毎
日
新
聞
社
が
行
っ
た
「
第
60
回
読
書
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
〇
六
年
の
新
聞

接
触
時
間
は
、
全
体
平
均
で
三
六
分
（
女
性
三
二
分
、
男
性
四
一
分
）、
読
ん
だ
人
だ
け
の
平
均
で
四
五
分
（
女
性
四
一
分
、
男
性
五

〇
分
）
と
な
っ
て

４
）

い
る
。

な
お
、
従
来
女
性
は
ほ
ぼ
機
械
的
に
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
ほ
ぼ
機
械
的
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
訃
報
欄
に
お
け
る
敬
称
の

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
に
関
し
て
は
、
毎
日
で
は
前
回
調
査
の
約
一
年
半
前
の
一
九
九
九
年
一
月
か
ら
、
朝
日
で
は
前
回
調
査
の

半
年
後
の
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
改
め
ら
れ
、
女
男
ど
ち
ら
も
「
さ
ん
」
づ
け
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ひ
と
り
読
売
の
み
、
今

回
の
調
査
時
点
に
お
い
て
も
、
女
性
が
「
さ
ん
」、
男
性
が
「
氏
」
の
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。

３

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
の
社
会
状
況

前
回
調
査
時
は
二
〇
〇
一
年
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
、
す
な
わ
ち
９
・
11
後
の
報
道
の
ま
っ
た
だ
中
で
、
ま
た
、
日
本
の
政
治
は
、
小

泉
純
一
郎
首
相
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
。
小
泉
首
相
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
に
派
遣
し
、
構
造
改
革
の
名
の
も
と
に
規

制
緩
和
等
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
政
策
を
推
進
し
、
靖
国
神
社
参
拝
を
行
い
、
郵
政
民
営
化
に
反
対
す
る
与
党
議
員
を
衆
議
院
議
員
選

挙
で
公
認
せ
ず
、「
刺
客
」
を
放
ち
、
衆
議
院
議
員
選
挙
で
大
勝
し
て
郵
政
民
営
化
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
二
〇
〇
六
年
九

月
、
自
ら
の
政
権
下
の
官
房
副
長
官
と
し
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
拉
致
問
題
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
安

倍
晋
三
に
、
総
理
の
任
を
託
し
た
。

〇
六
年
一
〇
月
の
新
聞
各
紙
は
、「
美
し
い
日
本
」
を
掲
げ
て
登
場
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
し
て
憲
法
九
条
二
項
を
含

む
改
憲
を
公
言
し
、
拉
致
問
題
で
は
強
硬
姿
勢
を
取
る
安
倍
首
相
の
防
衛
観
、
日
本
の
植
民
地
支
配
や
戦
時
性
奴
隷
へ
の
軍
当
局
の
関
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与
な
ど
に
関
す
る
歴
史
認
識
に
つ
い
て
、
国
会
で
の
質
疑
を
紙
面
展
開
し
た
り
、
連
載
記
事
や
解
説
を
掲
載
す
る
な
ど
し
た
。

こ
の
月
前
半
の
社
会
的
な
出
来
事
と
し
て
は
、
腎
臓
提
供
の
ド
ナ
ー
に
金
品
を
渡
す
臓
器
売
買
に
伴
う
、
移
植
を
受
け
た
男
性
と
そ

れ
に
関
係
し
た
女
性
の
逮
捕
（
二
日
）、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
の
元
会
長
の
背
任
容
疑
よ
る
逮
捕
（
三
日
）、
韓
国
の
藩
基
文
国
連
総
長

の
選
出
（
三
日
）、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
核
実
験
声
明
（
三
日
）
と
国
連
安
保
理
の
協
議
（
四
日
）、
前
年
に
小

学
生
が
自
殺
を
は
か
っ
た
原
因
が
「
い
じ
め
」
だ
っ
た
こ
と
の
判
明
（
五
日
）、
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
と
さ
れ
る
横
田
め
ぐ
み
さ
ん

の
「
四
二
回
目
の
誕
生
日
」（
五
日
）、
タ
レ
ン
ト
向
井
亜
紀
と
元
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
高
田
延
彦
夫
妻
が
依
頼
し
た
代
理
出
産
の
子
ど
も
の

受
理
に
関
す
る
法
務
省
の
指
示
（
六
日
）、
前
福
島
県
知
事
の
工
事
発
注
談
合
容
疑
に
関
す
る
捜
査
（
六
日
）、
低
気
圧
に
伴
う
茨
城
県

沖
や
宮
城
県
沖
で
生
じ
た
船
舶
の
座
礁
事
故
（
六
日
）
や
海
・
山
で
の
事
故
（
八
日
）、
安
倍
首
相
の
訪
中
と
首
脳
会
談
（
八
日
）、
北

朝
鮮
の
核
実
験
（
九
日
）、
〇
四
年
に
奈
良
で
起
き
た
誘
拐
殺
害
事
件
の
被
告
の
死
刑
確
定
（
一
一
日
）、
日
本
の
対
北
朝
鮮
独
自
制
裁

の
決
定
（
一
三
日
）、「
い
じ
め
」
に
よ
る
中
学
生
の
自
殺
（
一
三
日
）、
国
連
安
保
理
で
の
対
北
朝
鮮
制
裁
の
採
択
（
一
五
日
）、
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
松
下
電
器
の
子
会
社
が
リ
ス
ト
ラ
社
員
の
穴
埋
め
を
違
法
な
雇
用
形
態
で
あ
る
偽
装
請
負
に
よ
り
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
日

野
自
動
車
が
実
態
は
派
遣
労
働
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
材
派
遣
会
社
と
の
出
向
契
約
を
装
っ
て
「
偽
装
出
向
」
さ
せ
て
い
た
こ

と
な
ど
も
明
る
み
に
出
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、
プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー
グ
で
中
日
が
、
パ
・
リ
ー
グ
で
は
日
本
ハ
ム
が
優
勝
し
、

レ
ス
リ
ン
グ
の
世
界
選
手
権
で
女
性
が
活
躍
し
、
日
本
女
子
ゴ
ル
フ
オ
ー
プ
ン
で
も
宮
里
藍
が
健
闘
し
た
ほ
か
、「
ハ
ン
カ
チ
王
子
」

と
呼
ば
れ
た
高
校
野
球
の
斎
藤
祐
樹
投
手
が
、
社
会
面
な
ど
に
し
ば
し
ば
登
場
し
た
。
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Ⅰ

女
性
強
調
表
現
の
動
向

１

女
性
冠
詞
」
を
頻
用
す
る
こ
と
に
よ
る
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
強
調

⑴

出
現
頻
度
の
高
い
「
女
性
冠
詞
」

新
聞
の
紙
面
上
に
日
々
提
示
さ
れ
る
女
性
と
男
性
に
関
す
る
非
対
等
な
表
現
の
最
も
典
型
的
な
か
た
ち
は
、
男
性
を
暗
黙
裏
に
人
間

の
標
準
と
み
な
し
、
女
性
に
関
し
て
報
道
す
る
際
に
は
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
「
女
性
冠
詞
」
を
、
そ
の
職
業
や
社
会
的
役

割
の
前
に
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
男
性
に
つ
い
て
報
道
す
る
際
に
は
、
会
社
員
の
誰
々
と
無
冠
詞
で
表

記
す
と
こ
ろ
を
、
女
性
の
場
合
に
は
、
女
性
従
業
員
の
誰
々
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
女
性
冠
詞
」
を
つ
け
て
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を

〞
徴しるしづ
け
る
〝
書
き
方
を
す
る
の
で
あ
る
。

女
性
冠
詞
」
の
主
要
な
も
の
は
、〞
女
〝
が
つ
く
も
の
、〞
女
性
〝
が
つ
く
も
の
、〞
女
子
〝
が
つ
く
も
の
、〞
女
流
〝
が
つ
く
も
の

の
四
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
種
類
別
に
そ
の
出
現
頻
度
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
と
し
て
つ
け
ら
れ
る
こ
と
ば
は
、
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
期
間
中
三
紙
合
計
で
二
七
八
件
が
数
え
ら

れ
た
。
そ
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
女
児
」
の
一
四
三
件
で
、
今
回
、
こ
れ
ま
で
常
に
〞
女
〝
冠
詞
の
つ
く
こ
と
ば
の
ト
ッ
プ
を

占
め
て
き
た
「
女
優
」
を
抜
い
て
、〞
女
〝
が
つ
く
冠
詞
の
過
半
数
（
五
一
・
四
％
）
を
占
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。「
女
児
」
が
こ
れ

ほ
ど
ま
で
増
え
た
理
由
は
、
今
回
の
調
査
期
間
中
、
北
海
道
の
小
学
校
で
二
〇
〇
五
年
に
教
室
で
自
殺
を
は
か
り
〇
六
年
に
死
亡
し
た

小
学
校
六
年
生
の
自
殺
の
原
因
が
、「
い
じ
め
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。「
自
殺
女
児

遺
書
は
叫
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ぶ
」（
朝
日
、
三
日
）
を
皮
切
り
に
、
六
日
の
新
聞
各
紙
で
こ

の
こ
と
ば
が
頻
繁
に
紙
面
に
登
場
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

毎
日
一
一
日
の
記
事
を
は
じ
め
と
す
る
、
奈
良
の
幼
児
誘
拐

殺
害
事
件
の
被
告
の
死
刑
が
確
定
し
た
件
も
、「
女
児
」
を
増

や
す
方
向
に
作
用
し
た
。
ほ
か
に
も
、
読
売
一
三
日
で
は
、
〇

一
年
に
女
の
孫
を
連
れ
去
っ
た
被
告
の
判
決
を
報
じ
る
記
事
で

繰
り
返
し
「
女
児
」
を
用
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
多
く

は
こ
の
子
ど
も
の
実
名
を
伏
せ
て
報
道
す
る
た
め
の
や
む
を
え

な
い
措
置
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
く
ど
す
ぎ

る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。「
女
の
児
童
」
で
あ
る
こ
と
を
一

回
示
し
た
上
で
、
あ
と
は
「
児
童
」
と
表
記
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
い
で
、
今
回
第
二
位
の
「
女
優
」
は
三
紙
合
計
八
六
件

で
、〞
女
〝
冠
詞
の
つ
く
こ
と
ば
全
体
の
三
〇
・
九
％
を
占
め

た
。
こ
れ
に
対
し
、「
男
優
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
後
出
の
表
５
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
紙
合
計
四
件
で
あ
り
、

「
女
優
」
の
使
用
頻
度
の
五
％
に
も
満
た
な
い
。
映
画
・
演
劇
の
ア
ク
タ
ー
を
女
男
双
方
を
含
め
て
示
す
こ
と
ば
で
あ
る
俳
優
と
い
う

こ
と
ば
が
存
在
し
、
男
性
は
そ
の
語
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
一
般
化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
の
ア
ク
タ
ー
の
場
合
に
は
、
そ
の
性

を
強
調
さ
れ
て
、〞
女
〝
優
と
呼
ば
れ
た
り
表
記
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
い
ま
だ
に
多
い
の
で
あ
る
。

62國學院法學第46巻第4号 (2009)

表1 女性冠詞「女」のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 3紙合計

１ 女児 38 57 48 143

２ 女優 16 37 33 86

３ 女王 1 9 5 15

４ 女神 7 1 2 10

５ 女学生 3 0 4 7

６ 女帝 1 2 0 3

７ 女警士 2 0 0 2

女友達 0 1 1 2

9 女医 0 1 0 1

女義太夫 0 1 0 1

女刑事 1 0 0 1

女警察隊 1 0 0 1

女戸主 0 1 0 1

女主 1 0 0 1

女主人公 0 1 0 1

女書生 1 0 0 1

女忍者 0 1 0 1

女幽霊 0 1 0 1

合 計 72 113 93 278



〞
女
〝
冠
詞
の
つ
く
こ
と
ば
は
、
今
述
べ
た
一
位
と
二
位
の
「
女
児
」、「
女
優
」
に
、「
女
王
」（
一
五
件
）、「
女
神
」（
一
〇
件
）
な

ど
が
続
い
た
が
、〞
女
〝
冠
詞
の
つ
く
語
の
種
類
は
、
全
部
で
一
八
種
類
み
ら
れ
た
。
三
紙
別
の
〞
女
〝
冠
詞
の
使
用
頻
度
は
、
朝
日

が
七
二
件
、
毎
日
が
一
一
三
件
、
読
売
が
九
三
件
と
、
毎
日
を
頂
点
に
読
売
、
朝
日
の
順
で
出
現
頻
度
に
約
二
〇
件
ず
つ
の
開
き
が
出

て
い
る
。

次
に
、〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、「
北
海
道
立
（
略
）
病
院
の
女
性
医
師
が
人
工
呼
吸
器
を
外
し
て
患
者
を
死
亡
さ

せ
た
」（
朝
日
、
二
日
）、「
幹
部
候
補
の
女
性
社
員
に
部
下
の
指
導
経
験
を
積
ま
せ
る
」（
毎
日
、
九
日
）、「
園
児
三
人
と
女
性
保
育
士

一
人
を
軽
傷
者
に
追
加
し
た
」（
読
売
、
二
日
）
な
ど
、
表
２
に
示
し
た
よ
う
に
合
計
一
六
九
件
あ
っ
た
。〞
女
性
〝
を
冠
し
た
語
の
種

類
は
八
一
種
類
に
の
ぼ
る
。
今
回
、〞
女
性
〝
が
冠
さ
れ
た
語
の
う
ち
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
「
女
性
医
師
」
と
「
女
性
会

社
員
」
の
各
一
四
件
で
あ
っ
た
。
以
下
、「
女
性
記
者
」（
一
〇
件
）、「
女
性
作
家
」（
七
件
）、「
女
性
教
諭
」（
六
件
）
が
続
い
た
。
第

一
位
の
「
女
性
医
師
」
の
使
用
回
数
が
一
四
件
に
達
し
て
い
た
の
に
対
し
、
表
６
に
示
し
た
「
男
性
医
師
」
の
使
用
回
数
は
五
件
で
あ

り
、
ま
た
〞
女
性
〝
冠
詞
三
位
の
「
女
性
記
者
」
が
一
〇
件
み
ら
れ
た
の
に
対
し
、「
男
性
記
者
」
は
わ
ず
か
一
件
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
。
ち
な
み
に
二
〇
〇
六
年
段
階
の
新
聞
記
者
総
数
二
万
七
七
三
人
中
女
性
の
記
者
は
二
六
四
二
人
で
、
全
体
の
一
二
・
七
％
を
占
め

て

５
）

い
た
。
実
際
に
は
男
性
の
七
分
の
一
程
度
し
か
存
在
し
な
い
女
性
の
記
者
が
、
新
聞
紙
面
上
に
は
、
男
性
の
記
者
の
一
〇
倍
も
の
頻

度
で
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
徴
づ
け
ら
れ
つ
つ
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
女
性
が
〞
有
徴
〝
の
性
と
し
て
、

〞
無
徴
〝
の
男
性
に
対
照
さ
せ
ら
れ
る
形
で
表
現
さ
れ
る
と
い
う
新
聞
表
現
の
「
型
」
が
、
今
も
っ
て
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
の
一
つ

の
証
左
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

〞
女
性
〝
冠
詞
の
出
現
頻
度
を
新
聞
別
に
み
る
と
、
朝
日
は
三
八
件
だ
が
、
毎
日
は
六
三
件
、
読
売
は
六
八
件
と
、
毎
日
、
読
売
の

二
紙
は
、
朝
日
の
一
・
六
〜
一
・
八
倍
に
達
し
て
い
る
。
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第
三
に
、〞
女
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
３
に
示
し
た
よ
う
に
合
計
一
四
九
件
み
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
「
女
子
高

生
」
が
四
〇
件
と
、〞
女
子
〝
冠
詞
の
二
六
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
ノ
ー
モ
ア
痴
漢
」（
朝
日
、
五
日
）、「
警
視
庁
機
動

隊
巡
査
痴
漢
で
現
行
犯
逮
捕
」（
読
売
、
一
二
日
）
な
ど
高
校
生
が
、
痴
漢
の
被
害
者
と
し
て
報
道
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と

が
原
因
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
日
六
日
の
生
活
面
で
の
「
東
京
ス
ト
リ
ー
ト
時
装

女
子
高
生
の
制
服
変
遷
」
と
い
っ
た
特
集
な
ど
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表2 女性冠詞「女性」のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 3紙合計

１ 女性医師 2 1 11 14

女性会社員 3 4 7 14

３ 女性記者 0 7 3 10

４ 女性作家 0 4 3 7

５ 女性教諭 0 3 3 6

女性・女系天皇 2 3 1 6

７ 女性ジャーナリスト 3 2 0 5

女性社員 0 4 1 5

９ 女性キャスター 1 2 0 3

女性ボーカル 0 0 3 3

女性監督 0 1 2 3

女性客 1 0 2 3

女性教師 0 2 1 3

女性研究者 3 0 0 3

女性職員 0 2 1 3

女性大統領 1 0 2 3

17 女性アナウンサー 1 1 0 2

女性ファイナンシャルプランナー 0 0 2 2

女性ファン 1 1 0 2

女性運転手 0 1 1 2

女性歌手 0 0 2 2

女性患者 1 1 0 2

女性脚本家 0 2 0 2

女性経営者 1 1 0 2

女性建築家 2 0 0 2

女性候補 1 1 0 2

女性作曲家 2 0 0 2

女性川柳作家 0 2 0 2

女性総合職 0 2 0 2

30 女性アマチュア 0 1 0 1

女性キュレーター 1 0 0 1

女性シンガー 1 0 0 1

女性スイマー 0 0 1 1

女性スタッフ 0 0 1 1

女性デュオ 0 0 1 1

女性ドナー 0 0 1 1

女性トレーナー 0 1 0 1

女性ピアニスト 0 0 1 1

女性メンバー 0 1 0 1

女性ライター 1 0 0 1

女性ロックボーカル 1 0 0 1



も
、
数
値
を
押
し
上
げ
る
役
を
果
た
し
て
い
る
。
二
位
以
下
は
、「
女
子
生
徒
」
二
八
件
、「
女
子
学
生
」
一
九
件
、「
女
子
高
校
生
」

一
四
件
、「
女
子
大
生
」
一
三
件
、「
女
子
児
童
」
一
二
件
、「
女
子
中
学
生
」
五
件
が
続
い
て
い
る
。〞
女
子
〝
と
い
う
こ
と
ば
は
、
成

人
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
〞
女
性
〝
冠
詞
に
対
し
、
い
ま
だ
幼
さ
を
残
す
生
徒
や
学
生
に
対
し
て
使
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。

一
方
、
使
用
頻
度
は
低
い
も
の
の
、「
女
子
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
」「
女
子
教
員
」「
女
子
コ
ー
チ
」
な
ど
、
職
業
人
に
〞
女
子
〝
が
つ
け
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順位 朝 日 毎 日 読 売 3紙合計

30 女性英文学者 0 0 1 1

女性園長 0 1 0 1

女性演奏家 0 0 1 1

女性科学者 0 1 0 1

女性会長 1 0 0 1

女性回答者 0 1 0 1

女性看護師 0 0 1 1

女性起業家 0 0 1 1

女性銀行員 0 0 1 1

女性国家公務員 0 1 0 1

女性裁判官 0 0 1 1

女性参加者 0 0 1 1

女性詩人 0 1 0 1

女性事務職員 1 0 0 1

女性写真家 0 0 1 1

女性主人 0 1 0 1

女性受刑者 0 0 1 1

女性受賞者 0 0 1 1

女性従業員 1 0 0 1

女性上司 0 0 1 1

女性親族 0 0 1 1

女性人権活動家 0 1 0 1

女性政治家 0 0 1 1

女性正社員 1 0 0 1

女性前衛芸術家 1 0 0 1

女性俗曲師 0 0 1 1

女性団長 0 0 1 1

女性著名人 0 1 0 1

女性哲学者 0 0 1 1

女性店員 1 0 0 1

女性店主 0 1 0 1

女性店長 0 0 1 1

女性党首 1 0 0 1

女性投資家 0 1 0 1

女性独身パート 1 0 0 1

女性白バイ隊員 0 1 0 1

女性美容師 0 1 0 1

女性編集者 0 1 0 1

女性保育士 0 0 1 1

女性労働者 1 0 0 1

合 計 38 63 68 169



ら
れ
る
場
合
も
み
ら
れ
た
。
成
人
女
性
が
就
い
て
い
る
職
業
の
前

に
〞
女
子
〝
と
い
う
接
頭
辞
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性

を
子
ど
も
扱
い
す
る
意
識
が
喚
起
さ
れ
る
懸
念
が
ぬ
ぐ
い
去
れ
な

い
。
こ
れ
に
対
し
、「
男
性
冠
詞
」
つ
き
の
こ
と
ば
の
う
ち
、〞
男

子
〝
が
冠
さ
れ
た
こ
と
ば
合
計
九
三
件
の
中
で
、
職
業
人
の
男
性

を
あ
ら
わ
す
も
の
は
、
表
７
に
み
る
よ
う
に
、「
男
子
部
長
」
と

「
男
子
皇
族
」
の
二
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

今
回
も
う
ひ
と
つ
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、「
女
子
高
生
」

「
女
子
大
生
」
に
対
応
す
る
「
男
子
高
生
」「
男
子
大
生
」
と
い
う

こ
と
ば
が
、
新
聞
表
現
に
み
あ
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
女
子
高
校
生
」
に
対
し
て
「
男
子
高
校
生
」、「
女
子
生
徒
」
に

対
し
て
「
男
子
生
徒
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、「
男
子
高
生
」
や
「
男
子
大
生
」
の
使
用
例
は
皆
無
で
あ
っ

た
。「
女
子
高
生
」
は
出
現
頻
度
第
一
位
、「
女
子
大
生
」
は
第
五

位
と
い
う
調
査
結
果
か
ら
は
、
こ
れ
ら
短
縮
形
の
呼
称
が
、
必
ず
し
も
自
覚
さ
れ
な
い
ま
ま
、
あ
る
種
の
固
定
観
念
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
を
と
も
な
っ
て
、
日
々
新
聞
紙
上
で
用
い
ら
れ
て
い
る
さ
ま
が
う
か
が
え
る
。

〞
女
子
〝
冠
詞
を
三
紙
別
に
み
る
と
、
朝
日
四
二
件
、
読
売
四
六
件
に
対
し
、
毎
日
が
六
一
件
と
多
く
な
っ
て
い
る
。

第
四
に
、〞
女
流
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
合
計
五
件
で
あ
っ
た
。
表
４
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、〞
女
流
〝
が
付
く
の
は
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表3 女性冠詞「女子」のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 3紙合計

１ 女子高生 12 19 9 40

２ 女子生徒 2 18 8 28

3 女子学生 6 5 8 19

４ 女子高校生 10 2 2 14

５ 女子大生 5 3 5 13

６ 女子児童 2 5 5 12

７ 女子中学生 0 3 2 5

８ 女子プロレスラー 0 2 1 3

９ 女子プロレスラー議員 0 2 0 2

女子教員 0 0 2 2

女子高専生 0 0 2 2

女子選手 1 0 1 2

女子中高生 0 2 0 2

女子挺身隊 2 0 0 2

15 女子コーチ 1 0 0 1

女子マネージャー 1 0 0 1

女子大学生 0 0 1 1

合 計 42 61 46 149



「
義
太
夫
」「
作
家
」「
書
家
」「
俳
人
」
な
ど
、
特
定
分
野
の
職
業
の
み
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
版
の
共
同
通
信
社
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
﹇
第
11
版
﹈』
を
み
る
と
、「
女
流
↓『
女
流
名
人
』
な
ど
の
固
有
名
詞
以
外
は
使
わ
な
い
」
と
さ
れ
て

６
）

い
る
。
こ
れ
は
、
囲
碁
や
文

壇
な
ど
特
定
の
分
野
で
、
そ
の
組
織
等
が
固
有
の
名
称
と
し
て
定
め
て
い
る
場
合
以
外
は
こ
と
さ
ら
に
使
わ
な
い
、
と
い
う
取
り
決
め

で
あ
る
。
確
か
に
、「
女
流
棋
聖
」
や
「
女
流
文
学
賞
」
と
い
っ
た
語
は
、
固
有
の
タ
イ
ト
ル
や
賞
を
あ
ら
わ
す
語
で
あ
り
、
今
回
の

調
査
で
も
そ
う
し
た
〞
女
流
〝
が
つ
く
〞
固
有
名
称
〝
が
一
一
件
数
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
身
は
女
流

名
人
、
女
流
棋
聖
、
女
流
初
段
等
の
、
将
棋
に
関
連
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
女

性
冠
詞
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
も
の
以
外
に
も
〞
女
流
〝
と
い
う
こ
と
ば
が
使
用
さ
れ
、
生
き
延

び
て
い
る
わ
け
だ
が
、〞
女
流
〝
と
い
う
こ
と
ば
に
は
男
性
の
〞
亜
流
〝
と
い
う
感
が
否
め
な
い
。
囲

碁
や
将
棋
の
世
界
で
も
女
性
の
活
躍
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
女
性
の
棋
士
ら
も
男
性
と
対
等
な

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
扱
い
、〞
女
流
〝
と
い
う
か
ん
む
り
を
冠
し
て
彼
女
た
ち
を
呼
ぶ
習
慣

を
、
そ
ろ
そ
ろ
改
め
る
べ
き
時
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
で
四
種
類
に
分
類
し
た
「
女
性
冠
詞
」
を
合
計
す
る
と
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
前
半
の
一
五
日

分
で
三
紙
合
計
六
〇
一
件
み
ら
れ
た
。
一
日
で
朝
・
夕
刊
合
わ
せ
て
一
紙
あ
た
り
平
均
一
三
・
四
件
使

わ
れ
て
い
た
計
算
と
な
る
。
三
紙
別
に
は
、
朝
日
で
一
五
二
件
、
毎
日
で
二
四
一
件
、
読
売
で
二
〇
八

件
み
ら
れ
、
一
日
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
朝
日
一
〇
・
一
件
、
毎
日
一
四
・
一
件
、
読
売
一
三
・
九

件
の
出
現
率
で
あ
っ
た
。
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表4 女性冠詞「女流」のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 3紙合計

１ 女流書家 0 1 0 1

女流俳人 0 1 0 1

女流義太夫 0 1 0 1

女流義太夫研究家 0 1 0 1

女流作家 0 0 1 1

合 計 0 4 1 5



⑵

出
現
頻
度
の
低
い
「
男
性
冠
詞
」

そ
れ
で
は
、
男
性
が
「
男
性
冠
詞
」
に
よ
っ
て
男
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
男
性
冠

詞
の
主
要
な
も
の
は
、〞
男
〝
が
つ
く
も
の
、〞
男
性
〝
が
つ
く
も
の
、〞
男
子
〝
が
つ
く
も
の
の
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
５
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

男
児
」
六
三
件
を
筆
頭
に
、
四
種
類
、
合
計
六
九
件
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表5 男性冠詞「男」のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 3紙合計

１ 男児 17 43 3 63

２ 男優 1 0 3 4

３ 男友達 0 1 0 1

男オバサン 0 1 0 1

合 計 18 45 6 69

表6 男性冠詞「男性」のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 3紙合計

１ 男性教諭 3 7 3 13

２ 男性会社員 0 5 7 12

３ 男性巡査長 0 4 7 11

４ 男性教師 0 5 2 7

５ 男性店員 2 2 2 6

6 男性医師 1 4 0 5

男性患者 1 0 4 5

男性正社員 5 0 0 5

９ 男性客 2 0 2 4

10 男性教授 0 1 2 3

男性社員 0 1 2 3

男性従業員 1 2 0 3

男性船員 1 2 0 3

男性美容師 1 1 1 3

15 男性運転手 0 1 1 2

男性外科医師 2 0 0 2

男性刑務官 0 2 0 2

男性警部補 1 0 1 2

男性作業員 0 2 0 2

男性巡査部長 1 0 1 2

21 男性３佐 1 0 0 1

男性ガイド 0 1 0 1

男性がん患者 0 0 1 1

男性スタイリスト 0 1 0 1

男性ソフトボール指導員 0 0 1 1

男性デュオ 0 0 1 1

男性パネリスト 1 0 0 1

男性モデル 0 1 0 1

男性歌手 0 0 1 1

男性管理人 1 0 0 1

男性記者 0 0 1 1

男性喫煙者 1 0 0 1



で
あ
っ
た
。
三
紙
別
で
は
読

売
が
六
件
と
少
な
か
っ
た
の

に
対
し
、
朝
日
が
一
八
件
、

毎
日
が
四
五
件
と
、
そ
れ
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

「
男
児
」
の
多
さ
に
つ
い
て

は
、
毎
日
で
は
、
四
日
付
の

自
閉
症
の
小
学
生
が
学
校
で

負
傷
し
た
こ
と
に
対
し
教
員

と
学
校
が
訴
え
ら
れ
た
こ
と

を
報
じ
る
記
事
に
お
い
て
八

件
、「
男
児
含
む
３
人
組

女
性
の
現
金
強
奪
」（
八
日
）

と
い
う
記
事
で
五
件
、
朝
日

で
は
、
病
院
で
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
ず
死
亡
し
た
問
題
を
扱
う
六
日
付
の
記
事
で
五
件
な
ど
が
目
立
っ
た
。
い
ず
れ
も
前
述
の

「
女
児
」
使
用
と
同
じ
く
、
匿
名
に
す
る
た
め
の
方
策
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
性
別
が
重
要
な
ニ
ュ
ー
ス
要
件
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
も

の
も
多
い
。
や
は
り
こ
こ
で
も
「
児
童
」
と
表
記
す
れ
ば
、
そ
れ
で
す
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
６
に
み
る
よ
う
に
、
先
の
自
閉
症
の
小
学
生
の
負
傷
に
対
す
る
賠
償
提
訴
を

69 ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在 (田中ほか)

順位 朝 日 毎 日 読 売 3紙合計

21 男性局員 1 0 0 1

男性警部 0 0 1 1

男性歯科医 0 1 0 1

男性受刑者 0 0 1 1

男性消防司令 1 0 0 1

男性上司 0 0 1 1

男性職員 0 0 1 1

男性隊員 0 0 1 1

男性担任 0 0 1 1

男性店主 0 1 0 1

男性店長 0 1 0 1

男性入所者 1 0 0 1

男性副主幹 0 0 1 1

男性兵士 1 0 0 1

男性編集者 0 1 0 1

男性役員 0 0 1 1

男性薬剤師 0 1 0 1

男性理事 0 1 0 1

合 計 29 48 48 125

表7 男性冠詞「男子」のつくことば
(単位：件)

順位 朝 日 毎 日 読 売 3紙合計

１ 男子生徒 13 23 31 67

２ 男子学生 2 7 6 15

２ 男子児童 1 2 1 4

４ 男子大学生 1 1 0 2

男子中学生 1 0 1 2

６ 男子皇族 0 1 0 1

男子高校生 0 1 0 1

男子部長 1 0 0 1

合 計 19 35 39 93



報
じ
る
毎
日
八
日
の
記
事
で
の
使
用
六
件
を
は
じ
め
と
す
る
「
男
性
教
諭
」
の
一
三
件
を
最
多
に
、「
男
性
会
社
員
」
一
二
件
、「
男
性

巡
査
長
」
一
一
件
が
続
き
、
合
計
五
〇
種
類
、
一
二
五
件
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
朝
日
が
二
九
件
と
、
他
二
紙
に
く
ら
べ
や
や
少
な
く
、

毎
日
と
読
売
は
四
八
件
と
同
数
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
は
、
表
７
に
み
る
よ
う
に
、「
男
子
生
徒
」
の
六
七
件
が
最
も
多
く
、「
男
子
学
生
」

一
五
件
、「
男
子
児
童
」
四
件
、「
男
子
大
学
生
」「
男
子
中
学
生
」
二
件
な
ど
、
八
種
類
、
九
三
件
み
ら
れ
た
。
三
紙
別
で
は
、
朝
日

が
一
九
件
、
毎
日
三
五
件
、
読
売
で
三
九
件
と
、
毎
日
と
読
売
で
朝
日
の
二
倍
前
後
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
一
日
に
福
岡
で
中

学
二
年
生
が
い
じ
め
を
苦
に
自
殺
し
て
い
た
こ
と
を
報
じ
る
記
事
が
中
心
で
、「
い
じ
め
苦
、
中
２
男
子
自
殺
」（
毎
日
、
一
四
日
）、

「
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん

ご
め
ん
」（
読
売
、
一
四
日
夕
刊
）
な
ど
で
数
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
男
性
冠
詞
は
、
期
間
中
三
紙
合
計
で
二
八
七
件
が
数
え
ら
れ
た
。
一
日
で
朝
・
夕
刊
合
わ
せ
て
一
紙
あ
た
り
平
均
六
・
四
件

使
わ
れ
て
い
た
計
算
と
な
る
。
女
性
冠
詞
と
比
べ
る
と
、
出
現
頻
度
は
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
三
紙
別
に
男
性
冠
詞
の
一
日
平
均

使
用
回
数
を
み
る
と
、
朝
日
で
四
・
四
件
、
毎
日
で
八
・
五
件
、
読
売
で
六
・
二
件
で
あ
っ
た
。
な
お
、〞
女
流
〝
に
対
応
す
る
〞
男

流
〝
と
い
う
表
現
は
、
一
件
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
も
う
一
方
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
平
行
的
な
語
彙
が
な
い
「
女
流
」
と
い
う
こ

と
ば
の
偏
面
性
が
、
端
的
に
あ
ら
わ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

⑶

女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
の
出
現
頻
度
と
種
類
に
み
ら
れ
る
非
対
称
性

期
間
中
の
三
紙
合
計
の
全
性
別
冠
詞
に
対
す
る
「
女
性
冠
詞
」「
男
性
冠
詞
」
の
出
現
頻
度
を
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
１
で
あ
る
。
八

八
八
件
の
全
性
別
冠
詞
中
、「
女
性
冠
詞
」
は
六
〇
一
件
、
六
七
・
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
、「
男
性
冠
詞
」
は
二
八
七
件
、
三
二
・
三

％
で
、
お
よ
そ
二
対
一
の
出
現
比
率
で
あ
っ
た
。
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グ
ラ
フ
２
は
、
女
性
冠
詞
、
男
性
冠
詞
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
別
に
出
現
比
率
を
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
女
性
の
場
合
に
は
〞
女
〝
を
か
ん
む
り
に
つ
け
た
こ
と
ば

で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
二
七
八
件
、
四
六
・
三
％
と
半
数
弱
み
ら
れ
る

の
に
対
し
、〞
女
性
〝
と
〞
女
子
〝
を
冠
し
た
こ
と
ば
が
残
り
半
分
強
を
ほ
ぼ
二
等

分
（
各
々
一
六
九
件
、
二
八
・
一
％
、
一
四
九
件
、
二
四
・
八
％
）
し
て
い
る
。
一

方
、
男
性
に
性
別
冠
詞
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、〞
男
性
〝
を
か
ん
む
り
に
つ
け
た

こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
二
五
件
（
四
三
・
六
％
）
と
四
割
以
上
に

達
し
て
い
る
。
続
い
て
〞
男
子
〝
が
九
三
件
（
三
二
・
四
％
）
で
三
割
強
、〞
男
〝

は
六
九
件
（
二
四
・
〇
％
）
と
二
割
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

グ
ラ
フ
３
に
は
、
三
紙
別
に
性
別
冠
詞

の
使
用
頻
度
を
掲
げ
た
。
女
性
・
男
性
の

性
別
冠
詞
の
使
用
頻
度
は
毎
日
が
最
も
高

く
、
読
売
が
そ
れ
に
つ
ぎ
、
朝
日
の
使
用

頻
度
が
比
較
的
低
い
。
ま
た
、
女
性
冠
詞

で
は
〞
女
〝
冠
詞
が
多
く
、
男
性
冠
詞
で

は
〞
男
性
〝
冠
詞
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

は
各
紙
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
女
性
冠
詞
お
よ
び
男
性
冠
詞
が
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グラフ2 女男別性別冠詞の内訳比率(３紙合計)
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グラフ3 各紙別女性冠詞・男性冠詞の内訳(単位：件)
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つ
け
ら
れ
た
こ
と
ば
の
種
類
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
グ
ラ
フ
４
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
女
性
冠
詞
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
職
業

名
等
の
こ
と
ば
の
種
類
は
〞
女
〝
で
一
八
種
類
、〞
女
性
〝
で
八
一
種
類
、〞
女
子
〝
で
一
七
種
類
、〞
女
流
〝
で
五
種
類
と
、
計
一
二

一
種
類
み
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
男
性
冠
詞
」
が
か
ぶ
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
の
種
類
は
〞
男
〝
四
種
類
、〞
男
性
〝
五
〇
種
類
、〞
男

子
〝
八
種
類
で
、
計
六
二
種
類
と
な
り
、
女
性
冠
詞
の
つ
く
こ
と
ば
数
は
男
性
冠
詞
の
つ
く
こ
と
ば
数
の
二
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

「
女
性
冠
詞
」
は
「
男
性
冠
詞
」
よ
り
も
紙
面
で
使
用
さ
れ
る
頻
度
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
ば
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
語
を
み
な
が
ら
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
表
１
と
表
５
の
〞
女
〝
冠
詞
と
〞
男
〝
冠
詞
に
つ
い
て
は
、「
女
児
」
に
対
し

て
「
男
児
」
が
、「
女
優
」
に
対
し
て
は
「
男
優
」
が
対
語
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
割
合
は
「
女
児
」
一
四
三
件
に
対

し
「
男
児
」
六
三
件
と
「
女
児
」
の
ほ
う
が
二
倍
以
上
の
使
用
頻
度
で
あ
る
。「
女
優
」「
男
優
」
に
い
た
っ
て
は
、
八
六
件
対
四
件
で

二
〇
倍
以
上
に
達
し
て
い
た
。

ま
た
、
出
現
頻
度
の
高
い
「
女
王
」「
女
神
」「
女
学
生
」
等
に
対
応
す
る
〞
男
〝
冠
詞
つ
き
の
「
男
王
」「
男
神
」「
男
学
生
」
と
い

っ
た
こ
と
ば
は
、
普
段
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
回
の
調
査
で
も
皆
無
で
あ
っ
た
。

次
に
、
表
２
と
表
６
で
〞
女
性
〝
冠
詞
と
〞
男
性
〝
冠
詞
を
み
て
み
る
と
、「
女
性
医
師
」
に
は
「
男
性
医
師
」、「
女
性
会
社
員
」

に
は
「
男
性
会
社
員
」、「
女
性
記
者
」
に
は
「
男
性
記
者
」
な
ど
、
二
〇
種
類
が
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、〞
女
性
〝
冠
詞

つ
き
の
六
一
種
類
、〞
男
性
〝
冠
詞
つ
き
の
三
〇
種
類
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
表
現
は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

「
女
性
作
家
」「
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」「
女
性
キ
ャ
ス
タ
ー
」「
女
性
監
督
」
は
あ
る
の
に
、「
男
性
作
家
」「
男
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
」「
男
性
キ
ャ
ス
タ
ー
」「
男
性
監
督
」
と
い
う
表
現
は
出
て
こ
な
い
。
ま
た
対
応
す
る
冠
詞
つ
き
表
現
が
あ
っ
た
職
業
、
た
と
え
ば

「
医
師
」
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
女
性
医
師
」
が
一
四
件
で
〞
女
性
〝
冠
詞
つ
き
職
業
一
位
な
の
に
対
し
、「
男
性
医
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師
」
は
五
件
で
あ
っ
た
。
女
男
双
方
に
性
別
冠
詞
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
職
業
に
あ
っ
て
も
、〞
女
性
〝
冠
詞
が
つ
く
場
合
の
方
が
〞
男

性
〝
冠
詞
が
つ
く
場
合
よ
り
も
、
出
現
頻
度
は
圧
倒
的
に
高
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
専
門
的
な
分
野
の
職
業
に
関
し
て
は
、
今
も
っ
て
男
性
が
従
事
す
る
こ
と
が
暗
黙
の
前
提
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
分
、
女
性
の
専
門
家
に
対
し
て
は
女
性
冠
詞
が
か
ぶ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

が
〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
種
類
を
、
女
性
冠
詞
の
出
現
頻
度
と
共
に
増
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
た
と
え
ば

「
美
容
師
」
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
女
性
の
領
域
と
さ
れ
て
き
た
職
業
で
は
、
逆
に
男
性
が
有
徴
性
を
帯
び
る
場
合
も
み
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
こ
と
ば
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

表
３
と
表
７
か
ら
、〞
女
子
〝〞
男
子
〝
冠
詞
に
つ
い
て
み
て
も
、
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。「
女
子
生
徒
」
に
は
「
男
子
生
徒
」、「
女

子
学
生
」
に
は
「
男
子
学
生
」、「
女
子
高
校
生
」
に
は
「
男
子
高
校
生
」、「
女
子
児
童
」
に
は
「
男
子
児
童
」、「
女
子
中
学
生
」
に
は

「
男
子
中
学
生
」、「
女
子
大
学
生
」
に
は
「
男
子
大
学
生
」
の
六
種
類
が
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
出
現
頻
度
は
、「
生

徒
」（
男
子
六
七
対
女
子
二
八
）「
大
学
生
」（
男
子
二
対
女
子
一
）
を
除
い
て
多
く
の
場
合
、〞
女
子
〝
冠
詞
つ
き
の
ほ
う
が
高
い
。
女

性
は
、
ご
く
若
い
こ
ろ
か
ら
、
男
性
と
比
べ
て
よ
り
有
徴
化
さ
れ
や
す
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
、
今
現
在
も
継
続
し
て
い
る
の
で
あ

る
。一

方
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
表
現
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
〞
女
子
〝〞
男
子
〝
冠
詞
つ
き
の
表
現
は
、〞
女
子
〝
の
一
一
種
類
に
対
し
て

〞
男
子
〝
は
二
種
類
で
、〞
女
子
〝
冠
詞
つ
き
の
表
現
が
よ
り
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
女
子
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
」「
女
子
教

員
」「
女
子
コ
ー
チ
」
に
対
応
す
る
「
男
子
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
」「
男
子
教
員
」「
男
子
コ
ー
チ
」
な
ど
の
こ
と
ば
は
、
今
回
新
聞
紙
面
上

で
全
く
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
も
、「
女
性
冠
詞
」
つ
き
の
こ
と
ば
の
出
現
頻
度
と
そ
の
種
類
の
多
さ
に
、
そ
れ
と
は
対
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照
的
な
「
男
性
冠
詞
」
の
使
用
頻
度
と
そ
の
種
類
の
少
な
さ
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
男
性
に
つ
い
て

は
、「
男
性
冠
詞
」
を
用
い
な
く
と
も
職
業
名
さ
え
記
せ
ば
、
そ
れ
を
冠
せ
ら
れ
た
人
物
が
男
性
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
に
対

し
、
女
性
の
場
合
に
は
、「
女
性
冠
詞
」
を
用
い
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
そ
の
人
物
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
特
定
可
能
に
な
る
と
い
う

了
解
が
、
今
も
根
強
く
生
き
続
け
て
い
る
事
実
が
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

⑷

性
別
冠
詞
の
経
年
変
化

本
調
査
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
八
五
年
に
開
始
さ
れ
て
以
来
、
九
一
年
、
九
六
年
、
二
〇
〇
一
年
と
ほ
ぼ
五
年
お
き
に
行

わ
れ
、
過
去
四
回
分
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
五
回
目
に
あ
た
る
今
回
の
デ
ー
タ
と
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
比
較
し
な
が

ら
、
女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
の
使
用
頻
度
の
傾
向
と
変
化
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
女
性
冠
詞
の
か
ん
む
り
別
件
数
の
推
移
を
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
５
左
で
あ
る
。
女
性
冠
詞
の
出
現
総
数
は
、
前
回
ま
で
は
八

五
年
四
〇
二
件
、
九
一
年
三
三
七
件
、
九
六
年
四
三
二
件
、
二
〇
〇
一
年
三
九
〇
件
と
、
多
少
の
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
ほ
ぼ
同

一
水
準
を
保
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
、
六
〇
一
件
と
、
今
ま
で
に
な
い
増
加
を
み
せ
て
い
る
。

一
方
グ
ラ
フ
５
右
に
よ
り
、
男
性
冠
詞
の
か
ん
む
り
別
出
現
総
数
を
み
る
と
、
八
五
年
二
三
件
、
九
一
年
四
九
件
、
九
六
年
八
〇

件
、
二
〇
〇
一
年
一
一
六
件
、
二
〇
〇
六
年
は
二
八
七
件
と
、
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

グ
ラ
フ
６
は
、
性
別
冠
詞
全
体
に
対
す
る
女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
の
件
数
比
率
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
数
は
調
査
年
に

よ
っ
て
多
少
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
八
五
年
四
二
五
件
、
九
一
年
三
八
六
件
、
九
六
年
五
一
二
件
、
二
〇
〇
一
年
五
〇
七
件
、
今
回
二

〇
〇
六
年
八
八
八
件
と
い
う
よ
う
に
、
必
ず
し
も
性
別
を
あ
た
ま
に
つ
け
る
傾
向
が
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
初
は
性
別
冠

詞
全
体
の
九
割
を
超
え
て
い
た
女
性
冠
詞
の
割
合
が
、
回
数
を
追
う
ご
と
に
減
少
し
、
そ
の
分
男
性
冠
詞
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
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と
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
女
性

冠
詞
比
率
の
減
少
傾
向
と
男
性
冠
詞
比
率
の

増
加
傾
向
の
デ
ー
タ
か
ら
み
る
と
、
性
別
を

指
し
示
す
冠
詞
は
減
っ
て
は
い
な
い
も
の

の
、
女
性
に
冠
詞
を
つ
け
る
場
合
に
は
男
性

に
も
冠
詞
を
つ
け
る
と
い
う
〞
平
衡
表
現
〝

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後

の
調
査
で
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
予

定
で
あ
る
。

次
に
、
性
別
冠
詞
を
そ
の
種
類
の
内
訳
別

に
み
て
み
る
と
、
多
少
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
グ
ラ
フ
５
左
に
よ
り
、
女
性
冠
詞

の
種
類
の
内
訳
の
推
移
を
み
る
と
、〞
女
〝

の
つ
く
語
は
、
二
〇
〇
一
年
ま
で
減
少
傾
向

を
示
し
て
い
た
が
、
今
回
は
、
前
回
と
比

べ
、
二
・
五
倍
も
増
加
し
て
い
る
。
一
方
、

〞
女
性
〝
の
つ
く
語
は
、〞
女
〝
冠
詞
つ
き
の
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グラフ5 女男別性別冠詞の経年変化(単位：件)
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語
と
は
対
照
的
に
、
増
加
す
る
ト
レ
ン
ド
に
あ
っ
た
が
、
今
回

は
前
回
に
比
べ
、
一
割
ほ
ど
件
数
を
減
ら
し
て
い
る
。〞
女
子
〝

は
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、〞
女
流
〝

は
明
ら
か
に
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

次
に
、
男
性
冠
詞
に
関
し
て
は
、
グ
ラ
フ
５
右
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、〞
男
性
〝
の
つ
く
語
の
増
加
が
著
し
く
、
八
五

年
五
件
、
九
一
年
二
三
件
、
九
五
年
三
八
件
、
二
〇
〇
一
年
に

八
三
件
と
、
調
査
年
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
今

回
は
、
こ
れ
ま
で
横
ば
い
だ
っ
た
〞
男
〝
冠
詞
つ
き
の
語
の
伸

び
率
も
大
き
く
、
前
回
の
五
・
八
倍
に
達
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
今
回
の
〞
女
〝
冠
詞
と
〞
男
〝
冠
詞
の
つ
く
語
の

大
幅
な
増
加
に
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
調
査
期
間
中

に
、
い
じ
め
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、「
女
児
」「
男
児
」
の
出
現
頻
度
が
異
常
な
ま
で
に
高
く

な
っ
た
点
を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
こ
う
し
た

〞
特
殊
事
情
〝
を
差
し
引
け
ば
、
今
後
、
性
別
冠
詞
の
中
で

〞
女
性
〝〞
男
性
〝
冠
詞
が
用
い
ら
れ
る
割
合
が
増
え
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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グラフ6 性別冠詞の女男比率の経年変化(３紙合計)
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２

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
状
況

⑴

〞
効
果
〝
に
無
自
覚
な
ま
ま
使
用
さ
れ
る
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

一
九
九
九
年
の
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
以
降
、
募
集
及
び
採
用
に
際
し
「
看
護
婦
」「
保
母
」
と
い
っ
た
ど
ち
ら
か
の

性
（
こ
の
場
合
女
性
）
に
の
み
限
定
す
る
職
業
名
の
使
用
は
、
禁
止
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
新
聞
の
一
般
紙
面
上
で
は
、
今

で
も
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
般
の
新
聞
の
読
者
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
と
い
う
法
律
名
は
知

っ
て
い
て
も
、
そ
の
条
文
や
指
針
に
ま
で
あ
た
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
新
聞
の
紙
面

上
で
こ
の
よ
う
な
職
業
名
が
無
自
覚
的
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
職
業
と
性
別
を
結
び
つ
け
る
固
定
観
念
を
堅
持
し
た
ま
ま
記
事
を

読
み
進
め
る
読
者
の
意
識
を
、
補
強
し
て
し
ま
う
恐
れ
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
新
聞
記
事
に
用
い
ら
れ
て

い
る
職
業
に
関
す
る
語
の
う
ち
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
こ
と
ば
に
つ
い
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
た
。

結
果
は
、
表
８
に
示
し
た
よ
う
に
、
三
紙
合
計
で
一
四
九
件
数
え
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
従
軍
慰
安
婦
（
慰
安

婦
）」
の
二
六
件
、
つ
い
で
「
ヒ
ロ
イ
ン
」
一
七
件
、「
Ｏ
Ｌ
」「
看
護
婦
」
一
三
件
、「
代
理
母
」
一
一
件
と
続
く
。
数
は
少
な
い
な
が

ら
「
娼
婦
」「
遊
女
」「
売
春
婦
」「
乳
母
」「
マ
マ
さ
ん
医
師
」「
主
婦
パ
ー
ト
」
な
ど
に
も
注
目
し
た
い
。

従
軍
慰
安
婦
」
お
よ
び
「
慰
安
婦
」
の
件
数
が
最
多
だ
っ
た
原
因
は
、
一
〇
月
三
日
の
衆
参
両
院
の
各
政
党
か
ら
の
代
表
質
問
に

際
し
て
、
安
倍
晋
三
首
相
が
「
い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
基
本
的
立
場
は
、
九
三
年
八
月
四
日
の
河
野
官
房
長

官
談
話
を
受
け
継
い
で
い
る
」（
毎
日
・
読
売
、
四
日
）
と
答
弁
し
た
国
会
の
詳
報
や
、
首
相
の
歴
史
修
正
主
義
的
な
史
観
を
め
ぐ
る

評
論
・
解
説
記
事
が
紙
面
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
安
倍
首
相
は
九
七
年
、
第
二
次
大
戦
中
に
日
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本
軍
が
関
与
し
た
女
性
の
戦
時
性
奴
隷
制
に
つ
い
て
、「『
強
制
性
を
検
証
す
る
文
書
が
出
て
き
て
い
な
い
』
な
ど
と
し
て
『（
河
野
官

房
長
官
談
話
の

引
用
者
）
前
提
が
か
な
り
崩
れ
て
き
て
い
る
』
と
指
摘
し
た
」（
毎
日
、
四
日
）
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
各
紙
合
計
は
、
朝
日
四
七
件
、
毎
日
四
七
件
、
読
売
五
五
件
と
な
っ
た
。
読
売

が
他
の
二
紙
に
比
べ
て
若
干
多
い
が
、
大
き
な
差
と
受
け
取
れ
る
ほ
ど
の
数
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
計
算
す
る
と
、
一
日
に
一
紙
あ
た

り
（
朝
刊
夕
刊
を
含
む
）
三
・
三
件
、
こ
れ
ら
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
目
に
す
る
こ
と
と
な
る
。

各
紙
別
に
み
る
と
、
一
位
の
「
従
軍
慰
安
婦
（
慰
安
婦
）」
は
朝
日
で
は
三
件
と
少
な
か
っ
た
が
、
毎
日
、
読
売
二
紙
に
お
い
て
は

79 ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在 (田中ほか)

表8 女性の性を含み込んだ職業語
(単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計
１ 従軍慰安婦 3 12 11 26
２ ヒロイン 2 6 9 17
３ OL 3 6 4 13

看護婦 13 0 0 13
５ 代理母 0 0 11 11
６ 娼婦 1 3 0 4

乳母 0 4 0 4
８ マドンナ 1 0 2 3

ママさん医師 0 0 3 3
慰安婦 0 2 1 3
従軍看護婦 3 0 0 3
遊女 3 0 0 3
ウェイトレス 0 3 0 3

14 おかみさん 1 1 0 2
キャリアウーマン 0 1 1 2
歌姫 1 1 0 2
看板娘 1 0 1 2
主婦パート 2 0 0 2
修道女 1 0 1 2
女将 1 0 1 2
売春婦 0 2 0 2
婦人 1 1 0 2
保母 0 0 2 2
魔女 1 0 1 2

25 イメージガール 1 0 0 1
ギャル 0 1 0 1
クラブママ 1 0 0 1
ご婦人 1 0 0 1
なでしこ火消し 0 0 1 1
ネオナチ・ガール 1 0 0 1
パート 0 0 1 1
パート社員 0 0 1 1
バレリーナ 1 0 0 1
ファースト・ナース 0 0 1 1
ボンドガール 0 1 0 1
会社員女性 0 1 0 1
姑娘(クーニャン)巡査 1 0 0 1
女流 0 0 1 1
女郎 0 1 0 1
選炭婦 1 0 0 1
店のママ 1 0 0 1
尼さん 0 0 1 1
婦長 1 0 0 1
保育ママさん 0 1 0 1
寮母 0 0 1 1

合 計 47 47 55 149



各
一
二
件
、
一
一
件
と
二
桁
台
の
数
値
を
示
し
て
い
る
。
二
位
の
「
ヒ
ロ
イ
ン
」
は
読
売
が
九
件
と
比
較
的
多
い
が
、
朝
日
、
毎
日
に

も
そ
れ
ぞ
れ
二
件
と
六
件
出
現
し
て
い
る
。
三
位
の
「
Ｏ
Ｌ
」
は
、
朝
日
三
件
、
毎
日
六
件
、
読
売
四
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
Ｏ
Ｌ
」

と
同
位
の
「
看
護
婦
」
が
朝
日
に
だ
け
現
れ
、
し
か
も
朝
日
の
一
位
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
五
日
朝
刊
三
六
面
に
、「
写
真
が
語
る

戦
争

戦
時
下
の
女
性
」
と
い
う
特
集
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
で
当
時
の
「
看
護
婦
」
の
写
真
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
。

五
位
の
「
代
理
母
」
は
、
読
売
の
み
の
出
現
で
あ
り
、
数
で
は
先
の
「
従
軍
慰
安
婦
（
慰
安
婦
）」
に
つ
ぐ
一
一
件
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
子
ど
も
を
産
め
な
い
娘
の
た
め
に
五
〇
代
の
母
親
が
娘
夫
婦
の
体
外
受
精
児
を
代
理
出
産
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
今
回
「（
従
軍
）
慰
安
婦
」
や
「
看
護
婦
」「
代
理
母
」
が
上
位
に
あ
が
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
事
ニ

ュ
ー
ス
や
歴
史
を
ふ
り
返
る
記
事
の
中
で
そ
れ
ら
の
用
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
、
影
響
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
う
い
っ
た
事
情
は
別
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
い
く
つ
か
の
概
念
で
分
類
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、「
従
軍
慰
安
婦
（
慰
安

婦
）」「
娼
婦
」「
遊
女
」「
売
春
婦
」「
女
郎
」
は
、
明
ら
か
に
女
性
を
性
の
対
象
と
し
た
職
業
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
次
に
、「
乳
母
」

「
保
母
」「
保
育
マ
マ
さ
ん
」「
寮
母
」
は
母
親
と
し
て
の
役
柄
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
、「
ク
ラ
ブ
マ
マ
」「
店
の
マ
マ
」
と
い
っ
た
、

実
際
の
母
親
で
は
な
い
の
に
「
マ
マ
」
が
使
わ
れ
、
男
性
を
母
親
の
よ
う
に
も
て
な
す
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
ば
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、「
マ
ド
ン
ナ
」「
な
で
し
こ
火
消
し
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
職
業
と
は
直
接
関
係
な
い
、
清
楚
さ

や
か
わ
い
ら
し
さ
を
付
加
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
注
目
し
た
い
こ
と
ば
が
「
Ｏ
Ｌ
」
で
あ
る
。
職
業
名
と
し
て
は
会
社
員
で

す
む
と
こ
ろ
を
、
な
ぜ
、
あ
え
て
女
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
だ
に
会
社
員
の
女
性
た
ち
は
オ
フ

ィ
ス
に
花
を
添
え
る
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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⑵

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
使
用
動
向

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
名
と
対
置
さ
れ
る
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
名
の
使
用
頻
度
は
、
表
９
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
紙
合
計
の
総
数
は
一
四
八
件
で
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
数
の
上
で
は
ほ
ぼ
同
じ
と
み
て
よ
い
（
グ
ラ
フ
７
）。
集

計
結
果
を
み
る
と
、「
Ｏ
Ｂ
」
が
四
三
件
で
一
位
。
つ
い
で
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
二
八
件
、「
ヒ
ー
ロ
ー
」
一
三
件
、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」

一
一
件
、「
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
」
八
件
と
続
く
。「
Ｏ
Ｂ
」
は
、
朝
日
・
毎
日
が
共
に
二
〇
件
前
後
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
読
売
は
三
件

と
少
な
か
っ
た
。「
製
薬
Ｏ
Ｂ
採
用
、
改
善
を
」（
毎
日
、
三
日
夕
刊
）
と
い
う
記
事
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
製
薬
会
社
の
退
職
者
が
医

81 ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在 (田中ほか)

表9 男性の性を含み込んだ職業語
(単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計

１ OB 21 19 3 43

２ サラリーマン 3 21 4 28

３ ヒーロー 0 4 9 13

４ ビジネスマン 1 8 2 11

５ スポークスマン 1 7 0 8

６ ラッキーボーイ 0 2 2 4

紳士 1 3 0 4

８ ジェントルマン 2 1 0 3

英雄 3 0 0 3

若武者 0 2 1 3

商社マン 2 0 1 3

12 カメラマン 1 1 0 2

ワンマン 0 2 0 2

神父 0 2 0 2

15 PRマン 0 0 1 1

イエスマン 0 1 0 1

オンブズマン 1 0 0 1

カウボーイ 0 1 0 1

キーマン 0 1 0 1

サムライ 0 0 1 1

スーパーマン 0 0 1 1

ソムリエ 0 0 1 1

ボールボーイ 1 0 0 1

ボス 0 0 1 1

マエストロ 0 1 0 1

ルーキー 0 1 0 1

騎士 0 1 0 1

広告マン 0 1 0 1

広報マン 1 0 0 1

亭主 0 1 0 1

武者 0 0 1 1

武将 0 0 1 1

武人 0 0 1 1

合 計 38 80 30 148



薬
品
の
審
査
な
ど
を
行
う
独
立
行
政
法
人
に
数
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
実
態
が
指
摘
さ
れ
、

こ
の
件
数
を
押
し
上
げ
て
い
る
。

二
位
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
は
、
毎
日
が
二
一
件
と
断
然
多
く
、
朝
日
、
読
売
は
そ
れ
ぞ

れ
三
件
、
四
件
と
少
数
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
八
位
の
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
以
下
の
多
く

の
語
の
出
現
頻
度
が
一
〜
二
件
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
合
計
で
二
八
件
使
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
若
者
向
け
面
の
「
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ
」（
毎
日
、
二

日
）
で
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
な
ど
個
人
の
収
入
に
か
か
る
所
得
税
は
」、「
特
集
ワ
イ

ド

居
酒
屋
か
ら
見
た
格
差
社
会
」（
毎
日
、
五
日
夕
刊
）
で
は
「
昔
な
が
ら
の
焼
き
鳥
屋

で
一
杯
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
聖
地
と
の
み
イ
メ
ー
ジ
し
て
は
い
け
な
い
」、
高
級
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
人
気
を
伝
え
る
経
済
面
（
毎
日
、
一
五
日
）
で
は
「
健
康
の
た
め
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
心
が
け
る
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
も
」
と
い
っ
た
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

三
位
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
は
毎
日
四
件
、
読
売
九
件
、
朝
日
は
〇
件
で
あ
っ
た
。「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
は
、
朝
日
一
件
、
毎
日
八
件
、

読
売
二
件
と
、
先
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
同
様
、
毎
日
が
他
紙
に
比
べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
日
で
は
「
ス
ポ
ー
ク
ス
マ

ン
」
も
七
件
と
、
他
の
二
紙
よ
り
使
用
頻
度
が
高
い
。
全
体
的
に
み
て
も
、
各
紙
の
男
性
の
性
を
含
ん
だ
職
業
語
の
使
用
数
は
、
毎
日

が
八
〇
件
と
他
紙
に
比
べ
て
多
く
、
朝
日
の
三
八
件
の
二
・
一
倍
、
読
売
の
三
〇
件
の
二
・
六
倍
に
達
し
て
い
る
。
三
紙
を
平
均
す
る

と
、
一
日
当
た
り
一
紙
で
三
・
三
件
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
で
上
位
と
な
っ
た
語
の
特
徴
は
、「
ヒ
ー
ロ
ー
」
を
除
く
と
「
マ
ン
」
が
語
尾
に
つ
く
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
厚
生
労
働
省
の
〇
六
年
の
告
示
「
労
働
者
に
対
す
る
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
等
に
関
す
る
規
定
に
定
め
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グラフ7 性別を含む職業語の女男比率
(３紙合計297件)

男性の を
含む 語
(1 件
49.8％

性の を
含む 語
(14件
0.2％



る
事
項
に
関
し
、
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」
に
お
い
て
、
募
集
の
際
男
性
を
あ
ら
わ
す

も
の
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
職
種
名
称
の
例
に
あ

７
）

た
る
。
確
か
に
新
聞
記
事
は
求
人
広
告
で
は
な
い

し
、
均
等
法
は
日
常
語
と
し
て
使
う
こ
と
に
ま
で
制
限
を
加
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
回

の
調
査
結
果
だ
け
を
み
て
も
「
マ
ン
」
の
つ
く
職
業
名
は
六
四
件
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
一
日

平
均
一
紙
で
一
・
四
件
。
毎
日
一
回
以
上
は
目
に
す
る
こ
と
ば
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑶

新
聞
記
事
中
に
お
け
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
使
わ
れ
方

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
「
マ
ン
」
と
い
う
接
尾
語
は
、
文
字
通
り
男
性
を
あ
ら
わ
す
場
合
だ
け
で
な
く
、

女
性
を
含
め
た
人
間
一
般
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」

「
カ
メ
ラ
マ
ン
」「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
等
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
女
男
ど
ち
ら
も
就
く
こ
と
の
で
き
る
職
業

で
あ
り
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
語
が
指
し
示
す
職
業
に
就
い
て
い
る
女
性
も
多
数
い
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
マ
ン
」
と
い
う
語
尾
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
職
業
に
は
男
性
イ
メ
ー

ジ
が
つ
き
ま
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
て
み
る
た
め
、
今
回
「
Ｏ
Ｂ
」
に
つ
い
で
第
二
位
で
あ
っ
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
を

取
り
上
げ
、
そ
の
用
法
を
分
類
し
て
み
た
。
こ
れ
ら
は
、
記
事
の
文
脈
か
ら
、
①
明
ら
か
に
男
性
を
意
味

す
る
用
法
、
②
女
男
を
含
め
勤
め
人
一
般
を
指
す
用
法
、
③
曖
昧
な
用
法
、
④
職
業
の
代
表
と
し
て
あ
げ

る
用
法
、
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
表
10
は
今
回
紙
面
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
ど
の

用
法
に
あ
た
る
か
を
分
類
し
た
結
果
で
あ
る
。「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
専
業
主
婦
と
い
う
戦
後
の
『
モ
デ
ル
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表10 記事中で使用されている「サラリーマン」の使われ方の内訳
(単位：件)

記事における「サラリーマン」の意味 朝日 毎日 読売 合計

①明らかに男性を意味する用法 0 13 3 16

②女男を含め勤め人一般をさす用法 2 5 0 7

③曖昧な用法 1 1 0 2

④職業の代表として挙げる（例「サラリーマンなど」）用法 0 2 1 3

合 計 3 21 4 28



世
帯
』
を
生
ん
だ
世
代
」（
毎
日
、
八
日
）、「
30
年
に
及
ぶ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
で
は
、
ス
ー
ツ
一
筋
と
い
う
野
口
さ
ん
」（
毎
日
、
一

三
規
）
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
男
性
を
意
味
す
る
用
法
が
一
六
件
と
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
語
の
用
法
の
半
数
以
上
を
占
め
た
。

そ
の
う
ち
、
毎
日
の
一
三
件
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
つ
い
で
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
、
平
日
に
窓
口
を
訪
れ
る
の
が
難
し
い
顧

客
」（
毎
日
、
八
日
）
の
よ
う
に
、
職
業
の
代
表
と
し
て
あ
げ
る
用
法
が
毎
日
二
件
、
読
売
一
件
の
三
件
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
失
業
す

る
と
、
厚
生
年
金
か
ら
国
民
年
金
に
」（
朝
日
、
一
五
日
）、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
な
ど
個
人
の
収
入
に
か
か
る
所
得
税
な
ど
」（
毎

日
、
二
日
）
の
よ
う
な
女
男
を
含
め
た
勤
め
人
一
般
を
さ
す
用
法
は
、
朝
日
二
件
、
毎
日
が
五
件
の
計
七
件
、
判
別
が
つ
か
な
い
も
の

が
朝
日
に
一
件
、
毎
日
に
一
件
で
あ
っ
た
。

男
性
と
同
じ
会
社
に
通
い
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
使
用
に
よ
っ
て
勤
め
人
一
般
が
男

性
と
同
一
視
さ
れ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
や
す
い
た
め
、
女
性
は
、
働
く
人
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
排
除
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
女
性
の

勤
め
人
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
先
の
「
Ｏ
Ｌ
」
と
い
う
語
で
あ
る
。「
マ
ン
」
と
「
レ
デ
ィ
」
が

対
応
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、「
サ
ラ
リ
ー
ウ
ー
マ
ン
」
や
「
オ
フ
ィ
ス
ボ
ー
イ
」
が
一
般
的
な
用
法
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、

言
語
的
な
非
対
称
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

毎
日
新
聞
二
〇
〇
五
年
一
月
二
一
日
付
の
「
変
わ
り
ゆ
く
『
標
準
世
帯
』」
と
い
う
記
事
で
は
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
と
専
業
主
婦

の
妻
、
子
ど
も
二
人
」
の
「
標
準
世
帯
」
の
概
念
そ
の
も
の
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
新
聞
自
体
は
、
い
ま
だ
に
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
と
専
業
主
婦
の
妻
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た
表
現
や
税
制
モ
デ
ル

を
精
査
な
し
に
使
い
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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⑷

新
聞
記
事
中
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
読
ま
れ
方

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
新
聞
記
事
に
出
現
す
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
読
者
に
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
語
が
含
ま
れ
る
調
査
期
間
中
の
記
事
や
投
書
、
広
告
中
の
文
か
ら
五
つ
を
例
示
し
て
、
国

学
院
大
学
の
学
生
約
一
四
〇
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て

８
）

み
た
。
調
査
で
実
際
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
五
つ
の
サ
ン
プ
ル
の
見
出
し

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

記
事
１

「
ま
だ
ま
だ
高
い
失
業
率
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
は
十
分
？
」（
朝
日
、
一
五
日
）

記
事
２

「
同
行
記
者
の
な
る
ほ
ど
な
あ
」（
毎
日
、
四
日
）

記
事
３

「
話
題
で
す
」（
毎
日
、
一
三
日
夕
刊
）

投
書

「
年
金
制
度
の
改
革
「
官
」
優
遇
見
直
せ
」（
読
売
、
九
日
）

広
告

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め
の
都
内
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」（
読
売
、
一
日
）

記
事
１
は
失
業
す
る
と
厚
生
年
金
か
ら
国
民
年
金
に
、
会
社
の
健
康
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
移
る
と
い
う
こ
と
を
解
説
し
た
、

女
男
を
含
め
勤
め
人
一
般
を
意
味
す
る
用
法
の
例
と
し
て
、
日
比
谷
公
園
で
昼
寝
を
し
て
い
る
会
社
員
の
男
性
の
姿
を
描
写
し
た
記
事

２
は
明
ら
か
に
男
性
を
意
味
す
る
用
法
の
例
と
し
て
、『「
月
給
百
円
」
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
』
と
い
う
本
の
書
評
で
あ
る
記
事
３
の
「
話
題

で
す
」
は
、「
職
業
の
代
表
」
の
事
例
と
し
て
示
し
た
。
ま
た
、
投
書
は
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入
す
る
厚
生
年
金
と
、
公
務
員
な
ど

が
加
入
す
る
共
済
年
金
」
と
あ
る
の
で
「
職
業
の
代
表
」
と
し
て
、
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
広
告
は
、「
女
男
を
含
め

勤
め
人
一
般
を
さ
す
」
用
法
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
例
示
し
た
。
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学
生
に
は
こ
れ
ら
の
分
類
を
示
さ
ず
、
五
つ
の
サ
ン
プ
ル
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
①
男
性
を
指
す
、
②
女
性
を
指
す
、
③
女
男
の
両
方
を
さ
す
、
④
不
明
、
の
ど
れ
に
あ
た
る
か
を

た
ず
ね
た
。
そ
の
結
果
は
、
表
11
の
と
お
り
で
あ
る
。
勤
め
人
一
般
を
意
味
す
る
記
事
１
に
つ
い

て
、
①
男
性
を
指
す
と
回
答
し
た
の
は
九
四
人
で
六
八
・
一
％
を
占
め
、
②
女
性
を
指
す
と
回
答
し

た
の
は
一
人
、
③
女
男
を
含
め
た
勤
め
人
一
般
だ
と
答
え
た
の
は
四
〇
人
、
二
九
・
〇
％
で
あ
っ

た
。
明
ら
か
に
男
性
を
意
味
す
る
事
例
と
し
て
あ
げ
た
記
事
２
に
関
し
て
は
、
①
男
性
を
指
す
は
一

二
八
人
で
九
二
・
八
％
、
②
女
性
を
指
す
は
一
人
、
③
女
男
両
方
を
さ
す
は
八
人
、
五
・
八
％
。
職

業
の
代
表
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
記
事
３
に
つ
い
て
は
、
①
男
性
を
指
す
が
一
三
三
人
、
九
六
・
四

％
、
②
女
性
を
指
す
〇
人
、
③
女
男
両
方
は
五
人
、
六
・
九
％
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
職
業
の
代
表
と

し
て
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
年
金
に
つ
い
て
言
及
し
た
投
書
に
関
し
て
は
、
①
男
性
を
指
す
六

九
人
、
②
女
性
を
指
す
〇
人
、
③
女
男
両
方
を
さ
す
六
九
人
で
、
男
性
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
者
と
両
性

の
こ
と
と
読
ん
だ
者
が
五
〇
％
ず
つ
と
分
か
れ
た
。
ま
た
、
女
男
の
勤
め
人
一
般
を
意
味
す
る
マ
ン

シ
ョ
ン
経
営
に
関
す
る
広
告
に
つ
い
て
は
、
①
男
性
を
指
す
七
七
人
、
五
五
・
八
％
、
②
女
性
を
指

す
二
人
、
③
女
男
両
方
を
さ
す
五
六
人
、
四
〇
・
六
％
、
不
明
三
人
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
記
事
２
以
外
は
、
女
男
両
方
を
指
す
と
み
な
す
べ
き
記
事
・
投
書
・

広
告
内
容
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
性
を
指
す
と
考
え
る
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
女

男
両
方
を
指
す
と
答
え
た
人
数
が
比
較
的
多
か
っ
た
投
書
に
お
い
て
さ
え
、
男
性
の
み
を
指
す
と
答

え
た
学
生
数
と
女
男
両
方
を
指
す
と
答
え
た
学
生
数
が
同
じ
で
あ
っ
た
。
記
事
３
に
い
た
っ
て
は
、
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表11 サラリーマン」記事に対する学生アンケート結果(Ｎ138人)

学生回答

記事№
記事中の「サ
ラリーマン」
の意味内容

①男性を指す ②女性を指す ③女男の両方を指す ④不 明

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

記事１ 勤め人一般 94 68.1% 1 0.7% 40 29.0% 3 2.2%

記事２ 明らかに男性 128 92.8% 1 0.7% 8 5.8% 1 0.7%

記事３ 職業の代表 133 96.4% 0 0.0% 5 3.6% 0 0.0%

投 書 職業の代表 69 50.0% 0 0.0% 69 50.0% 0 0.0%

広 告 勤め人一般 77 55.8% 2 1.4% 56 40.6% 3 2.2%

＊ヨコ計＝138人(100％)



ほ
と
ん
ど
が
男
性
を
指
す
と
答
え
て
い
る
。

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
に
付
着

し
た
男
性
イ
メ
ー
ジ
が
い
か
に
強
固
で
あ
る

か
を
、
改
め
て
確
認
さ
せ
ら
れ
る
調
査
結
果

で
あ
る
。
女
性
が
職
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
事
態
を
改

善
し
、
近
年
全
社
会
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
う
な
が
す

た
め
に
は
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
用

語
の
使
用
が
、
今
一
度
再
検
討
さ
れ
て
し
か

る
べ
き
だ
ろ
う
。

⑸

経
年
変
化
か
ら
み
る
職
業
語
の
趨
勢

グ
ラ
フ
８
左
は
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ

職
業
名
の
件
数
に
関
す
る
経
年
変
化
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
は
三
紙
合
計

で
八
九
件
、
九
一
年
は
一
六
二
件
、
九
六
年

は
二
五
七
件
と
年
ご
と
に
増
加
傾
向
を
示
し
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グラフ8 女男別性別を含み込んだ職業語の各紙別経年変化(単位：件)
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て
い
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
は
一
八
二
件
へ
と
減
じ
、
さ
ら
に
今
回
は
一

四
九
件
に
減
っ
た
。
各
紙
別
に
み
る
と
、
前
回
大
き
く
減
っ
た
読
売
は
若

干
上
昇
し
、
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
朝
日
・
毎
日
が
件
数
を
減
ら
し
た
。
一

日
一
紙
あ
た
り
の
平
均
は
三
・
三
件
と
な
る
。

ま
た
、
男
性
の
性
を
含
み
こ
ん
だ
職
業
名
の
件
数
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ

フ
８
右
に
み
る
よ
う
に
、
一
九
九
一
年
一
一
九
件
、
一
九
九
六
年
三
一
四

件
、
二
〇
〇
一
年
二
一
八
件
で
、
今
回
は
一
四
八
件
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
フ

を
み
て
気
づ
く
こ
と
は
、
両
者
と
も
一
九
九
六
年
に
そ
の
件
数
の
ピ
ー
ク

を
み
た
後
、
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

グ
ラ
フ
９
は
、
男
性
の
デ
ー
タ
も
収
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
九
一
年
か

ら
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業

語
を
一
〇
〇
％
と
し
て
そ
の
割
合
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
九
一
年

に
は
お
よ
そ
六
対
四
で
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
が
多
か
っ
た

が
、
そ
の
後
は
、
両
者
が
半
数
前
後
を
行
き
来
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

88國學院法學第46巻第4号 (2009)

グラフ9 性別を含み込んだ職業語の女男比率経年変化(３紙合計)

1991年(281件)

1996年(571件)

2001年(400件)

2006年(297件)

100％80％60％40％20％0％

女性の性を含んだ職業語 男性の性を含んだ職業語

57.7％

5.0％

5.5％

0.2％

2.3％

5.0％

4.5％

49.8％



３

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
頻
用

⑴

家
族
や
男
性
と
の
関
係
で
表
現
さ
れ
る
女
性

調
査
期
間
中
の
紙
面
に
み
ら
れ
た
、
女
性
が
家
族
や
男
性
と
の
関
係
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
ば
は
、
表
12
に
掲
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。

89

表12 他者との関係で女性をあらわすことば
(単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計
1 主婦 24 42 42 108
２ 夫人 8 15 23 46

内訳①妻の名＋ 夫人」 (3) (6) (8) (17)
② 夫人」単独 (3) (5) (3) (11)
③夫の肩書＋ 夫人」 (0) (1) (5) (6)
④夫の姓＋ 夫人」 (2) (2) (5) (9)
⑤その他 (0) (1) (2) (3)

３ 皇后 10 11 9 30
４ 姑 11 2 1 14
５ 奥さん 1 3 5 9
６ 内縁の 4 0 4 8
７ 奥様 5 2 0 7

ファーストレディー 1 2 4 7
９ 嫁 0 3 3 6
10 愛妻 0 4 1 5
11 王女 0 2 2 4

花嫁 0 2 2 4
専業主婦 2 2 0 4

14 女房 2 1 0 3
15 おかみ 2 0 0 2

お姑さん 0 0 2 2
シングルマザー 1 1 0 2
愛人 0 2 0 2
新妻 0 2 0 2
姫 0 0 2 2
令嬢 0 2 0 2

23 内縁の奥さん 0 1 0 1
おかみさん 1 0 0 1
お姫さま 0 1 0 1
かみさん 1 0 0 1
まな娘 1 0 0 1
モーザ妃 1 0 0 1
ヨメさん 0 1 0 1
ロメーヌ嬢 0 0 1 1
奥方 0 1 0 1
家内 1 0 0 1
寡婦 0 1 0 1
古女房 0 1 0 1
妾 0 1 0 1
情婦 1 0 0 1
新婦 0 0 1 1
仁徳天皇妃 0 0 1 1
貞女 1 0 0 1
内縁者 0 0 1 1

合 計 78 105 104 287

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在 (田中ほか)



ま
ず
第
一
位
の
「
主
婦
」
は
朝
日
二
四
件
、
毎
日
四
二
件
、
読
売
四
二
件
の
三
紙
合
計
一
〇
八
件
と
、
他
に
抜
き
ん
で
て
多
用
さ
れ
て

い
る
。
一
〇
月
九
日
の
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
を
報
じ
る
毎
日
一
〇
日
夕
刊
の
社
会
面
は
、
食
品
へ
の
放
射
能
の
影
響
を
心
配
し
て
い

る
の
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
人
た
ち
だ
と
ば
か
り
に
「
主
婦
」
の
声
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
以
下
「
夫
人
」
四
六
件
、「
皇
后
」
三
〇
件
、

「
奥
さ
ん
（
奥
様
）」
一
六
件
、「
姑
」
一
四
件
な
ど
が
続
く
。
こ
れ
ら
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
は
、
合
計
す
る
と

期
間
中
二
八
七
件
数
え
ら
れ
た
が
、
各
紙
別
合
計
数
は
、
毎
日
と
読
売
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
五
件
と
一
〇
四
件
で
、
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、

朝
日
は
七
八
件
と
や
や
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
一
日
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
一
紙
で
六
・
三
件
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

第
一
位
と
な
っ
た
「
主
婦
」
と
い
う
語
は
、『
平
成
15
年
版
国
民
生
活
白
書
』
の
概
念
図
に
従
え
ば
、
正
社
員
と
し
て
就
業
し
て
い

る
者
と
学
生
を
除
い
た
既
婚
女
性
全
て
を
指
す
こ
と
に
な
っ
て

９
）

い
る
。
調
査
期
間
中
の
記
事
中
に
「
主
婦
」
と
記
さ
れ
て
い
た
例
と
し

て
は
、
夫
と
歩
い
て
い
て
交
通
事
故
に
遭
っ
た
「
主
婦
△
村
□
子
さ
ん

当
時
68
）」（
朝
日
、
四
日
）
や
、
殺
害
さ
れ
て
千
葉
県
の
山

林
に
埋
め
ら
れ
た
「
主
婦
、
○
木
◎
子
さ
ん

38
）」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
読
売
一
一
日
都
民
版
記
載
の
「
地
元
主
婦
ら
」「
仲
間

の
主
婦
た
ち
」「
都
内
の
主
婦
な
ど
」
の
よ
う
に
、
匿
名
の
女
性
た
ち
を
、
一
括
し
て
呼
称
す
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。「
地

元
」「
仲
間
」「
都
内
」
の
女
性
た
ち
の
中
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
女
性
も
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
記
事
表
現
上
で
考
慮
さ
れ
た
形
跡
は
み
あ
た
ら
な
い
。
働
い
て
い
る
と
い
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

既
婚
の
女
性
を
ひ
と
し
な
み
に
「
主
婦
」
と
み
な
す
新
聞
の
表
現
は
、
い
ま
だ
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
。「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う

慣
用
語
と
と
も
に
意
識
的
に
改
革
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
改
め
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
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⑵

夫
の
付
属
物
」
の
感
を
与
え
る
「
夫
人
」

次
に
、「
夫
人
」
と
い
う
こ
と
ば
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
女
性
（
妻
）
を
男
性
（
夫
）
に
付
随
さ
せ
た
表
現
で
あ
る
こ
と

が
比
較
的
認
識
し
や
す
い
こ
と
ば
だ
が
、
使
用
頻
度
は
朝
日
八
件
、
毎
日
一
一
件
、
読
売
二
三
件
の
計
四
六
件
で
、
女
性
が
男
性
や
家

族
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
の
第
二
位
と
上
位
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、
安
倍
首
相
が
就
任
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
首
相
の

妻
へ
の
言
及
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、「
安
倍
昭
恵
さ
ん
」
や
「
安
倍
昭
恵
氏
」
な
ど
と
、
独
立
し
た
人
格
と
し
て
フ
ル

ネ
ー
ム
で
表
記
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
毎
日
九
日
二
面
は
、
安
部
首
相
の
訪
中
お
よ
び
首
脳
会
談
を
報
じ
る
記
事
群
の
中

で
、「
夫
人
も
外
交
デ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
見
出
し
を
掲
げ
て
、「
安
部
晋
三
首
相
の
昭
恵
夫
人
は
８
日
（
中
略
）、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ

ー
と
し
て
〞
外
交
デ
ビ
ュ
ー
〝
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
が
、
こ
の
囲
み
記
事
だ
け
で
四
つ
の
「
夫
人
」
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
読
売

五
日
四
面
は
、
首
相
の
訪
韓
に
向
け
て
「
予
習
バ
ッ
チ
リ
⁉

昭
恵
夫
人
『
冬
ソ
ナ
』
鑑
賞
」
の
見
出
し
で
、「
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
」

ぶ
り
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
韓
流
フ
ァ
ン
」
だ
か
ら
と
の
こ
と
だ
が
、
夫
は
仕
事
上
の
評
価
軸
な
の
に
、
妻
は
趣
味
の
こ
と
で
語
ら
れ

て
お
り
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
「
夫
人
」
全
部
を
分
類
し
て
み
る
と
、
表
12
の
内
訳
の
よ
う
に
、
①
妻
の
名
＋

夫
人
」（「
昭
恵
夫
人
」
な
ど
）
が
、「
夫

人
」
呼
称
全
体
の
四
割
弱
を
占
め
、
つ
い
で
②

夫
人
」
単
独
、
③
夫
の
肩
書
き
＋

夫
人
」（「
首
相
夫
人
」
な
ど
）、
④
夫
の
姓
＋

夫

人
」（「
安
倍
夫
人
」
な
ど
）
が
続
く
。

最
多
の
、
妻
の
名
＋

夫
人
」
は
、
姓
と
い
う
公
的
な
苗
字
は
夫
に
あ
ず
け
、
も
っ
ぱ
ら
下
の
名
と
い
う
私
的
な
領
域
で
表
現
さ
れ

て
い
る
点
と
、
夫
人＝

〞
夫
に
付
随
す
る
人
〝
と
い
う
点
で
、
二
重
に
〞
夫
の
付
属
物
〝
で
あ
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

夫
の
肩
書
き
＋

夫
人
」
で
も
同
様
で
あ
る
。
妻
は
、
夫
の
属
性＝

肩
書
き
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
存
在
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
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⑶

家
族
や
女
性
と
の
関
係
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
男
性

次
に
、
男
性
が
家
族
・
世
帯
や
妻
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ

と
ば
で
、
最
も
多
く
出
現
し
て
い
る
の
は
、
表
13
に
示
し
た
よ
う
に

「
皇
太
子
（
皇
太
子
さ
ま
）」
の
三
七
件
で
、
以
下
「
王
子
」
一
四

件
、「
親
王
」
八
件
と
続
く
。「
皇
太
子
（
皇
太
子
さ
ま
）」
は
、
た

と
え
ば
「
愛
子
さ
ま
初
の
運
動
会
」（
朝
日
、
九
日
）
や
「
皇
太
子

さ
ま
が
東
京
湾
視
察
」（
毎
日
、
五
日
）、「
皇
太
子
さ
ま
兵
庫
に
」

（
読
売
、
一
三
日
夕
刊
）
な
ど
の
よ
う
に
、
天
皇
の
長
男
の
一
挙
一

動
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。「
王
子
」
は
、
海
外
の
王
族
の
男
子
の

来
日
記
事
が
多
く
を
占
め
た
が
、
夏
の
甲
子
園
で
活
躍
し
た
「
ハ
ン

カ
チ
王
子
」
こ
と
斎
藤
祐
樹
選
手
も
こ
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
皇
族
や
王
族
に
関
す
る
語
に
続
い
た
の
は
、
一
家
の
あ
る

じ
な
い
し
は
夫
を
意
味
す
る
一
連
の
語
で
、「
奥
方
が
亭
主
の
不
倫
に
腹
を
立
て
る
の
は
至
極
当
然
」（
毎
日
、
三
日
夕
刊
）
を
は
じ
め

と
す
る
「
亭
主
（
ご
亭
主
）」
が
合
わ
せ
て
八
件
、
生
後
六
カ
月
の
長
女
を
「
お
風
呂
に
入
れ
る
の
は
だ
ん
な
さ
ん
」
と
語
る
安
達
佑

実
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
（
毎
日
、
一
二
日
夕
刊
）
の
よ
う
な
「
旦
那
（
だ
ん
な
さ
ん
）」
が
合
計
五
件
、
医
師
が
妻
に
「
ご
主
人
に

は
黙
っ
て
来
院
し
て
下
さ
い
」
と
告
げ
た
記
事
（
読
売
、
一
日
）
な
ど
「
ご
主
人
（
主
人
）」
が
合
計
三
件
み
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、「
亭
主
」「
旦
那
」「
主
人
」
と
い
っ
た
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
に
は
、
対
等
な
関
係
を
示
す
対
概
念
が
な
い
。
ど
の
こ
と
ば

に
も
「
一
家
の
あ
る
じ
」
と
い
う
意
味
が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
名
で
呼
ば
れ
る
夫
た
ち
の
妻
は
、
彼
ら
を
一
家
の
あ
る
じ
と
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表13 他者との関係で男性をあらわすことば
(単位：件)

順位 表 現 朝日 毎日 読売 合計

１ 皇太子 12 14 8 34

２ 王子 6 1 7 14

３ 親王 0 7 1 8

４ 亭主 1 5 0 6

５ 皇太子さま 0 0 3 3

旦那 0 0 3 3

７ ご主人 0 0 2 2

ご亭主 2 0 0 2

だんなさん 1 1 0 2

新郎 0 1 1 2

婿 2 0 0 2

12 ダンナさん 1 0 0 1

御曹司 0 0 1 1

皇子 1 0 0 1

主人 0 0 1 1

親王殿下 0 0 1 1

合 計 26 29 28 83



し
て
擁
す
る
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
朝
日
一
三
日
朝
刊
の
「
折
々
の
歌
」
の
解
説
に
は
、「
台
所
の
主
人
で
あ
る
主
婦
」
と
「
亭

主
で
あ
る
夫
」
が
併
置
さ
れ
て
い
る
が
、
妻
は
台
所
の
「
主
人
」
た
り
え
て
も
「
家
の
主
人
」
に
は
な
れ
な
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

今
回
の
調
査
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
の
う
ち
、
対
概
念
の
あ
る
こ
と
ば
に
「
新
郎
」（
対
概
念
「
新
婦
」）、「
婿
」（
対
概
念
「
嫁
」）

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
「
婿
」
は
朝
日
の
二
件
だ
け
で
、
一
方
、
対
概
念
の
「
嫁
」
は
、
毎
日
・
読
売
で
計
六
件
み
ら
れ

た
。
す
な
わ
ち
「
嫁
」
が
「
婿
」
の
三
倍
の
出
現
頻
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
と
ば
と
し
て
は
対
で
あ
っ
て
も
使
用
さ
れ
る

頻
度
は
女
男
で
異
な
っ
て
お
り
、
男
性
が
他
者
（
女
性
）
と
の
関
係
で
表
現
さ
れ
る
場
合
よ
り
も
、
女
性
が
他
者
（
男
性
）
と
の
関
係

で
表
現
さ
れ
る
場
合
の
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
男
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
は
、
三
紙
合
計
す
る
と
八
三
件
で
、
毎
日
が
二
九
件
、
読
売
二
八
件
、
朝
日
二

六
件
と
三
紙
ほ
ぼ
同
数
と
み
て
よ
い
。
女
性
が
他
者
や
家
族
・
世
帯
・
夫
と
の
関
係
で
表

さ
れ
る
語
は
二
八
七
件
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
者
と
の
関
係
語
の
八
割
近
く
が
、
女
性

に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
グ
ラ
フ
10
）。

⑷

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
経
年
変
化

過
去
五
回
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば

の
合
計
件
数
の
推
移
を
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
11
で
あ
る
。
前
回
の
調
査
を
み
る
と
、
一
九

八
五
年
は
五
七
九
件
だ
っ
た
も
の
が
、
九
一
年
は
二
八
一
件
、
九
六
年
は
三
七
〇
件
、
二
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グラフ10 他者との関係であらわされ
ることばの女男比率
(３紙合計370件)

者との 係
での 語
( 件)2.4％

者との 係
での 語

(87件)77.6％



〇
〇
一
年
は
二
五
八
件
と
、
多
少
の
上
下
は

あ
る
も
の
の
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ

た
が
、
今
回
は
二
八
七
件
と
、
わ
ず
か
な
が

ら
上
昇
し
、
ま
た
、
前
回
と
比
べ
る
と
、
朝

日
と
毎
日
・
読
売
の
件
数
が
逆
転
し
て
い

る
。
し
か
し
、
大
局
的
に
み
れ
ば
大
き
な
変

化
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
。一

方
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
を
あ
ら
わ

す
こ
と
ば
の
経
年
変
化
み
る
と
、
一
九
八
五

年
に
は
六
三
件
だ
っ
た
も
の
が
、
九
一
年
に

は
三
五
件
と
減
り
、
そ
の
後
は
九
六
年
三
七

件
、
二
〇
〇
一
年
四
三
件
と
、
微
増
し
て
き

て
い
る
よ
う
に
み
え
て
い
た
。
そ
れ
が
今
回

は
八
三
件
と
、
前
回
二
〇
〇
一
年
よ
り
ほ
ぼ

倍
増
し
、
今
ま
で
の
最
多
を
数
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
女
性
を
他
者
と
の
関

係
で
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
出
現
頻
度
が
、
男
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グラフ11 女男別他者との関係で女性／男性をあらわすことばの
各紙別経年変化(単位：件)
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性
の
そ
れ
と
一
桁
違
う
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

グ
ラ
フ
12
に
は
、
女
男
を
含
め
、
他
者
と
の
関
係
を
あ
ら
わ

す
表
現
を
一
〇
〇
％
と
し
た
場
合
の
女
男
比
の
経
年
変
化
を
掲

げ
た
。
こ
れ
を
み
る
と
九
割
前
後
で
推
移
し
て
い
た
、
他
者
と

の
関
係
で
女
性
を
あ
ら
わ
す
語
の
比
率
が
減
り
だ
し
て
い
る
よ

う
に
も
み
え
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
原
因
に
よ
る
の
か
、
ま

た
今
後
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
継
続
し
て
い
く
の
か
、
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑸

主
婦
」
へ
の
呪
縛
と
「
主
人
」
か
ら
の
解
放

主
婦
」
と
い
う
こ
と
ば
は
数
字
の
上
で
は
減
少
し
た
が
、

他
者
と
の
関
係
で
女
性
を
表
す
こ
と
ば
の
三
七
％
を
占
め
て
い

る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
女
性
は
、
職
業
を
も
っ
て
働
い

て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
結
婚
す
れ
ば
家
事
・
育
児
の
主
な
担

い
手
と
み
な
さ
れ
、「
主
婦
」
と
呼
ば
れ
る
実
態
が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
厚
生
労
働
省
『
平
成
16
年
版
働
く

女
性
の
実
情
』
に
よ
れ
ば
、
一
五
歳
か
ら
六
四
歳
の
既
婚
女
性

の
就
業
率
は
五
七
・
七
％
で
あ
り
、
ま
た
五
〇
歳
未
満
の
無
職
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グラフ12 他者との関係で女性／男性をあらわすことばの比率経年変化(３紙合計)

1985年(642件)

1991年(316件)

1996年(407件)

2001年(301件)

2006年(370件)

100％80％60％40％20％0％

他者との関係で女性をあらわす語 他者との関係で男性をあらわす語

0.2％

8.9％

0.9％

5.7％

77.6％

11.1％

9.1％

14.3％

2.4％

9.8％



の
既
婚
者
の
う
ち
三
六
・
六
％
が
就
業
を
希
望
し
て

10
）

い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
は
、
結
婚
後
の
女
性
の
少
な
く
と
も
四
人
に
三
人
が

既
に
働
い
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
働
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

し
か
も
最
近
、
こ
の
「
主
婦
」
と
い
う
こ
と
ば
に
何
ら
か
の
変
化
が
お
と
ず
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
せ
る
〞
事
件
〝
が
起
こ

っ
た
。
九
一
年
間
続
い
て
き
た
雑
誌
『
主
婦
の
友
』
が
二
〇
〇
八
年
五
月
号
を
も
っ
て
休
刊
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
休
刊
に
い
た
る
経

緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
が
、「
主
婦
」
を
冠
し
た
〞
老
舗
〝
の
雑
誌
が
発
行
を
継
続
し
て
い
く
だ
け
の
販
売
部

数
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、「
主
婦
」
と
い
う
こ
と
ば
に
肯
定
的
な
印
象
を
必
ず
し
も
持
て
な
く
な
っ
て
い
る
女
性
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
と
は
、
決
し
て
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
新
聞
も
、
家
事
育
児
の
担
当
者
と
い
う
「
主
婦
」
の
枠
に
収
ま
り
き
れ
な

い
既
婚
女
性
の
状
況
や
声
を
、
も
っ
と
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、「
愛
妻
」（
五
件
）
や
「
新
妻
」（
二
件
）
の
よ
う
に
、
女
性
に
対
し
て
の
み
〞
愛
〝
や

〞
新
〝
な
ど
の
形
容
詞
が
使
用
さ
れ
、
そ
れ
と
対
に
な
る
男
性
用
語
が
な
い
こ
と
ば
が
、
相
変
わ
ら
ず
新
聞
紙
上
で
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。「
古
女
房
」
と
い
う
語
も
一
件
み
ら
れ
た
。〞
あ
た
ら
し
い
〝〞
ふ
る
い
〝
が
云
々
さ
れ
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
女
性
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
今
回
の
特
徴
と
し
て
、「
主
人
」
が
激
減
し
た
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。
過
去
の
新
聞
紙
上
に
お
い

て
も
、
ま
た
日
常
語
と
し
て
も
、
夫
の
意
を
あ
ら
わ
す
「
主
人
」
が
主
従
関
係
の
な
い
単
な
る
符
号
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え

ま
い
。
た
と
え
そ
れ
を
使
う
本
人
は
、
主
従
関
係
と
は
無
関
係
な
慣
用
的
符
号
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
ば
が
発

せ
ら
れ
た
あ
と
も
単
な
る
符
号
と
し
て
社
会
的
に
受
け
取
ら
れ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
今
回
、
新
聞
で
の
こ
の
語
の
使
用
が
、
署
名

原
稿
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
主
人
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
主
従
関
係
が
内
包

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
対
等
で
あ
る
べ
き
夫
婦
の
一
方
を
指
す
こ
と
ば
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
新
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聞
の
制
作
者
側
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る
あ
ら
わ
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
テ
レ
ビ
や
日
常
会
話
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
「
主
人
」
と
い
う

こ
と
ば
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
新
聞
が
世
論
を
導
く
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
、
こ
の
語
の
使
用
を
控
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
姿
勢
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

４

女
性
で
あ
る
こ
と
が
不
必
要
に
強
調
さ
れ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

⑴

女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

新
聞
紙
面
上
に
は
、
女
性
お
よ
び
男
性
に
つ
い
て
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
人
は
一
般
に
、
経
験
的

に
習
得
し
た
も
の
の
み
か
た
の
枠
組
に
、
人
物
、
事
象
、
集
団
、
国
家
な
ど
の
認
識
対
象
を
押
し
込
ん
で
類
型
化
し
て
し
ま
う
こ
と

を
、
し
ば
し
ば
行
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
型
の
無
料
ニ
ュ
ー
ス
の
購
読
者
が
増
え
る
一
方
で
、
依
然
と
し
て
毎
日
多
く
の
人
が
手

に
と
る
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
定
型
化
さ
れ
た
女
性
像
・
男
性
像
を
読
者
に
植
え
付
け
、
性
別
に
対
す
る
通

俗
的
な
理
解
を
つ
く
り
あ
げ
る
う
え
で
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
固
定
観
念
に
基
づ
く
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
表
現
を
、
女
性
に
つ
い
て
は
「
女
ら
し
さ
」「
母

親
ら
し
さ
」「
主
婦
役
割
」「
そ
の
他
」
に
、
男
性
に
つ
い
て
は
「
男
ら
し
さ
」「
父
親
ら
し
さ
」「
夫
役
割
」「
そ
の
他
」
に
そ
れ
ぞ
れ

分
類
し
、
そ
の
出
現
件
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
分
析
を
行
っ
た
。

女
性
に
つ
い
て
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
を
す
べ
て
拾
い
上
げ
、
上
述
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
分
類
し
た
の
が
表
14
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
女
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
三
紙
合
わ
せ
て
一
七
九
件
、「
母
親
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
は
合
計
三
七
件
、「
主
婦
役
割
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
合
計
八
件
、「
そ
の
他
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
合
計
二
七
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件
と
、
総
計
二
五
一
件
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。

⑵

外
見
や
性
格
な
ど
へ
の
言
及
に
よ
る
「
女
性
ら
し
さ
」
の
強
調

表
14
上
段
に
あ
る
と
お
り
、「
女
ら
し
さ
」
に
言
及
す
る
記
事
は
、
朝
日
三
八
件
、
毎
日
九
五
件
、
読
売
四
六
件
で
、
総
計
一
七
九

件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。

そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
容
姿
や
服
装
な
ど
に
つ
い
て
「
女
ら
し
い
」
外
見
を
強
調
す
る
も
の
が
、
三
紙
総
計
で
六
一
件
み
ら
れ
た
。

毎
日
が
三
一
件
と
、
朝
日
の
一
四
件
、
読
売
の
一
六
件
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
記
事
で
伝
え
た
い
主
情
報
と
は
別
に
、「
美
し
い

女
性
の
弁
護
士
」（
毎
日
、
一
五
日
）
の
よ
う
に
、
容
姿
の
「
美
し
さ
」、
ま
た
「
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
お
姉
ち
ゃ
ん
」（
毎
日
、
一
二
日
夕

刊
）
の
よ
う
に
、
服
装
に
関
す
る
言
及
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
の
中
野
友
加
里
選
手
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
、「
質
問
に
簡
潔
に
答
え
る
引
き
締
ま
っ
た

表
情
と
、
時
折
見
せ
る
愛
く
る
し
い
笑
顔
」（
朝
日
、
二
日
夕
刊
）
の
よ
う
に
、
外
見
の
「
可
愛
ら
し
さ
」
が
描
写
さ
れ
る
一
方
で
、

そ
の
よ
う
な
中
野
選
手
が
プ
ロ
と
し
て
の
表
情
も
み
せ
る
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
典
型
例
だ
ろ
う
。

次
に
、
心
理
・
行
動
・
態
度
面
で
「
女
ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
記
事
は
、
総
計
一
〇
五
件
み
ら
れ
た
。
最
多
は
毎
日
で
六
〇
件
、
つ

づ
い
て
読
売
が
二
五
件
、
朝
日
が
二
〇
件
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
一
日
の
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）
で
は
、「
ブ
ー
ツ
を
か
わ
い

く
履
き
た
い
け
ど
、
脱
い
だ
と
き
の
ニ
オ
イ
が
気
に
な
っ
ち
ゃ
う
っ
て
女
の
子
、
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
み
え
て

く
る
の
は
、「
女
の
子
」
が
「
ブ
ー
ツ
を
か
わ
い
く
」
履
く
こ
と
を
強
迫
さ
れ
る
一
方
で
、
履
い
た
際
の
「
ニ
オ
イ
」
に
も
対
処
す
る

よ
う
迫
ら
れ
る
と
い
う
、「
女
の
子
」
に
だ
け
強
い
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。

女
性
一
般
に
関
す
る
そ
の
他
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
表
現
は
、
総
計
一
三
件
み
ら
れ
た
。
例
と
し
て
は
、「
経
済
財
政
担
当
相
に
な
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っ
た
太
田
弘
子
氏
は
『
竹
中
一
座
の
マ
ド
ン
ナ
』
と
言
わ
れ
る
才
媛
」（
朝
日
、
八
日
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
マ
ド
ン
ナ
」
と

い
う
語
を
使
っ
て
、「
男
性
の
中
で
活
躍
す
る
、
才
色
兼
備
の
ア
イ
ド
ル
的
女
性
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
の
だ
ろ
う
。
た
ま
に
み

か
け
る
〞
決
ま
り
文
句
〝
で
あ
る
。「（
生
ま
れ
た
娘
に
）『
和
美
』
と
名
付
け
た
。
凝
っ
た
の
は
い
い
が
、
男
性
に
も
同
じ
名
前
が
あ

る
ん
だ
な
。
後
で
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
」（
読
売
、
四
日
）
と
い
っ
た
よ
う
な
表
現
に
も
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
証
言
を
記
事
化
し
た
も
の

と
は
い
え
、
か
な
り
の
〞
決
め
つ
け
〝
が
感
じ
ら
れ
る
。
女
男
に
共
通
す
る
名
前
は
よ
ろ
し
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
関
す
る
古
典
的
な
研
究
で
知
ら
れ
る
Ｗ
・
リ
ッ
プ
マ
ン
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
た
い
て
い
の
場
合
、
見
て
か
ら
定

義
し
な
い
で
、
定
義
し
て
か
ら
見
る
。
外
界
の
、
大
き
く
て
、
盛
ん
で
、
騒
が
し
い
混
沌
状
態
の
中
か
ら
、
す
で
に
わ
れ
わ
れ
の
文
化

が
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
定
義
し
て
く
れ
て
い
る
も
の
を
拾
い
上
げ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
て
拾
い
上
げ
た
も
の
を
、
我
々
の
文
化
に
よ
っ

て
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
か
た
ち
の
ま
ま
で
知
覚
し
が
ち
で

11
）

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
女
性
」
と
い
う
だ
け
で
容
姿
・
服
装
に

言
及
し
、
ブ
ー
ツ
の
「
ニ
オ
イ
が
気
に
な
」
る
は
ず
で
あ
る
と
思
考
を
停
止
し
て
断
じ
、
本
来
多
様
で
あ
る
は
ず
の
〞
当
事
者
〝
を
一

定
の
枠
の
中
に
は
め
込
む
。
そ
の
こ
と
が
、
既
存
の
文
化
的
リ
ア
リ
テ
ィ
を
再
生
産
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

⑶

母
親
ら
し
さ
」「
主
婦
役
割
」
の
強
調

表
14
中
段
に
あ
る
よ
う
な
「
母
親
ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
女
性
は
母
に
な
る
と
の
前
提
に
立
っ
た
も
の

が
三
件
、
心
理
・
行
動
・
態
度
面
に
関
す
る
も
の
が
二
九
件
、
そ
の
他
の
母
親
ら
し
さ
に
関
す
る
も
の
が
五
件
で
、
総
計
三
七
件
が
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
新
聞
別
に
み
て
み
る
と
、
女
性
は
母
に
な
る
も
の
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
表
現
は
、
三
紙
と
も
に
一
件
ず
つ
だ
っ

た
。
例
と
し
て
は
「
女
性
は
科
学
よ
り
出
産
を
」（
朝
日
、
三
日
夕
刊
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

心
理
・
行
動
・
態
度
面
で
の
母
親
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
朝
日
で
四
件
と
最
も
少
な
く
、
こ
れ
に
対
し
毎
日
で
は
一
二
件
、
読
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表14 女性に関するステレオタイプに基づく表現

例 朝日 毎日 読売 3紙合計

容姿、服装、
年齢などに関
するもの

「引き締まった表情と,時折見せる愛くるしい笑
顔」「今年は銀盤でどんな華を咲かせてくれる
でしょうか」「それも、何とも華奢な女の人の
姿に、また、びっくり」「艶麗なことにかけて
は群を抜いている」（朝日）「髪を服と対になっ
たトレードマークのへアドレスで飾り、満面の
笑みを浮かべていた」「そんな彼女だからこそ、
自分を一番美しく見せる着こなしができたので
す」「短いスカートに三つ折りハイソックスは
アンバランスで、よほどスタイルの良い子しか
似合わない。しかし、ミニとクシュクシュとし
たルーズソックスの組み合わせは可愛く、足の
太さやO脚をごまかせる効果もあった」「ミニ
スカートのセーラー服をかっこよく着こなして
いる。大正解だ。セクシーだし動きがシャー
プ」「美人の誉れ高い山本モナキャスター」「リ
ラックス感漂う自然な女性らしさを巧みに表
現」「ハイヒールのお姉ちゃん」「美貌の学者」
「ピンヒールが似合うかっこいい女性」「超美人
女優」「女性がきれいに見える照明や椅子の高
さ」「美人作りの湯」「美しい女性の弁護士」
（毎日）「肉感的でたくましい女性の姿」「地下
鉄美人」「美人店主」「少女らしい初々しさ」
（読売）

14 31 16 61

女
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

女
ら
し
さ
）

心理、行動、
役割などに関
するもの

「日本女性はおとなしく家庭的」「女性向けを意
識し、従来なかったフルーティさを実現させ
た」「素直なかわいい娘」「江戸時代の武士の妻
や娘には、たしかに凛として辛苦にたえる心優
しい女性が少なくなかったに違いない」「力で
は男子に劣るが、周囲を見渡す目がある。気持
ちも強い」「そこらの男より力あります」「ブー
ツをかわいく履きたいけど、脱いだときのニオ
イが気になっちゃうって女の子、多いんじゃな
い？」（朝日）「つつましい日本女性 今は昔」
「意志が強く底抜けに明るくて、いたずらっぽ
い表情も色気もある。」「還（暦）ギャル」「や
はり女性の方が他人のおなかへの視線は鋭いよ
うだ」「世話好きで、説教も大好きで、何かと
ちょっかいを出してくるのは、オバサンの専売
特許」「アイタタ女は『イイ女だけど言動が妙
に空回りしたり、仕事はできるんだけど生活力
がなかったり、と良いところとダメなところの
落差がある女性』」「ねっとりと迫るような女っ
ぽさを強調したボーカル」「悪女」「当然のよう
に男とのこと、つまり恋愛の話が多い」（毎日）
「女の子らしいイラストの便せんに書き残され
た女児の遺書」「女性運転手が優しくささやく」
「運動をおっくうに感じていた主婦層などにア
ピールしている」「利用は女性限定で、男性の
目を気にしなくてもいい点も人気」「かわいく

20 60 25 105
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真っすぐ愛されたい」「女は妖精のようにしな
やかに舞った」「女子は異性とのかかわりに目
を向けやすい」「平気でできるようになったら
オンナとして終わり」「料理の出来る男性は格
好いい、と思う女性は多い」（読売）

その他の女性
に関するステ
レオタイプ

「『最強の女性』といわれ米ビジネス界を代表す
る女性経営者だった」「経済財政担当相になっ
た太田弘子氏は「竹中一座のマドンナ」と言わ
れる才媛」（朝日）「科学技術と女の関係は安倍
新政権でも気になる」（毎日）「『和美』と名付
けた。凝ったのはいいが、男性にも同じ名前が
あるんだな。後でしまったと思った。」（読売）

4 4 5 13

小 計 38 95 46 179

女性は母にな
るとの前提に
立つもの

「女性は科学より出産を」（朝日）
1 1 1 3

母
親
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

母
親
ら
し
さ
）

心理、行動、
役割に関する
もの

「ママ初優勝」「相撲部屋では『山の神』、すな
わちおかみさんは、大部屋で修行する力士たち
の母親代わり」（朝日）「母子のこまやかな愛情
に感心させられる」「そう語る目は、母の目だ
った」（毎日）「『ママハハだから大変だね』と
言われた」「娘に母乳を与えていると、言いよ
うのない喜びに包まれる」「お母さんのような
存在で、心の支えになった」「母の愛情などと
いうものは、目に見えないものでありながら、
じつに確かなものであるとも感じられた」「代
理出産をした女性が母性に目覚めて」「温かく
優しい母性的な愛がにじむよう、歌っていきた
いですね」「4人の子どもの母という幸せな私生
活も注目を集めるファッションリーダー」「マ
マさんランナー」（読売）

4 12 13 29

その他の母親
に関するステ
レオタイプ

「現在39歳、一児の母でもある」「社会福祉士で
2児の母」（朝日）「シングルマザーとして独裁
政権の弾圧に負けず、女性の自立、民主的政治
の実現を目指し」（毎日）

3 1 1 5

小 計 8 14 15 37

主
婦
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
表
現

主婦の役割に
関するもの

「台所の主人である主婦にとって」（朝日）「『お
ふくろの味』で秋の味覚を味わおう」「主婦と
してこなさなければならない仕事も多いが…周
囲への感謝を忘れない」（毎日）

5 3 0 8

そ
の
他
の
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ

性的存 在、
妻・嫁・姑役
割等

「婦の道」「刻苦勉励する地方出身青年を惑わす
洗練されたミッション・ガール」「着用を義務
付けられた黒いコートとヴェールをぬぐと、そ
の下から現れるのは、鮮やかな色彩、官能的な
肉体、そして裸の精神だ」（朝日）「子宮作家」
「『いい女』の香り充満の内容」（毎日）「汚れた
肉体聖女」（読売）

13 9 5 27

合 計 64 121 66 251



売
で
は
一
三
件
み
ら
れ
た
。
例
と
し
て
は
、「
力
士
た
ち
の
母
親
代
わ
り
」（
朝
日
、
四
日
夕
刊
）、「
そ
う
語
る
目
は
、
母
の
目
だ
っ

た
」（
毎
日
、
一
二
日
夕
刊
）、「
お
母
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
で
、
心
の
支
え
に
な
っ
た
」（
読
売
、
三
日
）、「
母
の
愛
情
な
ど
と
い
う
も

の
は
、
目
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
じ
つ
に
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
も
感
じ
ら
れ
た
」（
読
売
、
三
日
夕
刊
）
な
ど
、
母
親

の
愛
情
を
強
調
し
た
表
現
が
多
い
。
母
親
た
る
女
性
は
母
性
を
有
す
る
（
べ
き
）
と
い
う
考
え
を
前
提
と
し
て
い
る
表
現
と
し
て
は
、

「
代
理
出
産
を
し
た
女
性
が
母
性
に
目
覚
め
て
」（
読
売
、
四
日
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
母
親
は
子
育
て
や
家
事
を
担
う
も
の
と
い

う
性
別
役
割
分
業
を
前
提
に
し
た
記
述
と
し
て
は
、「
４
人
の
子
ど
も
の
母
と
い
う
幸
せ
な
私
生
活
も
注
目
を
集
め
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
」（
読
売
、
一
三
日
夕
刊
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
の
母
親
ら
し
さ
に
関
す
る
言
及
と
し
て
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
で
、
ケ
ニ
ア
の
副
環
境
相
（
当
時
）
ワ
ン
ガ
リ
・
マ

ー
タ
イ
の
自
叙
伝
出
版
に
関
す
る
記
事
で
、「
３
人
の
子
ど
も
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
独
裁
政
権
の
弾
圧
に
負
け
ず
、
女
性
の
自

立
、
民
主
的
政
治
の
実
現
を
目
指
し
（
た
）」（
毎
日
、
一
日
）
と
い
う
記
述
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
は
苦
労
す
る
も

の
、
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
記
事
と
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
ス
ト
レ
ス
や
苦
し
み
を

増
し
か
ね
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
「
社
会
福
祉
士
で
２
児
の
母
」（
朝
日
、
九
日
）
と
い
う
記
述
な
ど
は
、〞
仕
事
を
し
つ
つ
母
親
で
も
あ
る
、
そ
の
マ
ル
チ
ぶ
り

は
凄
い
〝
と
で
も
い
い
た
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
発
想
自
体
に
、
母
親
は
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
前
提

条
件
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
う
か
が
え
る
。

主
婦
役
割
」
を
強
調
す
る
記
事
は
、
総
計
八
件
み
ら
れ
た
。
毎
日
新
聞
の
七
日
は
、
テ
ニ
ス
の
岡
川
恵
美
子
選
手
に
関
す
る
記
事

で
、「
主
婦
と
し
て
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
も
多
い
が
…
…
周
囲
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
記
述

は
、
女
性
は
職
業
を
持
っ
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
結
婚
す
れ
ば
み
な
家
事
育
児
役
割
の
第
一
義
的
責
任
者
と
し
て
「
主
婦
」
と
呼
ば
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れ
る
と
い
う
、
前
節
で
も
取
り
あ
げ
た
日
本
社
会
に
お
け
る
女
性
の
あ
り
よ
う
を
典
型
的
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
女
性

は
、
常
に
周
囲
に
気
配
り
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
（
て
は
い
け
）
な
い
と
い
う
、
性
役
割
観
に
根
ざ
し
た
前
提
が
あ
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。

表
14
最
下
段
に
あ
る
、
そ
の
他
の
女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
と
し
て
は
、「
刻
苦
勉
励
す
る
地
方
出
身
青
年
を
惑
わ
す

洗
練
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ガ
ー
ル
」（
朝
日
、
八
日
）
を
あ
げ
て
お
こ
う
。「
洗
練
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ガ
ー
ル
」
と
「
地
方
出
身

青
年
」
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
対
比
に
加
え
、
こ
の
表
現
か
ら
は
、
前
者
が
後
者
を
「
惑
わ
す
」
存
在
で
あ
る
と
い
う
決
め
つ
け

も
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、「
婦
の
道
」（
朝
日
、
四
日
夕
刊
）、「
着
用
を
義
務
付
け
ら
れ
た
黒
い
コ
ー
ト
と
ヴ
ェ
ー
ル
を
ぬ
ぐ
と
、
そ
の
下
か
ら
現
れ
る

の
は
、
鮮
や
か
な
色
彩
、
官
能
的
な
肉
体
、
そ
し
て
裸
の
精
神
だ
」（
朝
日
、
月
一
日
）、「『
い
い
女
』
の
香
り
充
満
の
内
容
」（
毎
日
、

一
四
日
夕
刊
）、「
汚
れ
た
肉
体
聖
女
」（
読
売
、
二
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
表
現
も
、
読
者
に
対
し
て
女
性
に
関
す
る
固
定
的
イ
メ
ー
ジ

を
植
え
つ
け
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

⑷

男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

一
方
、
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、「
男
ら
し
さ
」
が
合
計
一
六
〇
件
、「
父
親
ら
し
さ
」
が
合
計
二
〇
件
、「
夫
役

割
」
が
合
計
一
一
件
、「
そ
の
他
」
が
合
計
一
六
件
で
、
総
計
す
る
と
二
〇
七
件
で
あ
っ
た
。
記
事
例
を
入
れ
た
分
類
カ
ウ
ン
ト
は
表

15
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
15
上
段
に
あ
る
よ
う
な
「
男
ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
五
四
件
の
表
現
の
う
ち
、
容
姿
・
服
装
な
ど
外
見
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と

し
て
、
進
化
生
物
学
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
ー
キ
ン
ス
の
著
書
に
関
す
る
記
事
中
の
「
そ
の
ド
ー
キ
ン
ス
も
今
年
で
65
歳
。
近
影
を
見
る
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表15 男性に関するステレオタイプに基づく表現

例 朝日 毎日 読売 3紙合計
容姿、服装、
年齢などに関
するもの

「そのドーキンスも今年で65歳。近影を見ると、
相変わらず理知的でハンサムではあるが、髪は
すっかり白く染まっている」（朝日）「バリウム
オヤジ（バリウムを飲んでレントゲン室から出
てきたみたいに…さえないオヤジ）」「でも革の
ジャケットって、ちょっとオッサンくさいイメ
ージ」（毎日）「長身でハンサムなイーデンは、
長らく保守派のプリンスであり」「巨木のごと
く雄々しく」「オヤジ臭い」「痛む足を引きずっ
て歩く中年太りのオヤジ」（読売）

9 24 21 54

男
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

男
ら
し
さ
）

心理、行動、
役割などに関
するもの

「泌尿器科は男性が行くところ」「ライバル悼ん
で男泣き」「株で利益を上げることが男として
かっこいいと思った」「好きなゴルフに一途に
取組み、たゆまぬ努力を続けている姿は、男の
生き方の見本のように思えました」（朝日）「独
身男は結婚を知らない分、どこかに欠乏感があ
り」「子持ち男は、後戻りできないという諦観
もあり、自分の半生を正当化しがちだ」「男で
もつらくて泣く」「テニスは勝負が長い分まし
だが幼稚で、婦女子には適当でも壮健活発な男
子には不向き」「男オバサン」（毎日）「男子は
仲間意識を重視して共通の趣味を持つ同性との
かかわりを大事にする」「中身は最強レベルの
喪（もてない）男」「男伊達を追求してみたい」
「トップは『料理』男子でも人気」（読売）

22 50 25 97

その他の男性
に関するステ
レオタイプ

「黒一点」（朝日）「三代目となると、生まれな
がらのお坊ちゃまである。銀のサジをくわえて
いる」（毎日）「木村に侍を見た」（読売）

3 2 4 9

小 計 34 76 50 160
男性は父にな
るとの前提に
立つもの

（なし）
0 0 0 0

父
親
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

父
親
ら
し
さ
）

心理、行動、
役割に関する
もの

「一家の大黒柱」「不器用な頑固おやじ」（朝日）
「パパの格好よさとは、『男らしさ』だから、
『革ジャン＆Tシャツ』もよい」（毎日）「時折
見せる、そんな優しさが、『オヤジ』と慕われ
る理由」「年の離れた仲間にとって、頼れるお
父さん的な存在」「はっきり言って、お母さん
はダメだ。…子供が思いどおりにならないと、
すぐにキレてしまう…だからこそ（算数は）お
父さんががんばらないといけない」（読売）

8 3 9 20

その他の父親
に関するステ
レオタイプ

（なし）
0 0 0 0

小 計 8 3 9 20
夫
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
表
現

夫の役割に関
するもの

「夫人との間に3男」（朝日）「妻子持ち」（毎日）
「夫人との間に1男2女」（読売）

3 6 2 11

そ
の
他
の
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ

性的存在、そ
の他

「男の自信回復 包茎治療」（朝日）「男の映画」
「不 オヤジ」（毎日）「女道楽」（読売）

3 6 7 16

合 計 48 91 68 207



と
、
相
変
わ
ら
ず
理
知
的
で
ハ
ン
サ
ム
で
は
あ
る
が
、
髪
は
す
っ
か
り
白
く
染
ま
っ
て
い
る
」（
朝
日
、
一
五
日
）
を
例
と
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
元
英
国
首
相
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
に
言
及
し
た
記
事
で
は
、「
長
身
で
ハ
ン
サ
ム
な
イ
ー
デ
ン
は
、

長
ら
く
保
守
派
の
プ
リ
ン
ス
（
だ
っ
た
）」（
読
売
、
四
日
）
と
い
っ
た
容
姿
に
触
れ
る
記
述
が
み
ら
れ
た
。

男
ら
し
さ
」
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
う
ち
、
最
多
の
九
七
件
を
占
め
る
心
理
・
行
動
・
態
度
面
で
の
固
定
観
念
を
あ

ら
わ
す
表
現
は
、
毎
日
の
五
〇
件
を
筆
頭
に
、
読
売
で
二
五
件
、
朝
日
で
二
二
件
み
ら
れ
た
。
例
と
し
て
「
泌
尿
器
科
は
男
性
が
行
く

と
こ
ろ
」（
朝
日
、
二
日
）、「
ラ
イ
バ
ル
悼
ん
で
男
泣
き
」（
朝
日
、
二
日
夕
刊
）、「
株
で
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
男
と
し
て
か
っ
こ
い

い
と
思
っ
た
」（
朝
日
、
三
日
）、「
好
き
な
ゴ
ル
フ
に
一
途
に
取
組
み
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
る
姿
は
、
男
の
生
き
方
の
見
本

の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
」（
朝
日
、
七
日
）、「
独
身
男
は
結
婚
を
知
ら
な
い
分
、
ど
こ
か
に
欠
乏
感
が
あ
り
」（
毎
日
、
一
日
）、「
子
持

ち
男
は
、
後
戻
り
で
き
な
い
と
い
う
諦
観
も
あ
り
、
自
分
の
半
生
を
正
当
化
し
が
ち
だ
」（
毎
日
、
一
日
）、「
男
で
も
つ
ら
く
て
泣
く
」

（
毎
日
、
三
日
）、「
男
オ
バ
サ
ン
」（
毎
日
、
九
日
）、「
男
子
は
仲
間
意
識
を
重
視
し
て
共
通
の
趣
味
を
持
つ
同
性
と
の
か
か
わ
り
を
大

事
に
す
る
」（
読
売
、
七
日
夕
刊
）、「
男
伊
達
を
追
求
し
て
み
た
い
」（
読
売
、
一
一
日
夕
刊
）、「
ト
ッ
プ
は
『
料
理
』
男
子
で
も
人

気
」（
読
売
、
一
四
日
夕
刊
）
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
お
む
ね
、
腕
力
や
精
神
的
な
「
強
さ
」
に
関
す
る
表
現
、「
弱
さ
」

を
隠
し
「
強
さ
」
の
見
栄
を
は
る
「
空
い
ば
り
」
に
関
す
る
表
現
、
そ
し
て
「
男
ら
し
さ
」
を
持
た
な
い
男
性
に
対
す
る
「
か
ら

12
）

か
い
」
の
表
現
、
に
分
類
で
き
る
。

そ
の
他
の
「
男
ら
し
さ
」
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
、「
黒
一
点
」（
朝
日
、
一
日
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
紅
一
点
」
を

パ
ロ
デ
ィ
化
し
、
女
性
の
中
に
一
人
の
男
性
が
い
る
状
況
で
、
そ
の
男
性
を
「
か
ら
か
い
」
の
対
象
と
し
て
扱
っ
た
例
で
あ
る
。

表
15
中
段
に
あ
る
と
お
り
、「
父
親
ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
表
現
は
二
〇
件
で
、
そ
の
全
て
が
心
理
・
行
動
・
態
度
面
に
お
け
る
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
一
家
の
大
黒
柱
」（
朝
日
、
一
五
日
）、「
不
器
用
な
頑
固
お
や
じ
」（
朝
日
、
二
日
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夕
刊
）、「
パ
パ
の
格
好
よ
さ
と
は
、『
男
ら
し
さ
』
だ
か
ら
、『
革
ジ
ャ
ン
＆
Ｔ
シ
ャ
ツ
』
も
よ
い
」（
毎
日
、
一
一
日
夕
刊
）、「
時
折

見
せ
る
、
そ
ん
な
優
し
さ
が
、『
オ
ヤ
ジ
』
と
慕
わ
れ
る
理
由
」（
読
売
、
三
日
夕
刊
）、「
年
の
離
れ
た
仲
間
に
と
っ
て
、
頼
れ
る
お
父

さ
ん
的
な
存
在
」（
読
売
、
五
日
）
と
い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
た
。「
包
容
力
」「
責
任
感
」「
格
好
よ
さ
」「
優
し
さ
」、
そ
し
て
「
不
器

用
さ
」
な
ど
、
家
父
長
制
を
い
ま
だ
に
残
し
た
社
会
に
お
い
て
男
性
に
求
め
ら
れ
る
性
質
に
関
す
る
表
現
が
目
立
つ
。

夫
に
関
す
る
強
調
表
現
と
し
て
は
、「
夫
人
と
の
間
に
３
男
」（
朝
日
、
二
日
）、「
夫
人
と
の
間
に
１
男
２
女
」（
読
売
、
一
五
日
）

の
よ
う
に
、
通
常
は
女
性
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
表
現
が
男
性
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
他
の
男
性
に
関
す
る
強
調
表
現
と
し
て
は
、「
男
の
自
信
回
復

包
茎
治
療
」（
朝
日
、
三
日
）、「
男
の
映
画
」（
毎
日
、
七

日
）、「
不

オ
ヤ
ジ
」（
毎
日
、
一
三
日
夕
刊
）、「
女
道
楽
」（
読
売
、
一
三
日
）
の
よ
う
な
表
現
が
み
ら
れ
た
。

⑸

女
性
と
男
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
比
較

女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
と
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
比
率

は
、
グ
ラ
フ
13
が
示
す
よ
う
に
約
五
五
対
四
五
で
あ
り
、
女
性
の
方
が
や
や
紋
切
り
型
に
表

現
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

グ
ラ
フ
14
は
、
女
男
別
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
容

姿
・
服
装
な
ど
の
面
で
は
、
女
性
と
男
性
は
ほ
ぼ
同
じ
頻
度
で
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
が
、
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
心
理
・
行
動
・
態
度
な
ど
の
面
で
言
及
さ
れ

る
傾
向
が
強
く
、
ま
た
母
親
ら
し
い
心
理
・
行
動
・
態
度
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
頻
度
が

高
い
。
一
方
、
主
婦
、
夫
の
役
割
に
関
し
て
は
、
男
性
の
方
が
女
性
に
比
べ
て
言
及
さ
れ
る
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グラフ13 ステレオタイプ表現の女男
比率(３紙合計458件）

男性ステ
レオタイ

現
(207件
5.2％

性ステ
レオタイ
プ 現
(51件
4.8％



傾
向
が
強
い
。

総
じ
て
、
女
性
は
、
容
姿
・
服
装
の
面
、
心
理
・
行
動
・
態
度
の

面
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
女
ら
し
さ
や
母
親
ら
し
さ
、
主
婦
役
割
と

い
っ
た
多
様
な
局
面
で
紋
切
り
型
の
表
現
を
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
の

に
対
し
、
男
性
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
場

合
、
比
較
的
に
容
姿
・
服
装
の
面
と
心
理
・
行
動
・
態
度
の
二
側
面

で
言
及
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

な
お
、
生
体
賢
移
植
手
術
の
た
め
の
臓
器
売
買
事
件
に
関
す
る
記

事
（
読
売
、
二
日
）
で
は
、
依
頼
者
、
臓
器
提
供
者
、
そ
の
間
の
謝

礼
支
払
い
の
流
れ
を
示
す
関
係
図
（
文
字
表
現
で
は
な
い
の
で
カ
ウ

ン
ト
対
象
外
）
に
お
い
て
、
男
性
の
Ｙ
容
疑
者
は
ブ
ル
ー
、
女
性
の

Ｍ
容
疑
者
と
臓
器
提
供
し
た
「
松
山
市
内
の
女
性
」
は
ピ
ン
ク
の
人

型
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
。
ト
イ
レ
の
表
示
も
同
様
だ
が
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
現
在
、〞
男

が
青
で
女
は
ピ
ン
ク
〝
と
い
っ
た
旧
態
依
然
と
し
た
表
示
方
法
が
今

も
っ
て
必
要
な
の
か
ど
う
か
、「
わ
か
り
や
す
さ
」
を
優
先
さ
せ
る

あ
ま
り
、
そ
う
し
た
表
現
に
よ
る
固
定
観
念
の
助
長
と
い
う
側
面
を

等
閑
視
し
て
き
た
き
ら
い
は
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
新
聞
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グラフ14 性別ステレオタイプ表現の内訳

女性の容姿、服装、
年齢など

男性の容姿、服装、
年齢など

女性の心理、行動、
役割など

男性の心理、行動、
役割など

その他の女性ステ
レオタイプ

その他の男性ステ
レオタイプ

女性は母になると
の前提

男性は父になると
の前提

母親の心理、行動、
役割など

父親の心理、行動、
役割など

その他の母親ステ
レオタイプ

その他の父親ステ
レオタイプ

主婦の役割に関す
るもの

夫の役割に関する
もの

その他女性の性的存
在、妻･嫁･姑役割等

その他男性の性的
存在等
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社
内
で
議
論
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。

⑹

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
の
経
年
変
化

女
性
、
男
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
表
現
の
件
数
の
経
年
変
化
を
み
た
の
が

グ
ラ
フ
15
左
で
あ
る
。
女
性
に
関
す
る
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
、
総
計
で
、
八
五

年
三
九
九
件
、
九
一
年
七
六
件
、
九
六
年

一
五
四
件
、
〇
一
年
二
五
九
件
、
〇
六
年

二
五
一
件
と
推
移
し
て
お
り
、
明
確
な
増

減
傾
向
を
つ
か
む
の
は
難
し
い
が
、
今
回

と
前
回
は
ほ
ぼ
同
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。男

性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

は
、
九
六
年
、
〇
一
年
、
そ
し
て
〇
六
年

の
三
回
に
わ
た
っ
て
集
計
・
分
析
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
総
計
は
グ
ラ
フ
15
右
に
あ
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グラフ15 女男別ステレオタイプ表現の各紙別経年変化(単位：件)
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る
よ
う
に
六
四
件
、
一
〇
五
件
、
二
〇
七
件
、
と
増
加
し
て
い
る
。
内
訳
を
み
る
と
、「
男
ら
し
さ
」
に
関
す
る
容
姿
・
服
装
の
面
と

心
理
・
行
動
・
態
度
の
面
で
の
固
定
観
念
を
あ
ら
わ
す
表
現
、「
父
親
ら
し
さ
」
に
関
す
る
心
理
・
行
動
・
態
度
の
面
で
の
固
定
観
念

を
あ
ら
わ
す
表
現
に
加
え
、
夫
役
割
を
め
ぐ
る
固
定
観
念
を
あ
ら
わ
す
表
現
も
増
え
て
き
て
い
る
。

女
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
は
増
減
し
な
が
ら
も
根
強
く
存
続
し
、
一
方
、
男
性
に
関
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
も
増

え
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
経
年
比
較
を
続
行
し
な
い
と
正
確
な
判
断
は
で
き
な
い
が
、
新
聞
に
あ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
し
て
、

対
象
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
定
型
的
な
表
現
を
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

Ⅱ

女
性
隠
し
表
現
の
動
向

５

女
性
を
新
聞
紙
面
の
お
も
て
か
ら
隠
蔽
す
る
表
現

⑴

男
性
を
世
帯
・
家
族
の
代
表
と
み
な
す
表
現

女
性
で
あ
る
こ
と
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
表
現
と
は
逆
に
、
事
件
・
事
故
な
ど
に
際
し
て
人
名
が
記
載
さ
れ
る
場
合
、
女
性
が
世

帯
や
家
族
の
代
表
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
姓
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
う
し
た
「
女
性
隠
し
」
表
現
と
し
て
、「
○

Ａ
さ
ん
方
」（
○
印
は
姓
、
Ａ
な
ど
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
名
を
あ
ら
わ
す
）
な
ど
と
世
帯
名
で
報
じ
ら
れ
る
際
に
○
部
に
入
る
姓
が
男

性
名
で
あ
る
も
の
、
ま
た
そ
の
逆
の
も
の
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

そ
の
結
果
、
表
16
に
み
る
よ
う
に
、
事
件
・
事
故
な
ど
の
報
道
で
世
帯
の
代
表
と
し
て
「
○
Ａ
さ
ん
方
」
の
姓
名
が
女
性
で
あ
る
ケ
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ー
ス
は
皆
無
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
男
性
名
が
代
表
す
る
「
女
性
隠
し
」
の
ケ
ー
ス
は
三
紙
で
七
件

み
ら
れ
た
。

朝
日
五
日
夕
刊
の
住
宅
火
事
を
報
じ
る
記
事
は
、「
○
柳
△
昭
さ
ん

51
）方
か
ら
出
火
」
と
、
夫

の
姓
名
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
体
と
し
て
見
つ
か
っ
た
の
は
「
○
柳
さ
ん
の
妻

52
）と
会
社
員

の
次
男

23
）」
な
の
で
あ
り
、
死
亡
者
本
人
が
背
後
に
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。「
会
社
員
、

○
嶋
△
史
さ
ん

48
）方
で
」（
毎
日
、
六
日
夕
刊
）
や
「
会
社
員
○
嶋
△
史
さ
ん

48
）方
」（
読
売
、

七
日
）
の
記
事
は
、
夫
で
あ
る
男
性
と
長
女
、
妻
の
母
親
の
三
人
が
殺
人
遺
体
で
見
つ
か
っ
た
事
件

で
、
遺
書
の
よ
う
な
メ
モ
を
残
し
て
行
方
知
れ
ず
の
妻
の
名
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
の
場
合
は
夫
の
名
の
み
を
報
道
す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
し

ば
し
ば
見
聞
き
す
る
「
○
Ａ
さ
ん
方
」
と
い
う
表
現
慣
行
に
は
、
今
や
「
世
帯
主
」
と
い
う
概
念
に

も
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
時
世
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
一
家
の
主
（
あ
る
じ
）
は
男
性
」「
家
族
を

代
表
す
る
の
は
男
性
」
と
い
う
、
報
道
す
る
側
の
あ
い
も
変
わ
ら
ぬ
固
定
観
念
が
か
い
ま
み
ら
れ

る
。次

に
、
子
ど
も
や
未
成
年
が
記
事
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
際
に
は
、
そ
の
保
護
者
の
姓
名
が
紹
介
さ

れ
る
が
、
表
16
中
段
に
あ
る
よ
う
に
「
○
Ｂ
さ
ん
の
長
女
」
な
ど
、
女
性
名
が
親
と
し
て
登
場
す
る
の
は
合
計
二
件
に
と
ど
ま
り
、
一

方
、
男
性
が
親
の
代
表
と
し
て
登
場
す
る
記
事
は
九
件
で
あ
っ
た
。

女
性
の
名
が
保
護
者
と
し
て
登
場
し
た
二
件
は
、
こ
の
年
の
六
月
に
大
学
生
の
女
性
が
身
代
金
目
当
て
に
誘
拐
さ
れ
た
事
件
の
三
人

の
被
告
に
対
す
る
初
公
判
の
記
事
で
、「
○
田
△
子
さ
ん

48
）の
長
女
で
大
学
４
年
の
果
◎
子
さ
ん

21
）」（
朝
日
、
四
日
夕
刊
）
と
、
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表16 家族・親・夫婦の代表
(単位：件)

朝日 毎日 読売 合計

男性 5 1 1 7
家 族

「○Ａさん方」の○Ａ
に入る個人名 女性 0 0 0 0

男性 5 3 1 9
保護者

「○Ｂさんの長女」の
○Ｂに入る個人名 女性 1 1 0 2

「○Ｃさんの妻」という表現 12 7 19 38
夫 婦

「○Ｄさんの夫」という表現 14 5 12 31

＊○(マル印）は姓、Ａなどアルファベットは名を表す



「
美
容
外
料
医
の
○
田
△
子
さ
ん

48
）の
長
女
、
果
◎
子
さ
ん

21
）」（
毎
日
、
四
日
夕
刊
）
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
各
紙

は
「
女
子
大
生
」「
女
子
大
生
誘
拐
」
と
い
っ
た
見
出
し
を
掲
げ
て
い
る
が
、
被
害
者
は
共
学
大
学
の
学
生
で
あ
り
、「
女
子
大
学
」
の

学
生
で
は
な
い
。

一
方
、
男
性
名
が
保
護
者
と
し
て
報
道
さ
れ
る
も
の
に
は
、
行
方
不
明
だ
っ
た
子
ど
も
が
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
「
会
社
員
○
崎
△
一

さ
ん

35
）の
長
男
◎
君

７
）」（
朝
日
、
九
日
）、
被
告
に
死
刑
求
刑
が
な
さ
れ
た
「
馬
渕
隆
一
社
長

現
会
長＝

74
）方
で
の
妻
子
殺

害
」（
毎
日
、
六
日
）、
ワ
ゴ
ン
車
が
保
育
園
児
ら
の
列
に
突
っ
込
ん
だ
事
故
で
の
「
会
社
員
○
地
△
明
さ
ん

37
）の
長
女
◎
月
ち
ゃ
ん

５
）」（
読
売
、
三
日
）
な
ど
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
、「
子
ど
も
の
保
護
者＝

家
族
の
代
表
は
男
性
」
と
い
う
観
念
に

と
ら
わ
れ
た
慣
用
的
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑵

男
性
の
姓
名
の
あ
と
に
付
随
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
女
性
の
名

夫
婦
の
代
表
と
し
て
「
○
Ｃ
（
姓
＋
名
）
さ
ん
の
妻
」
の
よ
う
に
男
性
の
あ
と
に
女
性
の
名
が
記
さ
れ
た
記
事
は
三
八
件
、「
○
Ｄ

さ
ん
の
夫
」
と
い
っ
た
よ
う
に
女
性
の
あ
と
に
男
性
の
名
が
書
か
れ
た
記
事
は
三
一
件
み
ら
れ
た
。

男
性
名
の
あ
と
に
女
性
が
記
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
〇
二
年
に
製
麵
所
経
営
者
夫
妻
を
殺
害
し
た
被
告
に
対
す
る
死
刑
判
決

で
、
被
害
者
を
「
○
川
さ
ん
と
妻
◎
子
さ
ん
」（
朝
日
、
二
日
夕
刊
）
と
す
る
記
事
や
、
米
国
で
の
心
臓
移
植
を
め
ざ
す
娘
の
両
親
を

「
共
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
の
○
田
△
広
さ
ん

54
）、
◎
子
さ
ん

45
）夫
妻
」（
朝
日
、
一
二
日
）、
ま
た
「
故
劉
少
奇
元
国
家
主
席
の
妻
」（
朝

日
、
一
五
日
）
と
表
現
す
る
記
事
な
ど
、
数
多
く
み
ら
れ
た
。
他
に
も
、
低
気
圧
に
よ
る
強
風
で
ハ
ワ
イ
の
挙
式
に
向
か
え
な
か
っ
た

「
会
社
員
、
堀
○
○
郎
さ
ん

36
）、
真
◎
美
さ
ん

28
）」（
毎
日
、
七
日
）
や
、
父
子
で
無
理
心
中
を
図
っ
た
と
み
ら
れ
る
「
会
社
員
、

◎
田
△
弘
さ
ん

42
）の
妻

42
）か
ら
（
略
）
１
１
９
番
が
あ
っ
た
」（
毎
日
、
一
〇
日
夕
刊
）
と
い
う
記
事
、
皇
室
慶
事
で
配
布
す
る
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菓
子
入
れ
展
示
に
つ
い
て
報
じ
る
「
黒
田
慶
樹
さ
ん
と
清
子
さ
ん
（
紀
宮
さ
ま
）」（
読
売
、
四
日
）、
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
家
族
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
制
作
し
た
カ
ナ
ダ
人
二
名
を
取
り
上
げ
た
「
顔
」
欄
の
「
横
田
滋
さ
ん

73
）と
早
紀
江
さ
ん

70
）」（
読
売
、

五
日
）
と
い
う
表
現
、
訪
中
・
訪
韓
を
前
に
「
予
習
バ
ッ
チ
リ
⁉
」
の
見
出
し
で
「
韓
流
フ
ァ
ン
」
で
あ
る
「
安
倍
首
相
の
妻
、
昭
恵

さ
ん
」（
読
売
、
五
日
）
を
紹
介
し
た
ト
ピ
ッ
ク
記
事
、
悪
天
候
に
よ
る
遭
難
か
ら
救
助
さ
れ
た
「
会
社
員
△
沢
○
志
さ
ん

55
）と
妻

◎
子
さ
ん

48
）」（
読
売
、
一
〇
日
夕
刊
）
に
つ
い
て
の
記
事
、
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
国
憲
法
二
四
条
は
夫
婦
の
同

等
の
権
利
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
を
謳
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
表
現
で
は
夫
と
妻
が
必
ず
し
も
同
等
に
扱

わ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
反
対
に
、
女
性
の
あ
と
に
男
性
の
名
が
書
か
れ
る
記
事
な
い
し
女
性
名
で
夫
婦
を
あ
ら
わ
す
記
事
が
今
回
三
一
件
み
ら
れ
た
の

が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
傾
向
と
い
え
る
。
朝
日
五
日
夕
刊
で
は
、「
ア
ジ
ア
ズ
ー
ム
イ
ン

オ
モ
ニ
に
な
り
た
く
て
」
と
い
う
連
載
記

事
で
、
女
性
名
が
先
に
記
さ
れ
て
か
ら
「
夫
の
○
○
さ
ん
は
」
と
い
う
韓
国
名
が
記
さ
れ
る
事
例
が
三
例
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
韓
国
人

男
性
と
結
婚
し
た
女
性
た
ち
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
朝
日
八
日
の
、
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
人
た
ち
の
〞
そ

の
後
〝
を
特
集
す
る
記
事
で
は
、
た
と
え
ば
「
曽
我
ひ
と
み
さ
ん

47
）は
…
…
（
略
）。
夫
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
さ
ん

66
）は
…
…
」
の
よ

う
に
、
妻
の
姓
名
が
先
に
出
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
た
。
ほ
か
に
、「
○
原
△
子
さ
ん

36
）の
夫
◎
軌
さ
ん

37
）」（
朝
日
、
一
一
日
）、

「
向
井
亜
紀
さ
ん
と
元
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
高
田
延
彦
さ
ん
夫
妻
」（
毎
日
、
一
一
日
）、
乗
用
車
が
工
事
現
場
に
突
っ
込
ん
だ
「
○
島
さ

ん
（
注

運
転
を
し
て
い
た
女
性
）
と
、
同
乗
し
て
い
た
夫
の
無
職
、
◎
望
さ
ん

65
）」（
毎
日
、
一
二
日
夕
刊
）、「
向
井
亜
紀
さ
ん

夫
婦
」（
読
売
、
一
五
日
）
な
ど
の
表
現
が
み
ら
れ
た
。
特
に
米
国
女
性
に
代
理
出
産
を
依
頼
し
て
生
ま
れ
た
子
に
つ
い
て
、
品
川
区

に
出
生
届
を
受
理
す
る
よ
う
命
じ
た
東
京
高
裁
決
定
を
め
ぐ
る
向
井
亜
紀
・
高
田
延
彦
夫
妻
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
当
事
者
で
あ
り
知
名
度

も
あ
る
タ
レ
ン
ト
の
向
井
亜
紀
が
中
心
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
（
グ
ラ
フ
16
参
照
）
妻
の
名
が
夫
の
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名
に
先
ん
じ
る
ケ
ー
ス
の
件
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
が
当
事
者
で
あ
る

場
合
に
は
、
女
性
が
主
と
し
て
記
載
さ
れ
、
男
性
が

そ
れ
に
付
随
す
る
よ
う
な
表
現
も
除
々
に
出
て
き
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

家
族
・
親
・
夫
婦
の
代
表
と
し
て
女
性
名
が
使
わ

れ
て
い
た
の
は
合
計
で
三
三
件
、
そ
れ
に
対
し
て
男

性
名
が
使
わ
れ
て
い
た
の
は
合
計
五
四
件
、
お
よ
そ

四
対
六
の
女
男
比
で
あ
る
。

⑶

女
性
隠
し
」
表
現
の
経
年
変
化

グ
ラ
フ
16
は
、
家
族
・
保
護
者
・
夫
婦
の
代
表
と

し
て
女
性
と
男
性
が
ど
れ
ほ
ど
扱
わ
れ
た
か
の
経
年

変
化
を
み
た
も
の
で
あ
る
。「
家
族
の
代
表
」
と
し

て
男
性
名
が
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
初
回
調
査
の
八

五
年
に
は
相
当
数
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
、
増
減

を
繰
り
返
し
な
が
ら
あ
る
程
度
一
定
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
女
性
名
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
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グラフ16 家族・親・夫婦の代表の経年変化(単位：件)
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に
稀
で
あ
り
、
男
性
名
が
代
表
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
よ
う
。

親
の
代
表
」
と
し
て
男
性
名
が
用
い
ら
れ
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
こ
こ
で

も
女
性
が
代
表
す
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。

夫
婦
の
代
表
」
と
し
て
夫
が
代
表
す
る
ケ
ー
ス
は
、
〇
一
年
に
大
き
く
増
え
た
も
の
の
、
第
五
回
調
査
の
〇
六
年
に
は
減
少
し
た
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
微
増
傾
向
に
あ
っ
た
、
妻
が
代
表
す
る
事
例
が
大
き
く
増
え
、
女
男
比
率
は
四
五
％
対
五
五
％
と
半
ば
拮
抗
し
て

い
る
。
た
だ
し
今
回
は
、
向
井
亜
紀
夫
妻
に
関
す
る
記
述
が
多
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
今
回
限
り
の
こ

と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
か
ら
も
続
く
変
化
の
き
ざ
し
な
の
か
は
定
か
で
な
い
。
今
後
の
推
移
に
関
心
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
こ
の
間
、
日
本
の
夫
婦
関
係
、
家
族
関
係
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
そ
の
詳
細
な
論
考
は
他
の
研
究
書
に
ゆ
ず

13
）

る
が
、
先
に

紹
介
し
た
〇
五
年
一
月
二
一
日
毎
日
の
「
変
わ
り
ゆ
く
『
標
準
世
帯
』」
と
い
う
記
事
で
も
、
一
九
六
〇
年
に
は
四
・
一
四
人
だ
っ
た

平
均
世
帯
人
数
が
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
・
六
七
人
に
ま
で
減
り
、「『
標
準
世
帯
』（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
と
専
業
主
婦
の
妻
、
子
供
２

人
）
が
崩
れ
て
い
る
」
実
態
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
結
婚
し
な
い
単
身
の
女
男
、
子
の
い
な
い
夫
婦
、
母
子
・
父
子

家
庭
、
離
死
別
後
の
単
身
の
女
男
等
の
増
加
が
あ
る
。
家
族
・
世
帯
・
保
護
者
・
夫
婦
の
「
代
表
」
が
多
様
化
す
る
時
代
が
始
ま
っ
て

い
る
の
だ
。
新
聞
も
、
こ
う
し
た
変
化
を
踏
ま
え
て
、
世
帯
単
位
、
夫
婦
単
位
に
よ
る
報
道
、
男
性
（
夫
）
を
家
族
の
代
表
で
あ
る
こ

と
を
自
明
視
す
る
表
現
を
改
め
、
当
事
者
本
人
に
焦
点
を
あ
て
た
、
シ
ン
グ
ル
主
体
の
表
現
方
法
を
あ
み
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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Ⅲ

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
動
向

６

女
性
と
男
性
の
扱
い
が
異
な
る
二
重
規
準
表
現

⑴

男
性
は
〞
業
績
〝
や
〞
公
的
役
割
〝、
女
性
は
〞
美
〝
や
〞
ケ
ア
役
割
〝

女
男
が
同
じ
記
事
で
言
及
さ
れ
る
際
に
、
性
の
違
い
に
よ
り
異
な
っ
た
扱
い
や
評
価
が
な
さ
れ
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
は
、

新
聞
や
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
日
常
的
に
み
か
け
ら
れ
る
。

最
近
の
事
例
で
は
、
〇
八
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
米
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
女
性
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
と
男
性
の
バ
ラ

ク
・
オ
バ
マ
両
民
主
党
候
補
を
報
道
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
、
し
ば
し
ば
前
者
を
「
ヒ
ラ
リ
ー
」
と
下
の
名
で
呼
び
、

一
方
、
後
者
を
お
お
む
ね
「
オ
バ
マ
」
と
姓
で
呼
ん
で
い
た
の
が
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
が
、
一
国
の
大
統
領
候
補
を
、
公

的
な
姓
で
扱
わ
ず
に
私
的
と
も
い
え
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
称
す
る
の
は
、
そ
れ
が
〞
親
し
み
や
す
さ
〝
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と

い
う
理
屈
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
こ
と
自
体
も
含
め
て
、
女
男
が
二
重
の
規
準
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
、
共
和
党
の
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
候
補
の
副
大
統
領
候
補
と
し
て
、
ア
ラ
ス
カ
州
知
事
の
サ
ラ
・
ペ
イ
リ
ン
が
指
名
さ
れ
た

が
、
彼
女
に
つ
い
て
の
話
題
は
、
衣
装
代
や
そ
の
〞
無
知
さ
ぶ
り
〝
を
指
摘
す
る
報
道
に
終
始
し
た
き
ら
い
が
あ
る
。
ま
た
〇
八
年
秋

の
、
日
本
人
三
人
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
・
化
学
賞
受
賞
に
際
し
て
も
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、〞
変
わ
り
者
で
一
途
な
学
者

と
そ
れ
を
支
え
た
妻
〝
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
扱
い
を
す
る
言
説
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。

男
性
は
〞
業
績
〝
や
〞
公
的
役
割
〝、
女
性
は
〞
美
〝
や
〞
ケ
ア
役
割
〝」
と
い
う
両
性
に
異
な
っ
て
適
用
さ
れ
る
二
重
規
準
の
物
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差
し
は
、
私
た
ち
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
そ
の
も
の
に
も
い
ま
だ
に
深
く
根
ざ
し
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
は
無
批
判
に
、
そ
の
規

準
に
沿
っ
た
表
現
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
に
目
を
転
じ
る
と
、
同
一
の
記
事
に
お
い
て
女
性
と
男
性
と
で
取
り
上
げ
方
や
言
及
の
仕
方
が
異
な
る
典
型
的
な
ダ
ブ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
は
、
朝
日
一
件
、
毎
日
二
件
、
読
売
一
件
の
合
計
四
件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
朝
日
四
日
国
際
面
の
「
特
派
員
メ
モ
」
と
い
う
コ
ラ
ム
は
、
バ
ン
コ
ク
の
首
都
タ
イ
で
の
ク
ー
デ
タ
ー
取
材
に
関
す
る

雑
感
だ
が
、
陸
軍
司
令
部
前
で
の
様
子
を
「
戦
車
の
上
の
兵
士
に
バ
ラ
の
花
を
渡
す
女
性
や
『
ク
ー
デ
タ
ー
を
支
持
す
る
！
』
と
車
の

上
で
叫
ぶ
男
性
が
い
る
か
と
思
え
ば
」
と
記
述
し
、〞
女
性
は
花
、
男
性
は
示
威
行
動
〝
と
い
う
、
女
男
二
方
向
に
分
岐
し
た
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
を
用
い
て
い
る
。
実
際
に
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
支
持
す
る
と
叫
ん
だ
女
性
や
、
兵
士
に
差
し
入
れ
を
し
た
男
性
が
い
た
か
も

し
れ
な
い
の
に
、
で
あ
る
。

ま
た
、
毎
日
一
三
日
の
「
世
界
の
目
」
と
い
う
米
国
大
統
領
中
間
選
挙
を
扱
っ
た
コ
ラ
ム
で
は
、
本
選
挙
の
二
年
以
上
前
と
い
う
時

点
に
お
い
て
、
は
や
く
も
「
ヒ
ラ
リ
ー
氏
」
に
対
し
て
「
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
」
と
い
う
使
い
分
け
が
み
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
、
同
一
記
事
に
お
い
て
同
一
の
行
為
を
な
し
、
同
等
の
地
位
を
達
成
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
女
性
と
男
性
に
異
な
っ
た
尺
度
を
あ
て
は
め
る
二
重
規
準
表
現
は
、
今
回
、
あ
ま
り
目
に
つ
か
な
か
っ
た
。

⑵

同
一
記
事
中
に
み
ら
れ
る
女
性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
の
敬
称
の
使
い
分
け

こ
れ
ま
で
新
聞
で
は
、
典
型
的
な
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
と
し
て
同
一
記
事
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
に
対
し
て
は

「
さ
ん
」、
男
性
に
対
し
て
は
「
氏
」
と
い
う
敬
称
が
つ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。「
さ
ん
」
は
日
常
的
で
親
近
感

が
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
氏
」
は
フ
ォ
ー
マ
ル
か
つ
権
威
的
で
、「
さ
ん
」
よ
り
も
専
門
性
や
〞
格
〝
が
一
段
上
と
の
印
象
を
抱
か
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せ
る
。
た
と
え
ば
、
座
談
会
記
事
な
ど
で
女
性
と
男
性
が
出
る
際
に
、
男
性
は
「
○
岡
△
司
氏
」
女
性
は
「
○
野
△
美
さ
ん
」
と
紹
介

さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
そ
う
し
た
使
い
分
け
の
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
間
で
の
敬
称
の
使
い
分
け
に
関
し
、
記
事
中
に
お
け
る
人
物
の
登
場
パ
タ
ー
ン
を
、
一
つ
の
記
事
の
中
に

女
性
と
男
性
の
両
方
が
登
場
す
る
場
合
と
、
一
つ
の
記
事
の
中
に
女
性
の
み
ま
た
は
男
性
の
み
が
登
場
す
る
場
合
と
の
二
通
り
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
た
。
同
一
記
事
中
に
女
男
両
方
が
登
場
す
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
記
事
単
位
で
、
女
男
の
敬
称
が
使

い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
否
か
を
数
え
、
一
方
、
同
一
記
事
中
に
女
性
ま
た
は
男
性
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
登
場
す
る
記
事
に
つ
い
て

は
、
登
場
人
物
に
付
さ
れ
る
敬
称
を
女
男
別
に
す
べ
て
拾
い
上
げ
、
分
類
・
集
計
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
表
17
上
段
に
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
記
事
の
中
に
女
性
と
男
性
が
登
場
し
て
い
る
時
に
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
を
、
男
性

に
は
「
氏
」
を
つ
け
る
使
い
分
け
表
現
の
記
事
件
数
は
、
朝
日
七
件
、
毎
日
五
件
、
読
売
七
件
で
、
三
紙
合
計
一
九
件
み
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
、
乳
が
ん
早
期
発
見
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ザ
イ
ン
大
賞
」
授
与
に
つ
い
て
の
朝
日
四
日
の
記
事
は
、
最

優
秀
賞
受
賞
の
「
森
崎
み
な
み
さ
ん
」
に
対
し
て
、
審
査
委
員
男
性
は
、「
眞
木
準
氏
」「
中
村
禎
氏
」
と
記
し
て
い
た
。
ま
た
、
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
の
受
賞
を
報
じ
る
朝
日
一
三
日
夕
刊
文
化
面
で
は
、
初
の
ト
ル
コ
人
の
受
賞
者
が
「
オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク
氏
」
と
記
さ
れ

て
い
た
の
に
対
し
、
解
説
原
稿
を
寄
稿
し
た
翻
訳
者
は
「
和
久
井
路
子
さ
ん
」
と
な
っ
て
い
た
。
他
に
も
「
キ
ャ
ス
タ
ー
二
〇
年
目

安
藤
優
子
さ
ん
」
と
い
う
毎
日
二
日
の
記
事
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
点
で
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女

性
の
キ
ャ
ス
タ
ー
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
の
キ
ャ
ス
タ
ー
に
は
「
久
米
宏
氏
」
と
、「
氏
」
を
用
い
て
報
道
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
日
九

日
の
「
メ
デ
ィ
ア
事
情
」
欄
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
ベ
ッ
カ
ム
の
妻
を
「
ビ
ク
ト
リ
ア
さ
ん
」
と
書
く
一
方
で
、
豪
州
の
メ
デ
ィ
ア
王

は
「
ル
パ
ー
ト
・
マ
ー
ド
ッ
ク
氏
」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、「
緒
方
貞
子
さ
ん
」
と
「
安
藤
忠
雄
氏
」（
読
売
、
三
日
夕

刊
）、「
米
原
万
里
さ
ん
」
と
「
井
上
ひ
さ
し
氏
」（
読
売
、
六
日
夕
刊
）、「
向
井
亜
紀
さ
ん
」
と
弁
護
士
「
浜
野
健
氏
」（
読
売
、
九
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日
）、「
オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク
氏
」
と
「
俵

万
智
さ
ん
」（
読
売
、
一
五
日
）
な
ど
、

女
性
と
男
性
と
で
異
な
っ
た
敬
称
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。
同
じ
文
学
者
や
キ
ャ
ス
タ

ー
同
士
、
同
じ
有
名
人
同
士
で
あ
り
な
が

ら
、
同
一
の
敬
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い

も
の
が
、
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
同
一
記
事
中
で
女
の
子
に

「
ち
ゃ
ん
」
を
つ
け
、
男
の
子
に
は
「
君
」

を
つ
け
る
と
い
う
使
い
分
け
が
四
件
み
ら

れ
た
。

表
17
上
段
で
「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ

た
別
敬
称
は
、
二
〇
件
と
や
や
件
数
が
多

い
よ
う
に
み
え
る
が
、
お
と
な
に
は
「
さ

ん
」
の
呼
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
子
ど
も
は
「
ち
ゃ
ん
」
や
「
君
」

と
書
か
れ
て
い
る
も
の
（
お
お
む
ね
親
子

関
係
が
多
い
）、
あ
る
い
は
お
と
な
同
士
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表17 一般記事における敬称の使われ方
(単位：件)

朝日 毎日 読売 合計

女性「さん」／男性「氏」 7 5 7 19
女性「女史」／男性「氏」 0 0 0 0

女男で使い分け 女性「ちゃん」／男性「君」 3 1 0 4
その他女性と男性別敬称 3 7 10 20

小 計 13 13 17 43

同
一
記
事
中
に
女
男
両
方
が

登
場

女性「氏」／男性「氏」 36 21 15 72
女性「さん」／男性「さん」 80 73 99 252

女男とも同敬称 女性「ちゃん」／男性「ちゃ
ん」

0 1 0 1

その他女性と男性同一敬称 0 2 0 2

小 計 116 97 114 327

氏 33 19 19 71
女史 0 1 0 1
さん 225 301 354 880

女性単独使用 ちゃん 24 42 21 87
その他 0 0 0 0
女性ニックネーム 2 3 8 13

小 計 284 366 402 1052

同
一
記
事
中
に
一
方
の
性
が
単
一
敬
称

で
登
場

氏 1005 658 758 2421
さん 623 591 680 1894
君 53 11 20 84

男性単独使用 ちゃん 3 5 4 12
その他 0 1 0 1
男性ニックネーム 18 8 27 53

小 計 1702 1274 1489 4465

同性内で別敬称 19 22 11 52
その他の敬称使用 女男複数登場、其々敬称混在 4 7 10 21

性別不明 13 17 17 47



で
性
別
に
関
係
な
く
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
が
交
じ
っ

て
い
る
も
の
（
同
じ
記
事
の
中
で
も
、
政
治
家
・
作

家
な
ど
に
は
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
一

般
の
人
に
は
「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
傾
向

が
あ
り
、
こ
こ
で
も
や
は
り
「
権
威
」
の
有
無
が
使

い
分
け
の
軸
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
）、
あ

る
い
は
同
一
人
物
の
呼
称
に
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
が

混
在
し
て
い
る
も
の
な
ど
で
あ
っ
た
。

一
方
、
同
じ
記
事
の
中
に
女
性
と
男
性
の
両
方
が

登
場
し
、
か
つ
そ
の
敬
称
を
使
い
分
け
て
い
な
い
記

事
の
件
数
は
、
表
17
上
段
の
下
に
あ
る
よ
う
に
、
女

男
と
も
「
氏
」
の
場
合
は
、
朝
日
三
六
件
、
毎
日
二

一
件
、
読
売
一
五
件
の
計
七
二
件
、
女
男
と
も
「
さ

ん
」
の
場
合
は
、
朝
日
八
〇
件
、
毎
日
七
三
件
、
読

売
九
九
件
の
計
二
五
二
件
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
両

性
と
も
「
ち
ゃ
ん
」
が
計
一
件
、
そ
の
他
の
女
男
同

一
敬
称
の
記
事
が
計
二
件
み
ら
れ
た
。
女
男
が
同
じ

記
事
に
登
場
す
る
際
に
敬
称
を
使
い
分
け
る
ケ
ー
ス
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グラフ17 同一記事における敬称の違い(３紙合計)(単位：件)

そ
の
他
女
性
と
男
性
同
一
敬
称

女
性

ち
ゃ
ん
」／
男
性

ち
ゃ
ん
」

女
性

さ
ん
」／
男
性

さ
ん
」

女
性

氏
」／
男
性

氏
」

そ
の
他
女
性
と
男
性
別
敬
称

女
性

ち
ゃ
ん
」／
男
性

君
」

女
性

女
史
」／
男
性

氏
」

女
性

さ
ん
」／
男
性

氏
」

同一記事で別敬称(43件) 同一記事で同敬称(327件)
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は
、
三
紙
合
計
で
四
三
件
な
の
に
対
し
、
ど
ち
ら
も
同
じ
敬
称
を
用
い
た
記
事
は
、
三
紙
合
計
で
三
二
七
件
と
、
八
倍
近
く
に
達
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
一
記
事
内
で
両
性
に
言
及
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、「
氏
」
と
「
さ
ん
」
を
使
い
分
け
な
い
ケ
ー
ス
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
敬
称
が
用
い
ら
れ
た
記
事
を
読
ん
で
も
、
何
ら
違
和
感
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
一
方
、
敬
称
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
記
事
の
方
は
、
か
え
っ
て
何
か
不
自
然
で
、
読
み
に
く
い
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。
グ

ラ
フ
17
は
、
同
一
記
事
内
で
性
に
よ
り
異
な
っ
た
敬
称
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
の
件
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
一
記
事
内
で
は
同
一
敬
称
が
主
流
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
別
敬
称
も
い
ま
だ
に
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
み
て
取
れ
る
。

⑶

単
独
出
現
の
場
合
に
み
ら
れ
る
女
性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
の
傾
向

次
に
、
一
つ
の
記
事
中
に
女
男
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
登
場
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
人
び
と
に
付
さ
れ
た
敬
称
を
、
女
男

別
に
全
て
数
え
あ
げ
て
み
た
。
表
17
中
段
に
あ
る
よ
う
に
、
一
つ
の
記
事
の
中
に
女
性
の
み
が
「
氏
」
と
い
う
統
一
さ
れ
た
呼
称
つ
き

で
登
場
す
る
件
数
は
、
朝
日
三
三
件
、
毎
日
一
九
件
、
読
売
一
九
件
の
計
七
一
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、
女
性
の
み
が
「
さ
ん
」
と
い
う

統
一
さ
れ
た
呼
称
つ
き
で
登
場
す
る
件
数
は
、
朝
日
二
二
五
件
、
毎
日
三
〇
一
件
、
読
売
三
五
四
件
の
計
八
八
〇
件
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
女
性
が
「
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
統
一
さ
れ
た
呼
称
で
登
場
す
る
件
数
は
、
朝
日
二
四
件
、
毎
日
四
二
件
、
読
売
二
一
件
の
計
八
七
件

で
、
女
性
が
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
ピ
ン
ク
の
携
帯
電
話
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
紹
介
す
る
記
事
の
中
の
「
エ

ビ
ち
ゃ
ん
」（
朝
日
、
三
日
）
や
、
参
議
院
議
員
と
な
っ
た
神
取
忍
が
か
つ
て
呼
ば
れ
た
「
ミ
ス
タ
ー
女
子
プ
ロ
レ
ス
」（
毎
日
、
一
一

日
夕
刊
）、「
お
せ
い
さ
ん
」（
読
売
、
一
五
日
）
な
ど
、
計
一
三
件
で
あ
っ
た
。

今
回
一
件
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
は
、
も
は
や
死
語
と
な
っ
た
観
が
あ
る
。

一
方
、
一
つ
の
記
事
中
で
、
男
性
の
み
が
登
場
し
、
そ
の
呼
称
が
「
氏
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
記
事
へ
の
男
性
の
登
場
回
数
は
、
朝
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日
一
〇
〇
五
件
、
毎
日
六
五
八
件
、
読
売
七
五
八
件
と
計
二
四
二
一
件
に
の
ぼ
り
、
一
方
「
さ
ん
」
で
統
一
さ
れ
た
記
事
へ
の
男
性
の

登
場
回
数
は
、
朝
日
六
二
三
件
、
毎
日
五
九
一
件
、
読
売
六
八
〇
件
の
計
一
八
九
四
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、「
君
」
で
統
一
さ
れ

た
記
事
へ
の
男
性
の
登
場
回
数
は
、
朝
日
五
三
件
、
毎
日
一
一
件
、
読
売
二
〇
件
の
計
八
四
件
、「
ち
ゃ
ん
」
の
み
が
使
用
さ
れ
て
い

る
記
事
へ
の
男
性
の
登
場
回
数
は
計
一
二
件
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
男
性
で
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
使
用
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
た
が
、
特
に
元
ス
ケ
ー
ト
連
盟
会
長
ら
の
背
任
容
疑
に
よ
る

逮
捕
を
報
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
元
会
長
が
「（
ス
ケ
ー
ト
界
の
）
ド
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
各
紙
が
書
い
た
た
め
、
計
五
三

件
と
数
値
が
大
き
く
上
が
っ
た
。
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
は
、
ほ
か
に
も
、
中
日
の
優
勝
を
報
じ
る
記
事
中
の
「
ミ
ス
タ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」

（
朝
日
、
五
日
、
読
売
、
一
一
日
）
や
、
教
育
再
生
会
議
に
起
用
さ
れ
た
「
ヤ
ン
キ
ー
先
生
」（
朝
日
、
七
日
）
な
ど
が
み
ら
れ
、
さ
ら

に
「
お
祭
り
男
」（
読
売
、
二
日
、
一
二
日
）、「
シ
リ
ー
ズ
男
」（
読
売
、
五
日
）、「
ブ
レ
ー
キ
男
」（
読
売
、
五
日
）、「
実
現
男
」（
読

売
、
一
一
日
）
な
ど
、「
○
○
男
」
と
い
う
男
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
呼
称
が
目
立
っ
た
。

三
紙
を
合
計
し
た
値
で
み
る
と
、
グ
ラ
フ
18
に
示
し
た
よ
う
に
、
女
性
に
対
し
て
「
氏
」
の
み
が
用
い
ら
れ
る
回
数
は
七
一
件
で
あ

る
の
に
対
し
、
男
性
が
「
氏
」
の
み
を
使
用
さ
れ
る
回
数
は
、
二
四
二
一
件
と
、
三
〇
倍
近
い
開
き
が
あ
る
。
一
方
、
女
性
に
対
し

「
さ
ん
」
の
み
が
使
わ
れ
る
回
数
は
、
八
八
〇
件
あ
る
の
に
対
し
、
男
性
に
対
し
「
さ
ん
」
の
み
が
使
用
さ
れ
る
回
数
は
一
八
九
四
件

で
、
二
倍
強
の
開
き
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
比
率
化
し
た
グ
ラ
フ
19
を
み
れ
ば
、
女
性
と
男
性
に
対
す
る
敬
称
の
つ
け
ら
れ
方

の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
が
単
独
で
登
場
す
る
場
合
に
は
、「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
八
割
以
上
に
達

し
て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
が
単
独
で
登
場
す
る
時
に
は
、「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
半
数
以
上
に
の
ぼ
る
、
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。

表
17
最
下
段
の
そ
の
他
の
敬
称
使
用
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
同
性
の
別
人
物
が
登
場
す
る
場
合
に
、
た
と
え
ば
母
親
に
は
「
さ
ん
」、
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グラフ19 同一記事中に女男どちらかが統一敬称で登場する際の
女男別敬称内訳比率(３紙合計)

単独使用の
女性敬称
(1052件)

単独使用の
男性敬称
(4465件)
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グラフ18 同一記事中に女男どちらかが統一敬称で登場する際の
女男別敬称(３紙合計)(単位：件)
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娘
に
は
「
ち
ゃ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
複
数
の
男
性
に
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
が
混
じ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の

な
ど
が
合
わ
せ
て
五
二
件
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
女
男
が
複
数
登
場
し
、
女
男
の
別
な
く
敬
称
が
混
在
す
る
も
の
が
二
一
件
数
え
ら
れ

た
。
後
者
の
例
と
し
て
は
、
読
売
一
二
日
の
よ
う
に
、
作
家
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
読
書
面
で
、「
島
田
雅
彦
さ
ん
」「
金
原
ひ
と
み
さ
ん
」

「
金
原
瑞
人
氏
」「
林
真
理
子
さ
ん
」「
阿
川
弘
之
さ
ん
」「
嶋
田
順
好
さ
ん
」
と
、
一
貫
し
な
い
敬
称
を
使
用
し
て
い
る
記
事
が
あ
げ
ら

れ
る
。
な
お
、「
Ａ
さ
ん
」
の
よ
う
な
匿
名
や
、
ネ
ッ
ト
の
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
、
姓
だ
け
が
書
か
れ
て
い
て
、
性
別
が
判
明
し
な
い
も

の
は
四
七
件
み
ら
れ
た
。

⑷

さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
の
経
年
変
化

敬
称
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
、
三
紙
合
計
の
過
去
の
デ
ー
タ
を
一
覧
し
た
も
の
が
表
18
で
あ
る
。
同
一
記
事
中
で
女
性
が
「
さ
ん
」、

男
性
で
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
記
事
件
数
は
、
八
五
年
一
二
件
、
九
一
年
二
五
件
、
九
六
年
三
六
件
と

年
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
き
て
い
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
は
七
件
へ
と
減
じ
、
今
回
の
〇
六
年
調
査
で
は
ま
た
一
九
件
へ
と
増
加
し

た
。
こ
れ
ら
の
増
減
は
、
期
間
中
に
登
場
す
る
人
物
の
数
や
ト
ピ
ッ
ク
に
よ
っ
て
も
変
動
す
る
の
で
、
確
か
な
傾
向
は
つ
か
み
に
く
い

が
、
女
性
も
男
性
も
「
氏
」
で
統
一
す
る
記
事
が
九
六
年
に
明
ら
か
に
増
え
た
こ
と
、
ま
た
当
初
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
か
っ
た
女
性

も
男
性
も
「
さ
ん
」
で
統
一
す
る
記
事
が
、
九
六
年
を
境
に
一
定
程
度
存
在
し
、
今
回
は
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
敬
称
の
性
に

よ
る
使
い
分
け
は
徐
々
に
減
じ
て
き
て
お
り
、
両
性
に
同
じ
敬
称
が
つ
け
ら
れ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
女
性
に
「
女
史
」
を
、
男
性
に
「
氏
」
を
つ
け
る
組
み
合
わ
せ
は
も
は
や
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
同
じ
記
事
の
中
で
一
方
の
性
が
単
一
の
敬
称
で
登
場
す
る
場
合
の
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
登
場
件
数
の
推
移
を
み
る
と
、
ま

ず
女
性
に
対
す
る
「
氏
」
の
使
用
は
、
八
五
年
に
は
皆
無
だ
っ
た
も
の
が
、
九
一
年
に
は
二
件
、
九
六
年
に
は
二
七
件
、
二
〇
〇
一
年
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に
は
五
〇
件
、
〇
六
年
に
は
七
一
件
へ
と
、
確
実
に
増
加
し
て

き
て
い
る
。
そ
の
反
対
に
、
単
独
で
「
女
史
」
を
使
用
す
る
ケ

ー
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
さ

ん
」
使
用
に
関
し
て
は
、
登
場
人
物
が
増
え
て
き
て
い
る
た
め

か
、
あ
る
い
は
一
つ
の
記
事
の
中
で
同
一
人
物
の
名
が
繰
り
返

し
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
た
め
か
、
女
性
男
性
と
も
に
増

加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
の
あ
る
九
六
年
と
〇
六
年
と
を

比
較
し
て
み
る
と
、
同
一
記
事
中
で
女
性
が
単
一
の
敬
称
で
登

場
す
る
数
は
三
六
八
件
か
ら
一
〇
五
二
件
に
増
え
、
こ
の
間
に

二
・
九
倍
の
伸
び
を
示
し
た
の
に
対
し
、
同
一
記
事
中
で
男
性

が
単
一
の
敬
称
で
登
場
す
る
数
は
、
一
六
六
七
件
か
ら
四
四
六

五
件
へ
と
増
え
、
増
加
率
は
二
・
七
倍
で
、
女
男
ほ
ぼ
同
様
の

伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
登
場
者
の
絶
対
数
は
、
女

男
間
で
い
ま
だ
に
四
倍
も
の
開
き
が
あ
る
。

ま
た
、
表
18
に
よ
り
、
同
一
記
事
中
に
、
一
方
の
性
が
単
一

敬
称
で
登
場
す
る
場
合
の
敬
称
別
内
訳
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず

「
氏
」
で
は
、
九
六
年
に
は
、
女
性
の
「
氏
」
二
七
件
に
対
し

男
性
の
「
氏
」
は
八
七
五
件
と
、
一
対
三
二
・
四
の
開
き
で
あ
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表18 一般記事における敬称の使われ方の経年変化(３紙合計)
(単位：件)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年

女性「さん」／男性「氏」 12 25 36 7 19
女男で使い
分け

女性「女史」／男性「氏」 4 7 0 0 0
その他女性と男性別敬称 － － 46 13 24

小 計 16 32 82 20 43

同
一
記
事
中
に
女
男

両
方
が
登
場 女性「氏」／男性「氏」 0 5 83 37 72

女男とも同
敬称

女性「さん」／男性「さん」 － － 204 148 252
その他女性と男性同一敬称 － － 13 7 3

小 計 0 5 300 192 327

氏 0 2 27 50 71
女史 32 40 10 1 1

女性単独使
用

さん － － 319 793 880
その他 － － 12 40 87
ニックネーム － － － 24 13

小 計 32 42 368 908 1052

同
一
記
事
中
に
一
方
の
性
が

単
一
敬
称
で
登
場 氏 － 738 875 2041 2421

さん － － 684 1855 1894
男性単独使
用

その他 － － 108 66 97
ニックネーム － － － 28 53

小 計 － 738 1667 3990 4465

＊－印は未調査



っ
た
が
、
〇
六
年
の
そ
れ
は
、
七
一
件
と
二
四
二
一
件
で
、
一
対
三
四
・
一
へ
と
ほ
ん
の
少
し
差
が
開
い
た
。
同
様
に
、
九
六
年
の
女

性
の
「
さ
ん
」
は
三
一
九
件
で
、
一
方
男
性
の
「
さ
ん
」
は
六
八
四
件
と
、
一
対
二
・
一
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
〇
六
年
は
そ
れ
ぞ
れ

八
八
〇
件
と
一
八
九
四
件
で
、
比
率
は
一
対
二
・
二
と
、
ほ
と

ん
ど
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
単
一
の
人
物
が
登
場
す
る
新
聞
記

事
に
お
い
て
敬
称
が
付
さ
れ
る
際
に
は
、
男
性
に
「
氏
」
が
、

女
性
に
は
「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
や
す
い
と
い
う
傾
向
は
あ
い

か
わ
ら
ず
継
続
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

⑸

死
亡
記
事
に
お
け
る
敬
称
の
使
い
分
け

こ
れ
ま
で
は
一
般
記
事
に
お
け
る
性
別
に
よ
る
敬
称
の
使
い

分
け
を
み
て
き
た
が
、
次
に
、
同
一
の
記
事
の
中
に
死
者
と
喪

主
な
ど
が
セ
ッ
ト
で
出
て
く
る
死
亡
記
事
に
お
い
て
、
敬
称
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
、
み
て
み
よ
う
。

新
聞
で
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
、
死
亡
者
本
人
で
あ
れ
、
喪

主
で
あ
れ
、
男
性
に
は
「
氏
」、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
が
機
械

的
に
つ
け
ら
れ
る
慣
習
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
の

「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
毎
日
が
九
九
年
か
ら
、

朝
日
が
〇
二
年
か
ら
訃
報
欄
に
お
け
る
敬
称
使
い
分
け
を
や
め
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表19 死亡記事における敬称の使われ方
(単位：件)

朝日 毎日 読売 合計

女性「さん」／男性「氏」 0 1 18 19

女男で使い分け
女性「女史」／男性「氏」 0 0 0 0
その他女性と男性別敬称 0 1 0 1

小 計 0 2 18 20

女性「氏」／男性「氏」 0 0 0 0
女性「さん」／男性「さん」 23 24 0 47

女男とも同敬称
その他女性と男性同一敬称 0 0 0 0
女性「さん」同士 0 0 0 0
男性「さん」同士 8 6 8 22

小 計 31 30 8 69

氏 0 0 0 0
女史 0 0 0 0

女性単独使用 さん 4 5 1 10
その他 0 0 0 0

小 計 4 5 1 10

氏 1 0 9 10
さん 16 9 5 30

男性単独使用 君 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

小 計 17 9 14 40



て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
回
、
死
亡
記
事
に
お
け
る
敬
称

の
使
い
分
け
は
、
表
19
、
グ
ラ
フ
20
に
示
す
よ
う
な
結
果

と
な
っ
た
。

表
19
最
上
段
を
み
る
と
、
女
性
が
「
さ
ん
」、
男
性
が

「
氏
」
の
使
い
分
け
は
、
朝
日
ゼ
ロ
、
毎
日
一
件
、
読
売

一
八
件
と
な
っ
て
い
る
。
使
い
分
け
を
や
め
た
は
ず
の
毎

日
で
一
件
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
通
例
の
社
会
面
下
の

訃
報
欄
に
載
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
国
際
面
に
掲
載
さ
れ

た
共
同
通
信
配
信
の
死
亡
記
事
で
、「
劉
少
奇
氏
」
の
妻

「
王
光
美
さ
ん
」
の
氏
を
伝
え
る
も
の
だ
っ
た
（
一
五

日
）。
ま
た
、
毎
日
に
は
も
う
一
件
、「
そ
の
他
女
性
と
男

性
の
別
敬
称
」
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
訃
報
欄
に
載
っ

た
「
鶴
見
和
子
さ
ん
を
し
の
ぶ
会
」
の
案
内
で
あ
り
、

「
鶴
見
和
子
さ
ん
」
以
外
は
「
鶴
見
氏
」「
石
牟
礼
道
子

氏
」「
武
者
小
路
公
秀
氏
」
な
ど
「
氏
」
が
用
い
ら
れ
て

い
た
（
一
二
日
）。
し
た
が
っ
て
、
表
19
二
段
目
に
み
る

よ
う
に
、
原
則
と
し
て
死
亡
記
事
に
お
け
る
男
性
は

「
氏
」、
女
性
は
「
さ
ん
」
の
セ
ッ
ト
表
現
を
廃
止
し
た
朝
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グラフ20 死亡記事の敬称使い分け(３紙合計)(単位：件)

男
性

さ
ん
」
同
士

女
性

さ
ん
」
同
士

そ
の
他
女
性
と
男
性
同
一
敬
称

女
性

ち
ゃ
ん
」／
男
性

ち
ゃ
ん
」

女
性

さ
ん
」／
男
性

さ
ん
」

女
性

氏
」／
男
性

氏
」

そ
の
他
女
性
と
男
性
別
敬
称

女
性

ち
ゃ
ん
」／
男
性

君
」

女
性

女
史
」／
男
性

氏
」

女
性

さ
ん
」／
男
性

氏
」

別敬称(20件) 同一敬称(69件)

50

40

30

20

10

0

19

0 0 1 0

47

0 0 0

2

⎭ ――――――――⎬―――――――― ⎫⎭―――――⎬―――――⎫



日
と
毎
日
で
は
、
女
性
と
男
性
の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
に
は
、
敬
称
は
「
さ
ん
」
で
統
一
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
男
性
同
士
の
場
合
も
「
さ
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。
読
売
で
も
、
男
性
同
士
の
場

合
、「
氏
」
で
は
な
く
、「
さ
ん
」
で
統
一
さ
れ
て
い
た
。

死
亡
者
本
人
が
単
独
で
掲
載
さ
れ
る
場
合
を
み
る
と
、
表
19
下
段
に
示
し
た
よ
う
に
、
女
性
は

全
紙
と
も
「
さ
ん
」
づ
け
と
な
っ
て
い
る
が
、
男
性
は
、
朝
日
と
毎
日
で
ほ
ぼ
「
さ
ん
」
づ
け
、

読
売
は
「
氏
」
九
人
、「
さ
ん
」
五
人
と
、「
氏
」
と
「
さ
ん
」
が
混
在
し
て
い
る
。

⑹

死
亡
記
事
に
お
け
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
の
経
年
変
化

三
紙
を
合
計
し
た
死
亡
記
事
に
お
け
る
性
別
に
よ
る
敬
称
の
使
い
方
の
推
移
は
、
表
20
に
示
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
以
前
の
調
査
と
の
比
較
を
可
能
に
す
る
た
め
、
一
方
の
性
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
単
独
出
現
の
場
合
と
複
数
出
現
の
場
合
を
合
算
し
て
表
20
の
三
段
目
、
四

段
目
に
表
示
し
た
。
前
回
調
査
時
の
毎
日
に
続
い
て
今
回
朝
日
が
使
い
分
け
を
や
め
た
た
め
、
女

性
を
「
さ
ん
」、
男
性
を
「
氏
」
で
呼
称
す
る
死
亡
記
事
の
数
は
明
ら
か
に
減
り
、
か
わ
り
に
女

性
と
男
性
を
「
さ
ん
」
で
統
一
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
男
性
が
単
独
な
い
し
複
数
で
登
場

す
る
場
合
の
「
氏
」
の
使
用
も
明
確
に
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
逆
に
「
さ
ん
」
の
使
用
が
増
加
し
て

い
る
。
女
性
が
単
独
な
い
し
複
数
で
登
場
す
る
時
の
「
さ
ん
」
は
横
ば
い
で
、「
氏
」
は
ほ
と
ん

ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
死
亡
記
事
に
は
、
男
性
の
「
氏
」
が
、
多

少
残
っ
て
い
る
。
今
後
の
動
向
は
、
読
売
が
方
針
を
変
え
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
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表20 死亡記事における敬称の使われ方の経年変化(３紙合計)
(単位：件)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年

女男で使い分け 女性 さん」／男性 氏」 153 181 129 72 19

女男とも同敬称 女性 さん」／男性 さん」 0 0 0 41 47

女 性
氏(単独および複数）
さん(単独および複数）

0
5

0
9

1
3

0
6

0
10

男 性
氏(単独および複数）
さん(単独および複数）

30
0

103
0

95
3

39
19

9
53

そ の 他 1 13 6 0 1

合 計 189 306 237 177 139



よ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
死
亡
記
事
で
は
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
を
性
別
で
使
い
分
け
る
二
重
規
準
表
現
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
改
ま

っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
一
般
記
事
に
お
け
る
使
い
分
け
の
慣
習
は
、
い
ま
だ
払
拭
さ
れ
た
と
は
い
い
難
い
。
新
聞
紙
面
に
お
け
る
女

男
の
平
等
な
扱
い
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
一
般
記
事
に
お
い
て
も
訃
報
欄
に
な
ら
い
、「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

⑺

女
性
を
姓
で
な
く
名
で
あ
ら
わ
す
二
重
規
準
表
現

女
性
の
姓
名
に
つ
い
て
、
必
然
性
が
な
い
の
に
、
時
に
は
意
識
的
に
、
下
の
名
の
み
で
呼
称
す
る
記
事
や
見
出
し
も
多
い
。
女
性
を

公
的
に
処
遇
す
べ
き
場
合
に
も
、
女
性
を
私
的
な
存
在
と
し
て
扱
う
こ
の
よ
う
な
新
聞
の
〞
方
法
〝
も
、
二
重
規
準
表
現
の
一
種
で
あ

る
。
今
回
は
、
安
倍
晋
三
首
相
と
田
中
真
紀
子
議
員
と
の
国
会
で
の
質
疑
応
答
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
真
紀
子
議
員
」（
朝

日
、
六
日
夕
刊
）、「
真
紀
子
氏
」「
真
紀
子
節
」「
真
紀
子
さ
ん
」（
読
売
、
六
日
夕
刊
）
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
安
倍
首

相
が
「
晋
三
氏
」「
晋
三
さ
ん
」
な
ど
と
記
述
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
独
特
の
声
や
し
ゃ
べ
り
方
で
強
烈
に
人
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
田
中
真
紀
子
議
員
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
単
な
る
「
田
中
」
で
は
駄
目
で
、
是
非
と
も
「
真
紀
子
」
と
い
う

下
の
名
で
呼
ば
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
九
〇
年
代
末
に
殺
害
さ
れ
た
ル
ー
シ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ

ン
と
い
う
女
性
の
被
告
男
性
へ
の
判
決
や
支
払
っ
た
お
悔
や
み
金
な
ど
を
報
じ
る
記
事
は
、
多
く
が
「
ル
ー
シ
ー
さ
ん
」「
ル
ー
シ
ー

氏
」（
毎
日
、
一
日
・
四
日
、
読
売
、
四
日
）
と
下
の
名
の
み
で
記
述
し
て
い
た
。「
ブ
ラ
ッ
ク
マ﹅
ン﹅
（
傍
点
筆
者
）」
で
は
女
性
イ
メ

ー
ジ
が
伝
わ
ら
な
い
と
考
え
て
の
意
図
的
な
記
述
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
い
っ
た
、
女
性
を
姓
名
ま
た
は
姓
を
用
い
ず
に
下
の
名
だ
け
で
扱
う
表
現
は
、
朝
日
一
一
件
、
毎
日
三
五
件
、
読
売
三
一
件
で
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合
計
七
七
件
み
ら
れ
た
。
先
述
し
た
「
ヒ
ラ
リ
ー
」
も
そ
う
だ
が
、
公
的
な
姓
で
は
な
く
私
的
な
名
を
わ
ざ
わ
ざ
紙
面
上
で
使
う
こ
と

に
は
、〞
親
し
み
を
込
め
て
〝
を
理
由
に
安
易
に
肩
に
ふ
れ
る
よ
う
な
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
で
、
男
性
を
下
の
名
の
み
で
あ
ら
わ
す
ケ
ー
ス
は
、
朝
日
で
一
三
件
、
毎
日
で
二
二
件
、
読
売
で
三
一
件
の
、
合
計
六
六
件
が

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
一
見
、
女
性
を
名
の
み
で
あ
ら
わ
す
表
現
と
量
的
に
拮
抗
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
そ
の
内
訳
は
、
米

大
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
「
イ
チ
ロ
ー
」
が
朝
日
二
件
、
毎
日
五
件
、
読
売
三
件
、「
秀
喜
」「
ヒ
デ
キ
」（
松
井
秀
喜
）
が
毎
日
二
件
、

読
売
六
件
、
夏
の
甲
子
園
大
会
で
活
躍
し
「
ハ
ン
カ
チ
王
子
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
与
え
ら
れ
た
高
校
生
斎
藤
祐
樹
を
「
祐
樹
君
」

「
祐
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ
ケ
ー
ス
が
朝
日
一
件
、
毎
日
三
件
、
読
売
四
件
な
ど
の
ほ
か
、
タ
レ
ン
ト
の
大
橋
巨
泉
を
「
巨
泉
さ
ん
」（
毎

日
、
一
一
日
夕
刊
）、
坂
本
九
を
「
九
さ
ん
」（
毎
日
、
一
四
日
夕
刊
）
な
ど
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
タ
レ
ン
ト
が
大

半
を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
政
治
的
、
社
会
的
公
共
圏
で
活
躍
す
る
男
性
や
事
件
の
被
害
者
の
男
性
が
、
下
の
名
の
み
で
記
述

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
が
、
一
九
八
五
年
以
来
、
ほ
ぼ
五
年
お
き
に
実
施
し
今
回
五
回
目
と
な
る
、
新
聞
紙
面

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
関
す
る
量
的
調
査
の
結
果
に
関
し
、
女
性
を
強
調
す
る
表
現
、
女
性
を
隠
す
表
現
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
表
現
の
三
つ
の
側
面
か
ら
分
析
を
行
っ
た
。
対
象
と
し
た
の
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
朝
日
、
毎
日
、
読

売
の
朝
夕
刊
で
あ
る
。
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こ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
女
性
を
強
調
す
る
表
現
が
相
変
わ
ら
ず
多
い
と
い
う
実
態
で
あ
る
。
女
性
冠
詞

と
男
性
冠
詞
の
比
率
は
七
対
三
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
男
性
の
そ
れ
と
の
比
率
は
五
対
五
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
を

あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と
男
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
比
率
は
八
対
二
、
女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
と
男
性
に
対
す
る
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
表
現
の
比
率
は
五
・
五
対
四
・
五
と
い
っ
た
よ
う
に
、
性
別
を
含
む
職
業
語
の
場
合
を
除
い
て
、
女
性
を
強
調
す
る
表
現
が

男
性
を
強
調
す
る
表
現
よ
り
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

一
方
に
お
い
て
、
経
年
比
較
で
み
た
場
合
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
強
調
す
る
表
現
に
お
け
る
女
男
間
の
開
き
は
、
徐
々
に
縮
小
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
女
性
冠
詞
や
女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
男
性
冠
詞

や
男
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
女
男
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
強

調
す
る
傾
向
が
増
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

性
別
を
含
む
職
業
語
に
関
し
て
は
、
出
現
頻
度
に
お
い
て
は
女
男
拮
抗
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
明
ら
か
に
分
岐
し
て
い

る
。
女
性
の
性
が
含
ま
れ
た
職
業
語
に
は
、
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
他
者
配
慮
性
を
と
も
な
う
も
の
が
多
い
が
、
男
性
の
性
を
含
む
職

業
語
に
は
、
企
業
へ
の
帰
属
や
目
的
追
求
が
前
面
に
出
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
語
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本

社
会
に
根
強
い
性
に
よ
る
職
務
分
離
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
助
長
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。

ま
た
、
男
性
の
性
を
含
む
職
業
語
の
う
ち
で
常
に
上
位
を
占
め
て
き
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
に
関
し
て
は
、
医
療
保
険
や
税
制
、
年

金
問
題
な
ど
を
議
論
す
る
際
に
、
女
男
を
含
め
た
勤
め
人
一
般
や
職
業
の
代
表
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
語
は
、
学
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
性
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
、
こ
れ
ら
喫
緊
の
課
題
を
論
じ

て
い
く
際
に
、
人
口
の
半
数
を
占
め
る
女
性
の
存
在
を
排
除
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

第
二
に
、
女
性
が
背
後
に
隠
さ
れ
て
し
ま
う
表
現
に
つ
い
て
み
る
と
、
家
族
、
保
護
者
、
夫
婦
の
代
表
と
し
て
男
性
名
が
使
わ
れ
る

130國學院法學第46巻第4号 (2009)



傾
向
が
今
で
も
強
く
、
女
男
比
は
四
対
六
で
あ
る
。
家
族
や
夫
婦
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
世
帯
や
夫
中
心
の
表

現
は
、
も
は
や
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
三
に
、
同
じ
記
事
の
中
で
、
女
性
と
男
性
の
扱
い
方
が
異
な
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
に
関
し
て
、
ま
ず
、
そ
の
典
型
で
あ

る
同
一
記
事
中
に
お
け
る
女
性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
の
敬
称
の
使
い
分
け
を
み
る
と
、
前
回
よ
り
増
え
て
は
い
る
も
の

の
、
一
方
で
女
男
と
も
「
氏
」
な
い
し
「
さ
ん
」
で
統
一
表
記
す
る
記
事
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
男
に
同
じ
敬
称
が
つ
け
ら

れ
る
方
向
に
、
徐
々
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
女
性
ま
た
は
男
性
が
単
独
で
記
事
中
に
出
現
す
る
場
合
は
、
女

性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
、
今
で
も
継
続
し
て
い
る
。

死
亡
記
事
に
お
い
て
定
型
化
さ
れ
た
女
性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
と
い
う
使
い
分
け
は
、
朝
日
と
毎
日
が
両
性
に
対
し

「
さ
ん
」
の
呼
称
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
総
体
と
し
て
の
使
い
分
け
の
件
数
は
、
以
前
よ
り
も
大
幅
に
減
じ
る
こ
と
と
な

14
）

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
女
性
を
男
性
と
同
様
、
公
的
に
処
遇
す
べ
き
場
合
に
、
姓
で
は
な
く
名
を
用
い
る
こ
と
で
私
的
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う

に
扱
う
二
重
規
準
表
現
は
、
い
ま
だ
健
在
だ
と
い
え
よ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
新
聞
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
は
、
一
方
で
は
薄
ら
い
で
い
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
他
方
で
は
強
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
新
聞
制
作
者
側
は
、
人
物
を
表
現
す
る
に
際
し
て
、
多
様
な
属
性
の
一
つ
に
す
ぎ
な

い
性
別
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
収
斂
し
た
表
現
を
用
い
た
り
、
事
件
報
道
に
あ
た
っ
て
、
性
別
が
そ
の
で
き
ご
と
の
本
質
的
要
因
を
形

づ
く
っ
て
い
な
い
場
合
に
も
、
結
果
的
に
当
事
者
の
性
別
を
強
調
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
の
記
事
表
現
の
慣
習
的
〞
方
法
〝

に
つ
い
て
、
今
一
度
吟
味
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
と
ば
や
表
現
は
、
状
況
を
定
義
し
、
境
界
を
設
定
し
、
認
識
を
つ
く
り
、
社
会
関
係
を
生
み
出
す
。
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
、

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
量
の
購
読
者
を
擁
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
信
頼
性
も
高
く
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
規
範
的
な
役
割
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を
有
し
て
い
る
。
新
聞
が
、
ま
ず
も
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
再
生
産
機
能
を
再
認
識
し
、
変
革
し
て
い
く
こ
と

が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
る
公
共
性
を
紡
ぎ
出
す
重
要
な
契
機
に
な
る
こ
と
を
、
筆
者
た
ち
は
、
ほ
ぼ
二
〇
年

目
の
「
定
点
観
測
」
を
終
え
た
現
在
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。

注１
）

一
九
八
五
年
調
査
は
、
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

性
差
別
表
現
の
量
的
分
析
を
中

心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
八
七
〜
一
一
九
頁
、
九
一
年
調
査
は
、
同
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
そ
の
２
）

性
差
別
表
現
を
め
ぐ
る
一
九
九
一
年
の
紙
面
分
析
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
三
二
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
年
、
一
一
七
〜
一

七
九
頁
、
九
六
年
調
査
は
、
同
「
新
聞
は
女
性
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
一
九
九
六
年
調
査
よ

り

」『
国
学
院
法
学
』
第
三
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年
、
八
五
〜
一
五
〇
ペ
ー
ジ
、
二
〇
〇
一
年
調
査
は
、
同
「
新
聞
に
お
い
て
女
性
は
ど
の
よ

う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
第
四
回
調
査
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
四
三
巻
第
四
号
、
二
〇
〇

六
年
、
六
九
〜
一
六
二
頁
に
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
て
い
る
。

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
八
六
年
に
家
庭
面
の
分
析
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
同
「
新
聞
家
庭
面
の
女
性
学

性
別
面
建
て
の
歴
史
と
そ
の
改
廃
を
め
ぐ
っ
て

」『
国
学
院
法
学
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
、
一
〜
四
九
頁
に
、
九
六
年
に
新
聞
求
人
広

告
を
分
析
し
て
、
同
「
新
聞
求
人
広
告
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
現
状

一
九
九
六
年
求
人
広
告
調
査
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
三
六
巻
第

三
号
、
一
九
九
八
年
、
一
五
七
年
〜
二
二
三
頁
に
、
ま
た
、
九
九
年
の
改
正
均
等
法
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
新
聞
求
人
広
告
の
文
面
と
実
際
の
女
男
募
集

の
ず
れ
に
つ
い
て
の
電
話
調
査
を
実
施
し
て
、
同
「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
下
の
新
聞
求
人
広
告
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

一
）

一
九
九
九
年
電
話
問
い

合
わ
せ
調
査
の
結
果
を
中
心
と
し
て

」『
国
学
院
法
学
』
第
三
八
巻
第
三
号
、
一
一
七
〜
一
四
九
頁
、
お
よ
び
同
「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
下

の
新
聞
求
人
広
告
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

二
）

一
九
九
九
年
電
話
問
い
合
わ
せ
調
査
の
結
果
を
中
心
と
し
て

」『
国
学
院
法
学
』
第
三
八
巻
第
四
号
、

八
五
〜
一
一
五
頁
、
に
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
本
研
究
会
の
成
果
は
、
田
中
和
子
・
諸
橋
泰
樹
編
著
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
た
新
聞
の
う
ら
・
お
も
て

新
聞
女
性
学
入
門
』
現
代
書

館
、
一
九
九
六
年
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
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２
）

㈳
日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
の
〇
六
年
下
期
「
新
聞
公
査
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
る
。

３
）

㈳
日
本
新
聞
協
会
の
〇
六
年
発
行
部
数
推
計
調
査
に
よ
る
。

４
）

毎
日
新
聞
社
「
第
60
回
読
書
世
論
調
査
」
に
よ
る
。

５
）

㈳
日
本
新
聞
協
会
の
〇
六
年
従
業
員
数
・
労
務
構
成
調
査
に
よ
る
。

６
）
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

新
聞
用
字
用
語
集
﹇
第
11
版
﹈』
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
八
年
、
五
二
〇
頁
。

７
）

〇
六
年
に
厚
生
労
働
省
が
出
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
労
働
者
に
対
す
る
性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
等
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る
事
項
に
関

し
、
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
（
平
成
18
年
厚
生
労
働
省
告
示
6
号
）」
２
⑵
イ
②
で
は
、「
募
集
又
は
採
用
に
当
た
っ
て
、
男
女
の
い
ず

れ
か
を
表
す
職
種
の
名
称
を
用
い
」
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
さ
ら
に
〇
六
年
一
〇
月
、
厚
労
省
は
、
都
道
府
県
の
労
働
局
長
あ
て
の
、
こ
の
指
針
の

趣
旨
お
よ
び
取
り
扱
い
に
つ
い
て
述
べ
た
「
改
正
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
」

の
中
で
、
禁
止
さ
れ
る
べ
き
「
職
種
の
名
称
」
の
う
ち
「
男
性
を
表
す
も
の
」
と
し
て
は
、「
ウ
ェ
イ
タ
ー
」「
営
業
マ
ン
」「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
な
ど
「
男

性
を
表
す
語
が
職
種
の
名
称
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
」
が
、「
女
性
を
表
す
も
の
」
と
し
て
は
、「
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
」「
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
」
な
ど

「
女
性
を
表
す
語
が
職
種
の
名
称
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
」
が
、
当
た
る
と
し
て
い
る
。

８
）

〇
八
年
一
〇
月
二
三
日
、
国
学
院
大
学
「
社
会
学
」（
担
当
・
田
中
和
子
）
の
ク
ラ
ス
に
お
い
て
、
受
講
学
生
を
対
象
に
、
質
問
紙
法
に
よ
り
実
施

し
た
。
回
収
サ
ン
プ
ル
数
は
一
三
八
人
。
質
問
内
容
は
、
問
１
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
自
由
記
述
、
問
２
「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
」
と
い
う
こ
と
ば
が
出
て
く
る
五
つ
の
記
事
を
読
ん
で
、
記
事
ご
と
に
男
性
・
女
性
・
両
性
い
ず
れ
の
性
別
イ
メ
ー
ジ
か
を
選
択
し
、
そ
の
理
由

お
よ
び
具
体
像
を
自
由
記
述
、
問
３

記
事
に
出
て
く
る
「
一
家
の
大
黒
柱
」
と
い
う
表
現
が
男
性
・
女
性
・
両
性
い
ず
れ
の
性
別
イ
メ
ー
ジ
か
を
選
択

し
、
そ
の
理
由
お
よ
び
具
体
像
を
自
由
記
述
、
問
４
「
標
準
的
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
」
と
報
道
さ
れ
た
と
き
の
世
帯
イ
メ
ー
ジ
と
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と

は
誰
を
さ
す
か
の
自
由
記
述
、
問
５
「
Ｏ
Ｌ
」「
ア
ル
バ
イ
ト
」「
パ
ー
ト
」「
派
遣
」「
Ｏ
Ｂ
」
は
誰
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
の
自
由
記
述
、
で
あ
る
。
他
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

９
）

内
閣
府
『
平
成
15
年
版

国
民
生
活
白
書
』
二
〇
〇
三
年
。h

ttp
: //w

w
w
5 .ca

o
.g
o
.jp
/seik

a
tsu
/w
h
itep

a
p
er /h

15 /h
o
n
b
u
n
/h
tm
l /

1523000 .h
tm

こ
の
概
念
図
に
示
さ
れ
た
「
主
婦
」
の
内
訳
は
、「
既
婚
」
の
、「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
（
派
遣
等
を
含
む
）」「
失
業
者
」「
非
労
働

力
（
就
業
意
志
あ
り
）」
お
よ
び
「
非
労
働
力
（
就
業
意
志
な
し
）」「
自
営
・
そ
の
他
」
の
女
性
た
ち
、
で
あ
る
。

10
）

厚
生
労
働
省
『
平
成
16
年
版

働
く
女
性
の
実
情
』
二
〇
〇
四
年
。
九
八
頁
お
よ
び
六
三
頁
。
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11
）

ウ
ォ
ル
タ
・
リ
ッ
プ
マ
ン
、
掛
川
ト
ミ
子
訳
『
世
論

上
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
、
一
一
一
〜
一
一
二
頁
。
な
お
原
著
は
一
九
二
二
年
で
あ

る
。

12
）

江
原
由
美
子
「
か
ら
か
い
の
政
治
学
」『
女
性
解
放
と
い
う
思
想
』
勁
草
書
房
、
一
九
八
五
年
、
一
七
二
〜
一
九
四
頁
、
参
照
。
江
原
に
よ
れ
ば
、

差
別
対
象
と
し
て
か
ら
か
わ
れ
た
場
合
に
異
議
申
し
立
て
を
す
る
と
、
軽
い
冗
談
の
つ
も
り
だ
と
い
わ
れ
、「
遊
び
心
」
の
わ
か
ら
な
い
人
間
と
い
う
扱

い
を
受
け
る
た
め
、
抗
議
の
回
路
は
あ
ら
か
じ
め
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

13
）

岩
間
暁
子
『
女
性
の
就
業
と
家
族
の
ゆ
く
え

格
差
社
会
の
な
か
の
変
容
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
『
生

活
動
力
２
０
０
７

多
世
帯
社
会

世
帯
が
変
わ
る

世
界
が
変
わ
る
』
博
報
堂
、
二
〇
〇
七
年
、
落
合
恵
美
子
『
21
世
紀
家
族
へ

家
族
の
戦
後

体
制
の
見
か
た
・
超
え
か
た
﹇
第
３
版
﹈』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
、
な
ど
を
参
照
。

14
）

た
だ
し
、
前
出
の
共
同
通
信
社
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹇
第
11
版
﹈』
で
は
、「
記
事
の
フ
ォ
ー
ム

死
亡
記
事
」
の
「
注
意
事
項
」
に
お
い
て
、

「
敬
称
は
男
性
が
『
氏
』、
女
性
は
『
さ
ん
』
を
原
則
と
す
る
。（
中
略
）
男
性
で
も
経
歴
な
ど
に
よ
っ
て
『
さ
ん
』
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
場
合
は
使
っ
て

よ
い
」
と
、
い
ま
だ
に
女
男
に
よ
る
敬
称
の
使
い
分
け
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
い
る
点
に
も
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。
共
同
通
信
社
、
前
掲
書
、
五

四
一
頁
。

ま
た
、
同
書
の
「
年
齢
の
書
き
方
」
に
も
、「
大
林
壮
一
氏

64
）

平
田
た
い
子
さ
ん

59
）

長
男
弘
君

15
）

次
女
和
子
ち
ゃ
ん

６
）…
…
」
と
い

う
例
が
あ
げ
ら
れ
、
女
男
で
敬
称
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
共
同
通
信
社
、
前
掲
書
、
五
六
三
頁
。

＊
共
同
執
筆
者

田
中
和
子
（
国
学
院
大
学
法
学
部
教
員
）、
諸
橋
泰
樹
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
教
員
）、
森
田
系
太
郎
（
立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ

ン
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）、
須
藤
典
子
（
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
養
護
学
校
教
員
）
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